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　　　プロローグ




　地球とは全く別の世界──魔ま法ほうや聖剣が存在するその時空は、地球からしてみれば異世界と言えるだろう。

　そんな異世界の、とある街。

　グラン国、ティアー市役所。鉄筋コンクリート五階建ての庁舎の正面には来客用の駐車場、裏手には公用車専用の駐車場が設けられている。

　窓が開いた二階フロアには、駐車場から発せられるアクセル音が時折響ひびく。

　だが、そんな些さ細さいな音は問題にならないほど、魔力管理部は慌あわただしい。至る所で電話が鳴り、外勤に出る者、外勤から戻ってきた者が引っ切り無しに出入りしている。

　フロアは各課で机が並び、いくつかの島ができている。机の上にはパソコンのようなディスプレイとキーボード。それに相対する職員が五十人ほど。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。聖剣今日にはそちらに届きますから──はい、失礼します」

　ごく単純な事務仕事。軽微な確認手続き。いつもどおりの軽い口調。

　魔力管理部聖剣課の女性職員ニムエ・ニコルズは、日常的な雰ふん囲い気きを崩さず電話を切った。しかし、その内心は焦あせりに満ち、「やっばい、送るの忘れてた」と脳内で連呼している。

　関係機関への聖剣の送付。その締しめ切きりが今日であることを、彼女は五分前に思い出したのだ。

　周囲に電話内容を悟られてはいまいかと辺りを見回した。だが、どうやら誰だれも電話の内容に興味を示していない。彼女はホッと一息つき、改めて表情を引き締しめる。

　あと一年もすれば二十歳を迎えることもあり、真ま面じ目めな顔をすれば相応の落ち着きを演出することはできる。真まっ直すぐ背中まで伸びた長い赤髪も、その雰囲気作りに一役買っていた。

　静かに立ち上がるニムエ。胴から膝ひざ丈たけまで一体となった白いワンピース──そのスカート部分がひらりと揺ゆれる。小さな襟えり元もとには細い黒リボンが結われ、腰には幅広のベルトが巻かれていた。

　彼女は表情を維持したまま、小声で隣となりの人間に話し掛ける。

「メル、ちょっと」

　ニムエの右隣の席に座るのは女性職員メルラン・メルクル。ニムエと同じワンピースだが、スカート丈は足元まで伸びている。さらに、ワンピースの上からは黒いローブを羽は織おっていた。

　あどけなさが残る十五歳の後輩は「何ですか？」と首を傾かしげる。頭の後ろで二つ結われた青い髪が、肩の辺りで小さく揺れていた。

　だが、ニムエはその疑問には答えない。次の瞬しゆん間かんには、素早くメルランをフロアから連れ出していた。







　一時間後の昼休み、ニムエとメルランは一振りの剣を持って、とある場所を訪れていた。屋外にある大きな倉庫のような施設。サッカーくらいであれば十分にできる広さだ。

　壁にはいくつかシャッターが設けられ、周囲にはフォークリフトに似た重機が見える。

　シャッターを上げて中に入ると、梱こん包ぽうされた大きな荷物があちらこちらに見えた。中には人の背丈ほどの物もある。その荷物に紛まぎれ、作業着を着た男の姿が見え隠かくれする。

「よろしくお願いします、ファルさん」

　ニムエが男に挨あい拶さつする。

　ずいぶんと華きや奢しやな身体からだ。男にしては長い髪の毛と相まって、中性的な雰ふん囲い気きがある。しかし、その齢よわいは三十五で、眼鏡を掛けた顔には年相応の落ち着きも感じられる。そんな彼の名はパルジファル・ペルファルという。

「準備できてますよ。場所はナヘン国のコノゴヤ市資料館転送施設でしたね？」

　そう言う彼の足元には魔ま法ほう陣じんが描かれていた。

　いや、描かれていたというより、電子的に表示されていたというのが正しい。床は全面がモニタとなっており、科学的な光源により魔法陣が光っている。

　彼女たちがいるのは、遠く離はなれた場所に一いつ瞬しゆんで物体を移動させる「転ゼ送ア魔ラ法ム」を行うための施設だ。

　転ゼ送ア魔ラ法ムに必要なのは、魔力と魔法陣、そして転送先の住所。

　魔法陣の内部に住所を記し、その上に物を置く。そこに魔力を送れば、物は指定した住所に送られるという仕組みだ。

　ただし、住所を示す言葉は現地の言語でなくてはならない。今回彼女たちは国外に物を送ろうとしていた。だがその場合、このグラン国で使われている文字ではなく、転送先の国──ナヘン国の文字で魔法陣内部に住所を記さなければならない。

　すでにパルジファルは魔法陣に住所を入力済み。ただ、外国語に疎うといニムエとメルランには、魔法陣の中に何が書かれているのか読み取ることはできなかった──のだけれども、

「ナヘン国の文字って、こんなカクカクしてたですかね？」

「え、なにメル、多言語できますよアピール？」

　茶ちや化かすニムエに対し、メルランは「何なのですかそれ。もうっ」と頰ほおに空気を溜ためる。

「あたしの気のせいかもしれないのですけど……。前にあっちから送られてきた資料の文字って、何かこう、もっとニョロニョロっとした感じだったと思うのですよ」

「間違ってはいないはずですよ。住所は通し番号で管理されてますから。これに番号入力するだけで該当住所が魔法陣に表示される仕組みです」

　パルジファルはメルランを呼び寄せ、コンピュータの画面を見せた。そこにはメルランたちの慣れ親しんだ言語で「コノゴヤ市資料館転送施設」と書かれ、その下の住所欄らんには、今現在、床の魔法陣内に表示されているのと同じ角ばった文字があった。

　もはや疑う余地は無い。ここで確信めいた何かを言えるほど、彼女にナヘン国語の知識は無かった。

「それじゃ、これお願いね、メル」

　ニムエは魔ま法ほう陣じんの中央に、持参した裸の剣を置いた。剣身から柄つかまで銀色に輝かがやくそれは、彼女の身の丈の半分近い長さがあった。

　さて、あとはメルランが魔ま力りよくを送り込むだけで転送が完了するというところ。

「あれが例の聖剣ですか」

　パルジファルが興味深そうに剣を見る。

「伝説の聖剣シュトラールです。勇者の血筋を引き、なおかつ強大な魔力を持った人間でなければ扱うことはできないという──。使える人間がいなさ過ぎて、今や本当に聖剣としての力を宿しているのかも不明なお荷物ですけど」

　そう言ってニムエは肩をすくめた。

「鞘さやとか無いんですか？」とパルジファル。

「うちの聖剣倉庫を漁あさればもしかしたらあるかもしれないですね。探す気は無いですけど」

　そんなニムエとパルジファルの会話を耳で受けつつ、メルランは魔法陣に手をかざす。そして、パルジファルが指示するとおりに魔力を放出した。







　──何もおかしな点は無く、転送は無事に成功した。そう考えて間違いないはずだった。

　だが、市役所の自席に戻ったニムエがコノゴヤ市へ確認の電話を入れると──、

「──え、届いてない、ですか？」

　ニムエの顔が固まる。それを隣となりで見ていたメルランも、青ざめた顔を引きつらせた。

　直後、再度ニムエが受話器を手に取り、新たに番号をプッシュして会話を始める。

「もしもし──ニコルズです。ファルさん、さっきの件なんですけど、あれ、失敗してないですよね？　実はそっちに聖剣残ってたり……しないですよねー、そうですよねー、へへへ」

　電話を切るニムエ。顔面蒼そう白はくのまま立ちすくむメルラン。二人の頭の中には、もはやどうにもならない事実だけが、鉛なまりのごとき重量で横たわっていた。




　──聖剣、どっか行った。
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「確かに、髪の毛茶色いと怖く見えるよね」

　四月の放課後、午後六時半。高校の調理室にて。

　同じクラスの女子、山やま田ださんだったか鈴すず木きさんだったかよく覚えていないが、俺は彼女にそう断言された。

「……そうッスか」

　茶色い髪、というのはそんなにも悪いものだろうか。

　──一週間前、俺は陸上部をやめた。この茶色い髪が原因だった。

　中学三年間、短たん距きよ離りをやっていた。高校に入学してからも一年間、それは変わらなかった。しかし、先週月曜の始業式、俺が二年生になったのと同時に、陸上部の顧こ問もんが代わった。それまでの顧問が転任となり、新たに赴ふ任にんしてきた教師が顧問となった。

　その教師は「健全な高校生」というものが好きだったらしい。

　俺の茶髪は地毛だった。確かに目立つかもしれないが、生えてくるのだからしょうがない。今までも誤解されることはあったが、それでも学校に話が通じない訳ではなかった。中学の時も理解は示してもらえたし、去年までの前顧問にしても、黒く染めろとまでは言わなかった。

　しかし今回は違った。そいつは言ったのだ。茶髪は不健全だと。

　スポーツマンとはかくあるべき──高校生の部活にあっては、髪の毛は黒くなくてはならない。健全な肉体に健全な精神が宿りたまえ──そいつはそんなようなことを言った。

　だから俺は言ってみた。

『自然の茶髪に人工的な黒を被かぶせることが果たして健全なんでしょーか』

『そういう問題じゃないだろ』

　じゃあどういう問題なんだよ……。

　──俺は茶髪を保ったまま、陸上部をやめた。

　未練は無かった。大して良い記録を持っていた訳でもないし、キツイ練習をしなくていい分、気が楽だった。部活に注いでいたエネルギーを、もっと別の部分に割り当てればいいだけの話。走ることだけでしか充実を得られない訳じゃない。

　──と思っていたのだが。

　この一週間、放課後に何をすればいいのかよく分からなくなっている自分がいた。

　なんなら趣しゆ味みの一つでも作ろう──そう思った矢先、俺の事情を察した陸上部の部員から「これからの時代は料理系男子だ」などと言われた。

　いざ家でケーキの料理本をバッとひらいてみると、56ページにとてもきらびやかなデコレーションケーキがあった。

　よしこれだと思い調理器具を引っ張り出してみたものの、「メレンゲって何だ」と行き詰まり、砂糖入りの卵白を死ぬほど泡立てたものだと知って「何それ超面おも白しろそう」となり、実際にやってみて「何これくっそ腕痛い」と鬱うつになり、やっとそれらしきものができたと思いきや、『あらかじめ作っておいた基本の生地Ａ（３ページ参照）とメレンゲを混ぜます』という記述を見て愕がく然ぜんとした。

　待てお前、俺は３ページなんて一度も見てねーよ。何だよ基本の生地Ａって。あらかじめ作ってることを前提にしてんじゃねーよ。バッと56ページひらいて即調理に移った俺は何なんだよ。俺を貶おとしめるためだけに作られた罠わなレシピかよ。

　結局基本の生地Ａとやらを作っている間に、せっかく泡立てた卵白はへにょへにょになっていて、もはやどうでもよくなってやめた。

　そして今日、放課後に調理室の前を通りかかると、料理研究部の女子たちが一いつ生しよう懸けん命めいメレンゲを泡立てているのが見えた。

　あれ手首の筋肉ぶっ壊こわれそーになるんだよなと見つめていると、室内にいた山やま田ださんだったか加か藤とうさんだったかが俺に気付き、「苅かり羽ばくん、やってくかい？」と誘さそってきた。

　クラス替えで一いつ緒しよになったばかりであまり親しい訳ではなかったが、どうせ家に帰っても暇ひまだしなと思い、「俺、それ超得意」と返した。

　──そう言ったが最後、「すごい！　速い！　上う手まい！」と散々おだてられた俺のもとには、次から次へと卵白入りのボウルが運ばれてきた。

　つまりそういうことだ。出入り口付近には常に部員が待機しており、俺が出て行かないかどうか見張る態勢。そして、山田さんだったか悪あく魔まさんだったかは、俺と目が合う度たびにニッコリと微笑ほほえんでいた。

　午後五時半を回った頃ころにはすっかり俺の手首は死んでいた。机に突っ伏してしばらく休み、やっと手の感覚が戻ってきた六時半には、他の部員はほぼ帰り、デビル山田のみが調理室に残っていた。

「苅羽くん、陸上部だったよね？　髪の毛が原因でやめたっていう噂うわさ、本当だったんだ」

　その直後に出てきたのが、前述の「髪の毛茶色いと怖く見えるよね」という発言だ。

「染めちゃえばいーのに。黒い髪の毛いーじゃん。これからの時代は真ま面じ目め系男子だよ？」

「俺は料理系男子って聞いたけど」

「そうなの？　まあイケメンなら何でもいーかもね、女子は」

　身も蓋ふたもねえ……。

「じゃ、私帰るね。今日は手伝ってくれてありがと。また何かあったらよろしくね」

「ん？　待った。そういや俺の分のケーキは？」

　デビル鬼き畜ちくはニッコリ笑い、無言のまま去った。

　気付けばすでに午後七時を回りそうだ。外は暗く、窓から見えるグラウンドに人の姿は無い。どの部活も終わりを迎えていたようだ。

「手首痛いてぇ……」

　そう言えば、更衣室に冷却スプレー置いたままだったな。あれ使うか。

　荷物をまとめ調理室を出て、歩きながら母親にメールを送る。

『夕飯先に食べてて』なんて、部活をやっていた頃ころなら絶対にこんなマメに連絡はしなかった。走り終わって疲れてフラフラ自転車に乗って家に帰って飯食って寝る。良くも悪くも、何も考えずに済んだ。

　メールを打ち終わって顔を上げると、そこは更衣室。部活をやっていた頃は、ここで制服からウェアに着替えた後、グラウンドに向かっていたっけ。

　更衣室に入ろうとすると、ドタバタと音が聞こえてきた。

　更衣室の右手──廊下の突き当たりにある第二体育館。授業や球技系部活動で使う第一体育館よりもやや狭せまく、その面積の半分に畳たたみが敷しかれている。剣道部と柔道部が主に使っている場所だ。

　すでに部活は終わっているだろうに、一体誰だれが残っているのか。耳をすますと、何やら威い勢せいの良い声も聞こえた。扉に隔へだたれ籠こもった音ではあるが、女子の声だと思われる。

　──単純に、興味本位だった。

　何か暇ひま潰つぶしになることに出会えれば──そんな思いで、俺は扉に手を掛けていた。少なくとも、陸上を続けていたら絶対にこんなことはしていなかっただろう。

　そっと扉をスライドさせ、隙すき間まから覗のぞく。

　そこには、一人の女子がいた。肩けん甲こう骨こつまで伸びた黒髪を振り乱し、竹刀しないを宙に振っている。面は着けておらず、胴と小こ手てと袴はかまだけ身に着けていた。

　来くる栖す麻ま央お──今年同じクラスになった生徒だ。

　出席番号が同じ六番で、席が隣となりになっている。深く関かかわりがある訳ではないので、彼女の何を知っているというほどでもないが、印象としては………………うん、印象が無いというのが印象だ。

　始業式の日に「よろしく」と挨あい拶さつした際には「どうも」と頭を下げてきた。毎朝「おはよう」と言うと「どうも」と返ってくる。午後の授業では眠気に勝てないのか、うつらうつらしていることもある。極きわめて普通だ。

　さて、そんな来栖さんは剣道部であるようだが、見るからに動きがおかしい。素人しろうと目めに見ても、絶対に剣道の動きじゃない。

　まず竹刀を片手持ちしている時点で変だし、振り方もどこか仰ぎよう々ぎようしい。見えない敵をイメージしているのだろうが、そんな動きを試合でしたら、即座に一本取られてしまうのではないだろうか。

　何より動きがとろい。瞬しゆん発ぱつ力りよくが皆かい無む。センスが無い。

　そしてさらに目を疑うべき事態が。

　彼女は振った竹刀を、とあるもの目がけてぶち当てていた。それは人型をしていて、彼女が竹刀を振り抜く度たびに、赤い臓物がボロボロとこぼれ落ちていく。

　──人体模型だった。

「ここまでよ、魔ま王おう」

　来くる栖すさんが言った。

　来栖さんが言った──んだよな、今。

　恥はずかしげも無くそんなことを言った来栖さんは、竹刀しないを持った腕を一直線に伸ばした。人体模型の喉のど元もとに切っ先を突きつけ、睨にらみを利きかせている。

　何が起きているのか判断できないが、とりあえず、彼女がやっていたのは剣道とはまた別の何かだったらしい。ただ、それが何なのかは分からない。

「あなたの野望は打ち砕くだいたわ」

　どうやら魔王の野望を打ち砕いていたらしい。魔王さん内臓見えてるからその辺にしてあげてはどうだろう。

「あなたを倒たおせば、やっと世界に平和が戻る……」

　この程度のスペックの魔王なら、わざわざ倒さずともかなり平和だと思われる。

「おしゃべりはここまでよ」

　ずっと自分で喋しやべっていたくせに、いささか勝手な言い分ではないだろうか。魔王も「え!?」ってなるだろう。

「とどめ──」
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　そう言って来くる栖すさんが構えた直後、俺のポケットからピロリンピロリンと場違いな電子音が流れる。慌あわててケータイを取り出すと、母親からの返信メールを受信していた。

『ご飯食べててメールは死亡フラグになりかねないので気をつけなさい』

　何このクールジャパン的な母親。サブカルチャーに精通し過ぎだろ。

　などと思いつつ、再度扉の隙すき間まを覗のぞき見ると、

「おわっ!?」

　隙間には、いつの間にか零ゼロ距きよ離りで来栖さんがいた。

　扉一枚隔へだてただけの距離から、ジ────────っとこちらを見ていた。目が合い、目が合い、痛くなるほど目が合った。

　何な故ぜだか体が動かない。どうしたら良いのか分からなかった。来栖さんが大きく扉を開けたが、俺はただ立ち尽つくしているだけだ。

「苅かり羽ばくん？」

　来栖さんは無表情で俺の名みよう字じを呼んだ。

「おっす……あー、えー、部活、してたの？」

「ちょっと来て」

　質問には答えず、来栖さんは俺の袖そでを引き、体育館の中に連れ込んだ。扉は閉められ密室となる。

「見てた？」

　小動物が天敵の動向を探るような警戒の表情。若じやつ干かん震ふるえる声。この挙動からして、タブーとなる返答はおおよそ察しが付く。

「見てたって……何を？」

「見てなかったの？」

　彼女の手に握にぎられた竹刀しないが俺の喉のど元もとに向けられる。母さん、俺、死亡フラグ回収中です。

「だから何を？　何か音がするなーって思ったからこっち来ただけだよ俺は。そしたらすぐケータイ鳴ってさ……邪じや魔ましちゃったかな？」

　俺より頭一個下の位置から、来栖さんは上目遣いに見てきた。それが事の真しん偽ぎを確かめる眼まな差ざしであることに疑いの余地は無い。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが流れる。しかし目は逸そらさない。ここが踏ふん張りどころだ。

「……そう、何も見てないんだね」

　来栖さんは納なつ得とくしたように一人で頷うなずいた。そして、にっこりと微笑ほほえむ。

「ごめんごめん、変なこと聞いて悪かったね」

「いや、とんでもない。俺も邪魔しちゃって悪い」

　空気が弛し緩かんした。疑いが晴れ、緊きん張ちようの糸が切れる。笑顔の来くる栖すさんに俺も微笑で応こたえ、優しい噓うそを突き通せたことに満足した。

　全すべてが緩ゆるんでいた。感情も、思考も、何もかも。

「じゃ、俺帰るわ、頑張ってな」

「あ、そう？　でも弱ったなあ、どのタイミングで練習中断したか忘れちゃったよ。続き、どこからだったかなー、えへへ」

「あれだ、魔ま王おうにトドメ刺すとこ────あっ」

　口に手を当てた時には、全て遅おそかった。

　来栖さんの顔が真っ赤に染まる。全身が震ふるえる。顔が引きつる。目が滲にじむ。口が開く。

「……っ……り」

　小さな声。それは嵐あらしの前の静けさ。

「やっぱり見られてたあああああ！」

　体育館中に声が響ひびいた。思わず耳を塞ふさぐ。

「いや、違うんだ、来栖さ」

　弁明しようとしたが、すでに彼女は俺の言葉など届かないところに意識を飛ばしていた。

「いやあああああああああ」

　来栖さんは顔面を手で覆おおい、床に伏して悶もだえている。感情表現が豊かな人だった。

「落ち着け、落ち着いて、なっ」

　しゃがんで声を掛ける。

「恥はずかしいよおおお、吐はきそうだよおおお」

　来栖さんは涙声になっていた。恥ち辱じよくが嘔おう吐とにリンクする人を初めて見た。

「大だい丈じよう夫ぶ、ほとんど見てないから。『ここまでよ、魔ま王おう』ってところくらいからしか見てないから」

「うああああああ死にたいいいい」

　魔王を倒たおしたばかりで死ぬ勇者というのも、何だか報むくわれなくて可哀かわい相そうだ。

　とりあえず、俺はこの場を収めないといけないだろう。このまま叫ばれていては、よからぬ事件と勘かん違ちがいして教師が飛んできてしまう。

「来栖さん、何も死ぬことは無い」

　言ってみるものの、来栖さんは聞く耳を持たない。「ふええ……」と顔を押さえて丸くなるだけだ。

「聞けって。大丈夫、恥ずかしいことじゃない。俺は引いてない」

　彼女の肩を摑つかみ、静止させる。来栖さんは半べそ状態で俺と目を合わせた。

「……本当に？」

「もちろん（噓うそだ）」

　括かつ弧こは読まない。

「だから落ち着いて……ほら」

　ポケットからハンカチを取り出し、来くる栖すさんに渡す。彼女は上体を起こし、正座した。

「ありがと……」

　右目の下にある泣きボクロのせいか、その表情には艶つやがある。少し子供っぽい印象があったのだが、泣いたことで妙な色っぽさが付加されている。胸の鼓こ動どうが少し速まった気がした。

　彼女はまず目め尻じりの涙を拭ぬぐうと、畳たたまれていたハンカチを広げていった。そして、おもむろに布地を鼻に当てまさかおいやめろ。

「ズビー！」

　鼻をかんだ。







「このことは、どうかご内密に」

　俺たち二人しかいない第二体育館。そこで来栖さんは土ど下げ座ざしている。額を床にこすり付けて、懇こん願がんの姿勢を崩くずさない。

「いや、言わないから。だから頭上げて」

　彼女は頭を上げたものの、その眼まな差ざしには俺に対する疑念がありありと浮かんでいた。

「そんな目で見ないでくれ。何で俺疑われてるんだ」

「学校では、大抵の噂うわさはすぐクラス中に広まるから……」

　かもしれないけど。

「またさっきみたいに精神崩ほう壊かいされても困る。言わねーよ」

「本当に？」

「こんなこと、わざわざ言う相手もいない」

「友達いないの？」

「いるわ！　悲しい目で見るな！」

　さっきまで調理室で大いに盛り上がってたわ。使用者と労働者みたいな新しい友情ジャンルだったけども。

　俺の答えを聞いた来栖さんは、失礼しました、と頭を下げた。

「私なんかを話題にしても盛り上がらないもんね」

「何だその卑ひ屈くつな解かい釈しやく。そうじゃなくて、俺の知り合いに来栖さんと親しい人間がいないから、話題にする理由が無いって言ってるんだよ。知らない人間について話してもしょうがない」

　これ以上反論されないよう、俺は言い終わってすぐに話題を移した。

「それで来栖さんは……いつもああいうことしてんの？」

「…………今日が初めて」

　目が泳いでいる。

「こう……衝しよう動どうに駆られて、つい」

　絶対噓うそだ。俺は体育館の真ん中で内臓を空からにしている人体模型に目をやる。

　衝動に駆られた奴やつが、わざわざ人体模型の用意なんて手間の掛かることしないだろ。計画的な犯行だよ。しかも喉のど元もととか肩とか塗と装そう剝はげてるし。かなり竹刀しないで打ち込まれてるよこれ。

「ねえ、まず私の言葉を聞いてよ。マオ──人体模型を観察して状況を割り出すのやめてよ」

「今、魔ま王おうって言っ」

「言ってないよ！　人体模型だよ！」

　顔真っ赤。

「……人体模型はいつからここに？」

「今日から」

「今日付いたものではないであろう古傷が見えるけれども」

「それはその……勇者と死し闘とうを繰くり広げた歴戦のマ──人体模型だし」

　もっと設定頑張れ。引きずられてるぞ。

「あの人体模型、もともと理科室にいたんじゃないのか？」

「授業で出番無いみたいだし、こっちで使ってもいいかなって」

　まさか模型も殴なぐられるとは思っていなかっただろう。新しい職場はブラックこの上ない。

「あー、うん……まあ、いいか」

　深く考えないことにした。これ以上深入りするとドツボにはまりそうな気がしたから。

「もう使ってない物みたいだし、良いんじゃないか。俺は誰だれにも言わない」

「え」

　来くる栖すさんが口を半開きにして見つめてきた。

「好きなことを好きなようにやるのは悪いことじゃない。良いんじゃないか、このままで」

「わあ、苅かり羽ばくん、神」

　手軽な崇すう拝はいだった。インスタント神。

「本当に、本当の本当に誰にも言わない？　バカにしない？」

　来栖さんが念を押してくる。勝手に神格化してきたくせに信仰心が薄うす過ぎる。さすが即席神。

「バカにしない。しょうがないだろ、そういう風にできてるんだから」

　俺は自分の前髪をつまんだ。俺の髪の毛がそうであるように、来栖さんの趣しゆ味み嗜し好こうだって、それは間違いなく自然に生じたものであって──。

　周囲に合わせて塗ぬり潰つぶす必要なんて無いはずだ。

　なのに、どうして肩身が狭せまくなってしまうのだろう。数週間前の顧こ問もんとのやり取りを思い出してしまう。少しだけ、悔くやしい。

「そんなの、自然にそうなったんだからしょうがないんだ。他人にどうこう言われたって、自分のことなんだから。自分だけはそれを否定しちゃ……いけない、と思う」

　勝手に声が出てきて、まるで自分に言い聞かせるようだった。

「苅かり羽ばくん……意外と真ま面じ目め系男子だね」

　来くる栖すさんが茶ちや化かすように言ってきた。そこで俺は、柄がらにもないことをやってしまったと気付き、顔が熱くなる。

「う──っるせーな。とにかく……そういうことだから。俺は言いふらしたりバカにしたりしない。その点に関してだけは信用してくれていい」

「……んー、分かった信用する」

　来栖さんは右みぎ頰ほおを搔かきながら答えた。そして俺に言葉を続ける。

「一つ聞いても良い？」

「ん？」

「苅羽くんの髪──その茶髪ってさ、」

　ドキリとした。

　今の俺の言葉の裏にあったもの、全すべて見み透すかされてしまったのだろうか。

　俺が陸上部をやめたことは、クラスの人間に少なからず知られている。何せ理由が理由なだけに、同じ高校生にとってはそれなりの関心事となったらしい。ほら、みんな服装とか装飾とか、それに関かかわる校則とか、何気に興味あるし。

　きっと来栖さんも知っている。俺の隣となりの席だ。顧こ問もんとのいざこざについて、俺が友人と自席で話していたことは何度もあったし、その時に彼女が横にいた覚えもある。

　──今、俺が言った言葉。それは来栖さんだけではなく、自分にも投げ掛けた言葉。そんな俺の心の中を、彼女は気付いているのか。

「苅羽くんが茶髪にしてる理由って──」

「…………うん？」

「西洋の勇者を意識してるからでしょ」

「は？」

　途と端たん、饒じよう舌ぜつになる来栖さん。

「勇者と魔ま王おうの世界って、西洋が基本だもんね。キャラクターは茶髪だったり金髪だったり。陸上部をやめたのも、勇者になりきるために茶髪を捨てられなかったから──そう考えると、これまでの苅羽くんの言動に一本筋が通る……あ、私、超名推理っぽい！」

　っぽくない。

「そっか……そっかそっかあ」

　来栖さんは勝手に納なつ得とくし、頷うなずいている。

「苅羽くんも私の同志……」

「違います」

「恥はずかしがらなくていーんだよ。私はバカにしたりなんてしないから」

　おい、どうすりゃ良いんだこの人。

「俺はそういうの好きな訳じゃないから」

「自分に噓うそを吐つかないで……私は全部受け止めてあげられるから」

　その言葉どおり、俺がどんなに真実を語っても、来くる栖すさんは全すべて噓として受け止めてくれた。説得を三十分試みてなお、その誤解は解けたのか怪しい。







　人体模型こと魔ま王おうを元あった場所へと戻す。戦せん闘とう不能となった魔王を来栖さんと二人で担かつぎ上げながら、俺たちは理科室を目指していた。

「来栖さんは……その、どうしてあのような魔王勇者的行為に至ったのでしょうか」

　意図せず敬語になってしまった。どうやって尋ねたものだろうかと言葉を選んだ結果、やけにギクシャクしてしまう。

「え、それは、その、えーと、だって、勇者、正義、強い」

　留学生並みのカタコト日本語が返ってきた。口元引きつってるし顔赤いし、何だか申し訳なくなってくる。

「どういう意味だ？」

「や、だから、勇者とか魔王っていうのはいわゆる一つの青少年の憧あこがれみたいなもので、小説とかマンガとかゲームでも引っ張りだこ」

「つまり？」

「私が好きになっても全然おかしくない。むしろ普通」

　なるほど。ファンタジー好きが高じて人体模型を痛めつけていた、とな。うん、意味分かんねーな。

「何その小豆あずき味のコーラを見るような目!?　ひどいよ！　さっきバカにしないって言ったのに！」

「悪意は無い。来栖さんを理解しようと努めていただけだ」

「いいじゃん別に！　要はタイミングだよタイミング！　周りの女の子は小さな頃ころにお人形さんとかぬいぐるみとかが側そばにあって、中学生になるくらいにはコスメとかファッション雑誌とかを見る環境にあって──、でも私はそうじゃなかったってだけの話だし！」

「そうじゃなかったって？」

「……小さい頃、私泣き虫で、いっつもくだらないことで泣いたり落ち込んだりしてたんだけど、お姉ちゃんが『いつまでもそれじゃダメ』って言ってきたの。その時に『こうなりなさい』って見せられたのが『ヴィジオネア・エンデ』ってアニメで……」

　聞いたことある名前だなと思っていたら、そう言えば昔俺も見ていた。聖剣を持った勇者や魔ま法ほう使つかいたちが、悪の魔王に立ち向かうベッタベタな魔王勇者的物語だ。

「ロールプレイングゲームとかも勧すすめられて、その度たびに主人公の名前を『麻ま央お』って……自分の名前にさせられて、決め台詞ぜりふも暗記しなさいって言われて……」

　まあ小さい頃ころならな……そういうこともあるだろう。

　それにしても来くる栖すさん泣き虫だったのか。右目の泣きボクロのせいで、全く不思議ではないが。

「そうしてたら、だんだん自分にも『秘められた力とかあるんじゃないかな』って思えてきて、そしたらこう、怖いこととかが少しずつ減っていって……」

「ふんふん」

「小学生になる頃には、暗黒の魔王も怖がらずに叩たたき潰つぶせるようになったし」

「何だその暗黒の魔王って」

「知らないの？」

　来栖さんは目を見開いて首を傾かしげた。無む垢くという言葉がぴったりなくらい、きょとんとしている。

「素早さのパラメータが高くって、毒に耐たい性せいを持ってる──」

「うん？」

「漆しつ黒こくの羽をはばたかせて、こちらの死角から滑かつ空くうの奇き襲しゆうを仕掛けてくる──」

「おいそれまさか」

「愚おろかな村人たちはそれを、侮ぶ蔑べつと畏い怖ふを込めてゴキブリと呼ぶ──」

　何カッコよく言ってんだよ。要は害虫殺せるってだけの話じゃねーかよ。

「……なるほど」

　今の会話からも読み取れるように、来栖さんの場合、ファンタジーものが好き過ぎてちょっとこじらせちゃった、ってところだろうか。

　確かにさっきの光景にはビビったが、こうして話してみる限り、そこまでぶっ飛んでいる訳でもない。

　いや、おかしいっちゃおかしいんだけど……まあ、それでも話が通じない訳でもないし。

「とりあえず理解した。たまたま『そういうの』を好きになっただけで、出来心で突発的に人体模型を魔王に見立ててしまったということだな」

「そう！　全すべてはたまたまで偶然なんだよ！　それにそれに、勇者とか魔王とか、今では深夜アニメとか一杯やってるし！　超市民権あるし！　私全然おかしいとこ無いし！」

　自分に言い聞かせるように叫んだ来栖さんは、一人で魔王を抱えて理科室まで突っ走った。

「おい、それ意外と重いんだぞ──あっ」

　走り出して３メートルで、来栖さんが盛大に転んだ。魔王の内臓がぶちまけられ、頭がもげている。

　魔ま王おうは滅ほろんだ。世界に平和が訪れるはずだ。多分。







　翌日、土曜日、早朝。

　自宅から自転車で十五分ほどの場所にある市立公園。

　この真ま坂さか市はいくつかの地区に分かれているが、その中の東地区、中央地区、岬みさき地区という三つの地区の境界線上に位置しているのがこの公園だ。

　田舎いなか町まちで土地が余っているのか知らないが、公園はそれなりに大きい。

　公園内にはグラウンドやテニスコート、その周囲に一周５キロのランニングコース。そしてさらにその外側には生い茂った林道。この林道はそのまま山へと繫つながっており、かなり広大だ。特に整備もされておらず、深入りすれば迷うこともある。そのためランニングコースの脇わきには、要所要所で立ち入り禁止の立て看板が用意されていた。

　さて、俺がいるのはアスファルトで舗ほ装そうされたランニングコース。黒色のランニングウェアとシューズを身に着けてジョギング中だ。

　気温が上がり、春の陽気を感じ取れる。周囲は森林に囲まれ、日差しを適度に遮さえぎってくれる。

　部活をやめたというのに、未練がましい気もする。でも、走るというのは今の俺にとって精神安定剤のようなものだ。この一週間で分かったが、今までの習慣を無理にやめたところで良いことは無い。落ち着かない心に気を病やむくらいなら、とりあえず走れば良い。

　実践してみて実感する。きっと俺は、走ることが好きだ。

　目的も無くただ走るだけ。これ以上無いくらい非生産的だが、気持ちはとても軽い。この四年間で、陸上競技は俺の体に染しみついていた。

　さて、前方に人が見える。まだ朝の七時。自分以外にも物好きがいるものだ。

　俺は速度を速めた。前に誰だれかがいると抜きたくなるのが人情というもの。

　後ろ姿が近付く。頭の後ろで一つに束ねたポニーテールと細いリボン。それを見る限り、女性だと思われる。

　身長も俺より低い。服の色は上下とも紺こん。っていうかこれ、道着と袴はかまだな。胴回りには防具を着けて、右手には竹刀しない。何かこんな格好、昨日見た。

　確信めいたものを感じながら追い抜くと、

「あ、苅かり羽ばくん」

　来くる栖すさんだった。そのまま置き去りにするのも不自然なので、並んで走る。

「何してんだ？」

「トレーニング」

　それは部活のためだろうか、それとも魔ま王おうとやらに挑いどむためなのだろうか。

　昨日の彼女を思い返す限り、多分後者だろうなあ。

「魔ま王おうって、まだいる設定なのか？」

「なに、設定って」

　来くる栖すさんはやや頰ほおに空気を溜ためた。設定という言葉はタブーらしい。

「あのね、魔王は常にいるんだよ。たとえこの世界にいなくても、異世界には必ず──」

「いや、でもそもそも来栖さん、昨日魔王倒たおしちゃってたじゃん」

「あ、えと、その、魔王は甦よみがえるから、何度でも！」

　天空の城みたいに言われてもな。

「え、何その目!?　私何も変なこと言ってないよ！　フツーだよ、フツー！」

　慌あわてふためき出した来栖さん。「普通」という言葉を強調する彼女に、俺は一言物申す。

「そんな肩かた肘ひじ張らなくてもいいんじゃねーの？　今のところ、俺は来栖さんのこと、ちょっと変わった人くらいにしか思ってないし。無理して『普通』に合わせなくてもさ」

　普通なんてくそ食らえ、健全なんてどっか行け。顧こ問もんの顔が思い浮かぶ。

「……なんつー目で見てくんだよ」

　来栖さんは薄うすく開けたジト目で俺の顔を窺うかがっていた。

「苅かり羽ばくん、変」

　これ以上ないくらい変な人に言われると重みが違うな。思わず自分の性せい癖へきに疑いを抱いだいてしまう。

「苅羽くん、何でそんなこと言えるの？　どうして受け入れられちゃうの？　思想のストライクゾーン広過ぎじゃない？」

「そんなことは……」

　あるかも。

　陸上続けてたらこんなこと言ってなかったかもしれない。顧問が代わってなかったらこんな考え方しなかったかもしれない。

「来栖さんは……今までに出会ったことの無い人種ってことは間違いないな。……まあ最近暇ひまだったし、良い暇潰つぶしにはなる」

「暇潰し？　都合の良い女？」

「そこまで言ってねーよ。昼ドラじゃねーんだぞ」

「じゃあ暇潰しじゃない本気の相手？　ちょっと急にそんなこと言われても……えへへ」

　どうしてこう極きよく端たんから極端に解かい釈しやくするんだ。男女関係のカテゴライズが貧困過ぎる。

　ともかく、だ。

「あんまり気張るなよ。勇者でも何でも好きでいれば良いじゃねーか、ってことだ」

　今のところ、それを面おも白しろく見ていられるくらいに俺の心には余裕がある。部活が消えた分のスペースに、予期せぬピースが転がり込んできたような感じだ。

「なるほどね……分かった。とりあえず信用してみる」

　来くる栖すさんは右みぎ頰ほおを人差し指で搔かきつつ頷うなずいた。

「そうだ苅かり羽ばくん。信用ついでに、さん付けやめよっか。あんまり呼ばれ慣れてないんだよね」

「いや、俺だって呼び捨てなんて慣れてないし。そこまで親しくもないだろ」

　来栖さんは「何言ってるの？」と首を傾かしげる。

「私、昨日のあんなところ、高校で誰だれにも見られたこと無いんだよ？　精神的に全裸状態だったんだよ？　私の全裸を見たくせに『親しくない』って、それ一体どういうことなの？」

　これまで十年にわたる学校教育で培つちかってきた国語の概がい念ねんが覆くつがえされるような論理だった。こちらに非があるような物言いだが、俺は単に巻き込まれただけではなかったか。

「そっちだって『苅羽くん』って言ってるくせに」

「いや、呼び捨てとか私の性格的に無理だよ」

　理り不ふ尽じん。

　まあ、これ以上逆らって変な因いん縁ねんつけられるのも本意ではない。従おう。

　しばらく走っていると、来栖が呟つぶやいた。

「私ね、別に剣道やりたくて剣道部入った訳じゃないんだ」

「……じゃあ何で？」

「いやいや、そういうの要らないから」

　分かってるくせに～、と笑う来栖。

「待て、全く分からん」

「　は　あ　？　」

　何その汚物を見るような目。俺悪くないよね？

「あのね、武器と防具を装備できる部活と言えば、うちの学校は剣道部しかないでしょ？」

　部活選びの新しい観点だった。

　カルチャーショックを受ける俺の横で、来栖は「本当はフェンシング部があれば良かったんだけどねー」と残念がっている。

「まさか、わざわざ防具を着けて走ってるのは……」

「勇者は鎧よろいを装備しての移動が基本でしょ？」

「竹刀しないを持っているのも？」

「剣を持たない勇者はいないよね」

「…………」

「あとほら、これ」

　来栖は後ろで結んだポニーテールを指し、その根元の細いリボンを見せつけてきた。

「このリボン、どうかな？」

　とても女子っぽいことを聞いてきた。いきなり何だ、このイベントは。唐とう突とつ過ぎるだろ。

　何と答えるべきか判断に迷うが、とりあえず無難な答えを言っておこう。

「似合ってると──思う」

　大層恥はずかしい。顔が燃えそうだ。俺ってば、こういう時に気のきいたセリフをスッと言えなくて困る。変な汗が出てきたが、走っているおかげで不自然にならずに済んだ。

　さて、俺が一いつ所しよ懸けん命めいの想おもいで告げた言葉に対し、来くる栖すは顔を赤らめている。

「それはつまり……私にステータス異常の耐たい性せいが足りないってこと？　超恥ずかしい」

　何を言ってるんですかこの子は。

「ほら、ＲＰＧだと、リボンって状態異常のステータスを防ぐアイテムとして登場するでしょ。耐性があるキャラなら装備しなくても大だい丈じよう夫ぶだけど……。リボンが似合うって言われるなんて、私、まだまだだね」

　ヤバイな。早くも手に負えない予感。

「まあしょうがないか。状態異常になってからじゃ遅おそいもんね。ここは森のダンジョンだから、ステータス変化をしてくる敵も多いし」

「ここ市立公園だよな？」

「周りは森でしょ」

「モンスターいないけど」

「犬とかならいるでしょ。空気読んでよもー」

　頰ほおを膨ふくらませる来栖。

　最大限空気を読んで「リボン似合ってる」と言った俺としては、少々心外だ。しかもそれに対して「別にアンタのために着飾ってきた訳じゃないんだからねっ」とも言わずに「状態異常防止の装備。森のダンジョンで重要」などと攻略本みたいな発言しかしない来栖さんサイドの責任たるや筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

「苅かり羽ばくん、このままランニングコース走るつもりだった？」

「つもりも何も、他にコースってあったか？」

「実はクロスカントリーコースがあるんだよ、ここ」

　初耳だ。そんなコース、公園の案内板でも見た覚えは無い。

「私が考えた道で、とてもダンジョン的」

　すげえ行きたくねえ。

「こっちこっち」

　来栖は道を逸それて、森林の茂みへと進路を取る。が、俺は一いつ瞬しゆん足を止めて考えた。未整備の道となれば段差なども多いだろう。変に走れば軽い捻ねん挫ざくらいするかもしれない。

「苅羽くん、来ないの？」

「いや、この時期にケガをしても困るなと思って」

「時期？」

「今月下げ旬じゆんには春季大会の予選が──」

「もう辞めてるでしょ、陸上部」

　──だったな。







　来くる栖すが紹介してくれたコースは、獣けもの道みちとでも言うべき未み舗ほ装そう路ろだった。進めば進むほど陽の光が遮さえぎられ、確かにちょっとした森に迷い込んだくらいの心境になれる。

　途中で立ち入り禁止の看板も見えたから、もう公園の敷しき地ち外がい──山の中に突入しているのだろう。

「おい、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな。まさか迷ったりしてねーよな？」

「大丈夫だってば。苅かり羽ばくんはせっかく来たダンジョンを引き返すつもりなの？　まだ何のイベントも発生してないのに？」

　んなこと言われても……。

　だってもう木と草しか見えねーんだもん。この山、広過ぎるだろ。マジで迷っても不思議じゃねーぞ。人だって全然いないし。

　そんな俺の不安をよそに、来栖が嬉き々きとして語る。

「ほらあれ、一本だけ大きな木があるでしょ」

　ゆったりしたジョギングペースで、来栖は人差し指を伸ばした。

　およそ数百メートル先──来栖の指差す向こうには、周囲の木よりも一段と背丈が高い木が見えた。

「あれは古いにしえより残りし一本の世界樹──と考えると、とても素す敵てき」

　そうですか……。

　来栖は続ける。

「あの木はこの森に満ちる魔ま力りよくのせいで大きくなった──と考えると非常にファンタスティック」

「生物の授業でやったけど、こういう異常伸長ってのは、植物ホルモンの問題なんだよな。ジベレリンの過か剰じよう供給。つまり世界樹ってのは、科学的に見ればジベレリンを過剰に生産・吸収した罹り病びよう植物な訳だ」

　それを聞いた来栖は、急に立ち止まった。そして、反抗期の娘が父親に向けるような軽けい蔑べつの眼まなこで俺を見てくる。

「どうしてそういうこと言うの？」

「え」

　何か地雷踏ふんだ。

「いや、どうしてって……どうしてだろうな？　来年受験だからかな？」

「ジベレリンって何？　見たことあるの？　苅羽くん、ジベレリンとやらをその目で見たの？」

「いや、そういう訳じゃないけど」

「じゃあ分かんないじゃん。それが魔ま力りよくのせいなのかジベレリンのせいなのか分かんないじゃん。どっちも見たこと無いのに、どうして無条件にジベレリンを信用するの？　元カノか何かなの？」

　植物ホルモンが彼女って何だよ。擬ぎ人じん化かのレベルが高過ぎてついていけねーよ。

「悪かった。ちょっと俺、科学に囚とらわれ過ぎてた」

「分かってくれたら良いの。私も叫んじゃってごめんね」

　来くる栖すはペロッと舌を出して、笑顔を見せた。

　──何で俺、謝ってるんだろう。







　それからまた走り続けた。足元は相変わらずでこぼこで不安定だが、土と草のクッションは優しく足を受け止めてくれる。

　そうして二人並んで走る中で、一つ気付く。

　来栖の体力が地味に凄すごい。

　防具着けて竹刀しない持ってという殊こと更さらに走りにくい格好のくせに、この数十分、ずっと涼しい顔して走っている。

　呼吸を見ても、きっと俺の方が荒い。まあ俺は短たん距きよ離り専門で長距離が苦手ということもあるが、それにしても……。

　さっきから話の口火を切るのは来栖だし、総会話量にしても断然来栖の方が多い。お前いつ呼吸してるんだよと言いたくなるくらいだ。

「来栖、陸上競技やる気ないのか？　実は長距離得意だろ？」

「長距離走？　あ、学校マラソンでは去年一位だったね」

　マジかよ……。

「でも、陸上競技って剣も防具も魔法も関係無いもんねえ」

　剣道も魔法とは関係無いはずだが。

「来栖は剣道よりも陸上の方が向いてると思うぞ。瞬しゆん発ぱつ力りよくより持久力って感じがする」

「まあそうかもね。私、垂直跳び20センチ行かないし」

「お婆ばあちゃんじゃん……」

　確かに、昨日見た彼女の動きは限りなく瞬発力に貧ひんしていた。跳び箱四段跳べるかどうかすら怪しい。

「でも来栖、剣道部だろ？　瞬発力勝負の種目なのに、やっていけてんのか？」

「体力作りのランニングでは一番だよ」

「持久力があるのは分かったから。試合はどうなんだ」

「すぐ終わっちゃうから、どうと言われても」

「すぐ終わる？」

「相手が『メーン』って来て、『うわー』ってなって、終わる」

　つまり、やっていけてないらしい。

「そのあと、部長が『こらー』って来て、『ひー』ってなって帰る」

　……上達しない訳だよ。

「もう、いーのいーの、剣道のことは」

　来くる栖すはそれまでの話題を打ち切ると、頰ほおを膨ふくらませながらスピードを上げた。

　慌あわててついて行くと、数十メートル走ったところで、目の前に大きな木が立ちはだかった。

　さっき来栖が言っていた世界樹とやらだ。それまで見てきた木よりも明らかに幹が太く、背が高い。この木の周囲数十メートルには木が生えておらず、やけに不自然だ。何かの力で隔かく離りされているように思えなくもない。

　先を行っていた来栖は、世界樹に手を当てて歩みを止めていた。

「どう、苅かり羽ばくん、この世界樹は。周囲から隔絶された超自然的な大木だよ！」

「他の木が間引かれただけじゃねーの」

「苅羽くんは、ここ一帯の木が間引かれるところを──」

「見たことねーよ。悪かったよ。魔ま力りよくのせいかもしれないです、はい」

　分かってもらえれば良いんだよ、と来栖は頷うなずいた。そして、世界樹の向こうに回り込むようにぐるりと歩く。

「苅羽くんはね、もう少し純じゆん粋すいな気持ちで世界を眺ながめた方が良いよ。何でもかんでも科学に結び付けようとする考え方、私は──」

　急に声が止まる。だが、来栖は木の向こうに回り込んでいるため、俺にはその姿を見ることはできない。どうしたのだろう。モンスター犬にでもエンカウントしたか。

「おい、どうした。念のため言っとくけど犬叩たたいちゃダメだぞ。可哀かわいそ──」




　──え？




　来栖の方へ回り込んだ俺だったが、予想外の光景に絶句するほか無かった。

「苅羽くん、これ、何だと思う？」

　来栖も予想外だったのだろうか。感情が失うせて、無表情に「それ」を指差していた。

「おい来栖、お前、仕込んだだろ。これドッキリだろ」

　それ以外に考えようがなかった。何でこの世界樹とやらに──、

「こんなもんが刺さってんだ？」

　太い幹の根元では、生命力に満ちた極ごく太ぶとの根が隆りゆう起きしている。そして、そこにめがけて斜めに刺さっているそれは、柄つかと、鍔つばと、刃からなる──、

「どこから見たって、これ──」

「剣……だよね？」

　そう呟つぶやいた来くる栖すは、竹刀しないを地面に落とし、目を何度もこすっていた。







　剣は、柄も鍔も剣身も、全すべて銀色に輝かがやいていた。鍔は鋭するどく横に伸び、光の煌きらめきを連想させる。そしてそこから伸びる刃は、おもちゃのようにちゃちなものではなく、質感や造形など、どこから見ても本物に思えた。

「おっかしいなあ、先週はこんなの無かったのに。誰だれの落とし物だろーね？」

「これは落とし物として形容していいものなのか？　ってか、こんなもん忘れていく奴やついるのか？」

　俺と来栖はそこに突き刺さった剣を見ながら、その所有者の可能性を模も索さくしていた。

「そもそもこんな所まで来る奴自体珍めずらしいんじゃないか？　俺、今日までここにこんな場所があるなんて知らなかったぞ」

「なるほど。つまりこれは人によって置いていかれたものではなくて、超自然的な力によってここに導かれたものって訳だね」

「何でそうなる？」

「逆に聞くけど、何でそーならないの？　頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　来栖よりかは。

「苅かり羽ばくん、私が思うに、これは聖剣だよ」

「そうか」

「世界樹が宿す魔ま力りよくに導かれて、聖剣が突き刺さったんだよ」

「そうか」

「これを引き抜けるのは、聖剣の所有者たるにふさわしい勇者だけなんだよ」

「そ」

「真ま面じ目めに聞いてよ！　もう……」

　食い気味にツッコまれた。口を閉じて片かた頰ほおを膨ふくらませる様は、「ぷんすか」というコミカルな擬ぎ音おんがよく似合う。

「何でそんな冷静なの？　ここに聖剣があるんだよ？　これは凄すごいことだよ？　ゲームで言えば、最初の村の外にいるスライムが、いきなり最強武器ドロップするようなレベルだよ？」

　クソゲーじゃねーか。

「いや、俺だって十分驚おどろいてるよ」

　いきなり聖剣って断言しちゃうお前に。

「今、何か失礼なこと考えなかった？」

「滅めつ相そうも無い」

　思い込みが激しいくせに変なところで鋭するどい。ジト目で見てくる来くる栖すをごまかすために、俺は剣の柄つかに手を掛けた。

「所有者たるにふさわしい勇者……ね」

　俺はもう一方の手で頭を搔かきながら、剣を引き抜こうと力を入れてみた──が、

「固かってぇ……」

　びくともしない。今度は両手で握にぎり、本気で持ち上げてみる──しかし、

「…………っあ～！　これ無理だ！　絶対抜けねえ！」

　ピクリとも動かない。頑張り過ぎて肩で息をしていた。

「苅かり羽ばくん、勇者適性、無し」

「うるせー。要らねえよ、そんな適性」

　別に勇者になりたかった訳ではないが、どことなく悔くやしい。この悔しさはそう──、中学の時の毒ぶす島じまさん事件で感じたものと同じだ。

　中学の頃ころ、俺が好意を抱いだいていた鈴すず木きさんの横にはいつも毒島さんという女子がいた。比較的美人な鈴木さんと比較的美人じゃない毒島さんのコンビ。俺は鈴木さんと仲良くなろうとしたため、必然的に彼女たち二人ペアによく声を掛けるようになった。

　その結果、不本意にも、俺が毒島さんの方を好きだという噂うわさが立った。掃除当番が一いつ緒しよだったため、いつの間にか鈴木さんよりもこちらと話す機会が増えてしまっていたのだ。

　ただ、それから急に邪じや険けんにするのもひどい話なので、俺はでき得る限り毒島さんに優しく接した。その結果──、

『あたし、苅羽くんのこと好きになれないから……ごめんね』

　何な故ぜか毒島さんからフラれた。取り立てて好きでもない毒島さんから。比較的ブスの毒島さんから。告白もしていないのにフラれた。

　あーくそ、思い出す度たびにションベンちびりそうになるぜ。「いや、好きじゃないし」って返したら、翌日から女子の間で「負け惜おしみ野郎」ってあだ名付いたし。対処のしようが無い。

「……大だい丈じよう夫ぶ、苅羽くん？　顔色悪いよ？　そんなにショックだった？」

　来栖が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「まあ、こういうのは努力じゃ越えられない壁だからしょうがないね。勇者って、大体は血縁とか、持って生まれた才能とかで決まっちゃうし」

　来栖は喋しやべりながら聖剣に手を掛けた。

「それこそ、もしも私が勇者の血を引くものだったとすれば──」

　聖剣を握った来栖の右手に、グッと力が込められた。

「今その魔ま力りよくを解き放ち、私を主として認めよ！」

　──風が舞った。

　来くる栖すの右手が頭上に掲かかげられ──彼女の身の丈の半分近くある聖剣が、銀色に光る。

　そして次の瞬しゆん間かん──、

　剣が真っ黒に染まる。そして、剣身が炎を宿した。真っ黒な炎を。

　来栖はそれに気付いているのかいないのか──いや、多分気付いていない。相変わらずのキメ顔で、聖剣を身体からだの前に真まっ直すぐ伸ばし、世界樹へと向けた。

　直後、黒炎が剣から解き放たれる。まるで意思を持ったかのように、極ごく太ぶとの炎の柱が世界樹へと突き進んだ。

「え？」

　来栖の呆ほうけた声が聞こえた。だがもう遅おそい。

　一瞬で世界樹が塵ちりと消え、やがて炎が終息した。

　──やけに見通しが良くなった気がする。それもそのはずで、目の前の世界樹は跡形も無く消え去り、もはやそこは更さら地ちとなっていた。

「…………おい、勇者」

　声を掛けるが、来栖は剣を前に伸ばしたまま動かない。

「呆けてんじゃねえ！　何だ今のは！」

「ハッ────」
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　来くる栖すは夢から覚めたような声を発した。だがその直後、ガタガタと体を震ふるわせ、剣を放り投げる。

「あわわわ」

　あわわわって、昭和かよ。実際に言う奴やつ初めて見たぞ。

「ちょ、ちょっと待って苅かり羽ばくん、これドッキリでしょ!?　全すべて私を嵌はめるための仕込みだったんでしょ!?」

「な訳あるか！　どうやってこんなもん仕込むんだよ!?　サイヤ人が戦った後みたいになってるじゃねーか！」

「待って！　待って待って！　とりあえず落ち着こう！　こういう時はラマーズ法だよ？」

「深呼吸だよ！　何で無痛分ぶん娩べんしなくちゃなんねえんだ！」

「あばばばばば」

「落ち着けって！」

　泡を吹いた来栖が落ち着くまで、十分強を要した。







　ついさっきまで世界樹とやらがあった地面に腰を下ろした来栖。その横で、空を眺ながめる俺。

「ねえ、苅羽くん」

「どうした」

「それ、何だろうね」

「剣だろうな」

　平へい坦たんな言葉のやり取り。俺たちは互いに顔は向き合わせず、ひたすら別のどこかを見ていた。相手の顔も、地面に横たわる剣も、視界に入れたくなかった。

「剣、黒くなってたね」

「ああ」

　とても聖剣とは思えないくらいにな。明らかにダークサイドの産物だよ。聖なる何物も感じ取れなかったよ。

「木、無くなっちゃったね」

「ああ」

「すっごく見通し良くなったね」

「良くなったな」

「あれ、聖剣かな」

「さてな」

「ふえええ……」

　弱々しい声。見れば、来栖は頭を抱えていた。

「おい、何でそんな落ち込んでんだよ。大好きな聖剣？　とやらがあったんだろ」

「ちょっと……想像してたより……規模が……」

　切れ切れに言葉を紡つむぐ来くる栖す。

　声を聞く限り、相当参ってしまっているようだ。

　まあ無理もないか。それと知らず、いきなり手しゆ榴りゆう弾だん拾って投げたようなものだ。普通にビビる。

　俺だって、未いまだに夢を見ていたかのように思える。信じられない。

「あと、さっきも言ったけど──序じよ盤ばんで最強武器手に入れちゃったような……虚きよ無む感かんというか、怖さというか、そんな感じもあるかな」

「怖さ？」

「この世界、バグってるんじゃないかと」

　真顔で変なこと言うなよ。怖こえーよ。リアルとゲーム混ぜるな危険。

「……なあ、そろそろ場所移さないか。もしかしたら誰だれか来るかも──って」

　俺は来栖の顔を覗のぞき込んだが──、

「何でお前、若じやつ干かん笑ってんの？」

　彼女の表情は何と形容していいのか──笑みと悲しみの間で揺ゆれる顔だった。

「あ、えっと、違うの、何て言うかね、その──だって、これ明らかに普通の剣じゃないし、もしかしたら本当に聖剣とかそういう──でもまさかこんなにもすんなり手に入るとちょっと引いちゃうと言うか──えと、どうしよう？　ふへへ」

　どうしようって……俺のセリフだよ。

「まあ、あれはこのままにしとく訳にもいかないだろうな」

　俺は地面の聖剣を指差す。

「普通に考えて大型の刃物だし、危険物だろ」

「え、どこかに届け出る気？」

「必要があるならな」

　その直後、来栖は手の平をこちらに向け、「待って」と制してきた。

「こんな得え体たいの知れないもの、何て言って届ける気なの？　聖剣拾ったんですけど、とでも言うの？」

「聖剣とまでは言わないけど……。そのまま言えば良いんじゃねえの？　何かよく分からない得体の知れないもの拾いました、って」

「危険だよ。誰かに悪用されたらどうするつもり？」

「誰かに悪用されないために然しかるべき機関に届けるんだろ」

「公的機関だって安心できないよ。もしかしたら聖剣の未知の力を利用して政府が──」

「政府の陰いん謀ぼうは生まれないし、国家転てん覆ぷくも起きたりしない」

　……よな？　自分で言ってて不安になってきた。

　さっき見た限りでは空恐ろしい破は壊かい力りよくだったあの剣。科学的な範はん疇ちゆうからは大分はみ出ていそうだ。原理も何もあったもんじゃない。望まない形で話が大きくなりそうな気がする。

「届け出ないとしたら、どうするつもりなんだよ」

「私たちが持って帰るか、それともどこかに隠かくすかして……とりあえず人目の付かないところに保管しとくべきかなー、って」

「そっちの方が断然危険じゃねーか。俺らで安全に管理できると思うか？　人目の付かないところってどこだよ？　ここか？　それってつまり放置ってことだよな？」

「家……とか。自分の部屋の押し入れ？」

「無理だ。家族がいつ何時自分の部屋に入るか予測できないってのは、来くる栖すだって分かるだろ。あいつら人の部屋に入るのに罪ざい悪あく感かんは覚えても、何だかんだで結局入るからな。エロ本は見て見ぬ振りしてくれるかもしれねーけど、本物の剣なんて入ってたらさすがにそのままにはしないだろ」

　実際にはエロ本すら見て見ぬ振りなんてしてくれないけどな。知らない間に一ヶ所にまとめるのやめてくれよ。エロ本にそういう機能性求めてないんだよ。そっとしておいてくれよ。

「ギターとかキーボードとか入れる大っきなケースに入れてれば大だい丈じよう夫ぶだよ。南ナン京キン錠じよう付けて開かないようにして、パスコードを間違えると電流が流れるような仕掛けを作って、あとはニトログリセリンを」

「死人が出る」

「えー……」

　何その物悲しそうな顔。捨てられた犬みたいな目すんなよ。

「やっぱり俺らが管理する方が遥はるかに危険じゃねーか。やっぱりこういうことは責任ある機関に任せた方が」

　来栖はブンブン頭を振ってノーをアピールする。

「じゃあいっつも身に着けてればいいんだよ。ケースに入れて、学校行く時も、休みの日に出掛ける時も、必ず持ち歩くの。そうすれば、家族が触さわることは無いよ」

「人目に付き過ぎるだろそれは。毎日学校に楽器持って来てる生徒なんて、そうそう見かけないぞ」

「軽音楽部に入ろう」

「また短たん絡らく的てきだな……。楽器弾けるのかよ」

「私がエアギターで、苅かり羽ばくんがエアボーカル」

　それ口パクアイドル。

「あまりバカみたいなこと言ってないで、もう少し現実的に考えようぜ。俺たちが勝手に持っていったら落とし主が困るだろ。落とし物は落とし主に返すべき。でもって、落とし主がまず頼たよるのは警察だ。ってことは警察に届け出るのが、落とし主にとっては一番ありがたい行為なんじゃないか？　それに、もし落とし主が見つかった場合でも５パーセントはお礼が貰もらえる」

「聖剣の５パーセントって何？　鍔つばのみとか？　柄つかだけとか？」

「何で現物支給なんだよ。あくまで価格換算した場合の５パーセントな」

　それでも、聖剣にどんな値が付くのかなんて到底想像できるものではないが。

「落とし主のことなんて考えなくていいじゃん。苅かり羽ばくん、あれが落とし物に見えた？　落とし物って木に突き刺さってるものなの？　『あっれえ、聖剣が無い……あっ、さっき突き刺したまま忘れてきちゃったよ、てへへ』とかいう人がいるの？」

「そういうのもあるかも」

「無いよ！」

　無さそうだなあ。

「これは私のだもん！」

　来くる栖すは地面に横たわる聖剣の柄を握にぎり、持ち上げた。身をよじり、半身になって聖剣を隠かくしている。大切なおもちゃを取られまいとする子供のようだった。

「空き地に落ちてたら、それは見付けた人のものだよ。だからこれは私のもの」

「ここ空き地じゃなくて市立公園だから。市有地に落ちてるものって市のものじゃないか？」

「私も市民だもん。住民票持ってるもん。市のものを市民が使うのは当然だもん。市有物は市民のものだもん」

　ジャイアン論法。

「つっても、モノがモノだからなあ……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　危なくないように管理するから！　お願い！」

　地面に剣を置いた来栖は、両手を合わせて頭を下げた。その様は、欲しいものをねだる子供のようだ。

「まあ、しょうがない……か」

　俺が諦あきらめて出した声に反応し、来栖が頭を上げた。その目は輝かがやきに満ち、期待に溢あふれている。

　俺はフッと息を吐はき、地面の剣に手を伸ばす。持ち上げようと力を込めるが──、

「やっぱり、持ち上がんねえよな」

　さっき、来栖は軽々この剣を引き抜いたが、直前に俺が手を掛けた時にはビクともしなかった。来栖は所有者の資格が云うん々ぬんと言っていたが──、

「どうやら、そういうことかもしれない」

　一人呟つぶやく俺。来栖はキョトンとした顔で首を傾かしげている。

「俺、それ持てない」

「え、噓うそ」

「何だよ噓って。そもそもお前が言ってたんじゃねーか。所有者たるにふさわしいのは俺じゃなくて自分だ、って」

「あ」

　自分で言った設定忘れてたな、こいつ。

「俺はそれを持てない。つまり、俺があーだこーだ言ったところで、それを持ち運べるのは来くる栖すだけ。だから、その剣の管理に関して、最終的な意思決定は来栖に委ゆだねるほかに無い」

　溜ため息いき交じりに頭を搔かく。

「常識の範囲内で、好きにやってくれ」

「苅かり羽ばくん……」

　目を見開く来栖。だが、その驚おどろきの表情は、徐々に笑顔に移り変わる。

「これ、私の！」

　嬉き々きとして剣を手に取る来栖。その様はまるで子供のよう。

「ありがとー！　苅羽くん！　やっほーい！」

　来栖がはしゃいで剣を振り回す。段々と剣身が黒く染まっていく。

「あ、おい来栖、ストップ」

「さすが苅羽くんだよー、へっへっへー」

　聞こえてない。

「おい！　来栖！」

「何かな？　苅羽くん！」

　ビュンッと剣がこちらに向けて振られた。

「げえっ！」

　数十分前、世界樹を滅めつしたのと同じ黒い炎。俺の顔めがけて飛んできたそれを、すんでのところでかわす。

「おま──っ、殺す気か！」

　目が合った来栖は、苦笑いで顔を引きつらせている。

「はは……苅羽くん、死んだかと思った」

「俺のセリフだ！」
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　二日後、月曜日。

　俺はいつものように、自転車で登校していた。

　県立真ま坂さか高校。市内にいくつかある高校のうち、偏差値は中ほど。

　この真坂市は、高校にほど近い市街地はそれなりに活気があるが、通学路から少し外れれば畑が見える。田舎いなか町まちといって差し支えないだろう。

　さてこの日、俺が来た時には、すでに来くる栖すは席に着いていた。

　そして、教室後方の壁に立て掛けられているのは、デカい長方形のケース。１メートル×40センチくらいの大きさで、厚さが15センチほど。黒いナイロン素材で、真ん中には手て提さげ用のバンドが付いている。ご丁てい寧ねいに「来栖麻ま央お」という名札まで用意されていた。

「何なんだありゃ？」

　朝のショートホームルームが始まる前の空き時間。隣となりの席に座る来栖に、小声で話し掛けた。

「あれね、楽器のキーボード入れるケース。クッション性抜群」

　もちろん中に入っているのはキーボードではないだろう。あの物ぶつ騒そうな聖剣のはずだ。

「本当に持ってきたのかよ……」

「もちろん。いつでも装備できるように、武器は常に持ち歩くのが旅の基本だよ」

「お前は一体どこを旅してるんだよ……」

「んー……通学路とか？」

　それ旅じゃねえよ。旅に出ちゃってんのはお前の常識だよ。

「あれ、後ろに置いといて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫。私以外の人には持てないみたいだし」

「確かに俺には重くて持てなかったけども、それ、他の奴やつで検証したか？　たまたま俺だから持てなかっただけで、案外誰だれでも持てるものなんじゃないのか？」

「その可能性は…………ある」

　おい。

「大丈夫。聖剣に認められる人間は非常に稀まれで、そうそういるものじゃないから。つまり私、ちょー特別。ちょー勇者。ふふ」

　ふふ、じゃねえ。なに自信に満ちた顔で笑ってんだよ。

「それにしても、よくそんなもの持ってたな。まさかキーボード弾ける訳じゃないよな？」

「土曜日、家に帰ってから買ったの」

「そんなポンって買える値段のものか？」

　実は金持ちなのだろうか。

「お金が無いなら稼かせげばいいだけ。お金を得る方法は色々あるんだよ」

「バイト？」

「そんな面めん倒どう臭くさいのは最終手段だよ。まずはモンスターを倒たおす」

　順序が変。

「お前は犬が百円玉握にぎり締しめてるところ見たことあるか？」

「ワンコがお金持ってる訳ないでしょ。お金をドロップするのは…………そう、人型モンスターって設定だから」

「今、設定って言った」

「言ってないよ！　気のせいだよ！」

　来くる栖すがうろたえている。

「どっちにしてもだな、人を倒たおして金を得るって、ただの強ごう盗とうだからな。ジョブが被告人になるぞ」

「むー……」

　唇くちびるを尖とがらせ、不満そうな顔で見つめられる。

「……お前、まさか本当に人ぶった斬ぎったりしてないよな？」

「してないよ！　濡ぬれ衣ぎぬだよ！　洗剤だよ！」

　さぞかし洗せん濯たくがはかどりそうだが、多分冤えん罪ざいと言いたかったのだと思う。







　四限目が終わってすぐの昼休み。

　俺はしばらく自席でボーっとしていた。

　もしかしたら二日前のことは夢だったんじゃないかと思ったが、来栖はあの時話していたように、今日聖剣入りのキーボードケースを持って来た。

　あれは現実だったのだと、俺は深く溜ため息いきを吐ついてしまう。

　──そうだ、あのケース。

　いつの間にか、来栖は一人でどこかに消えていた。教室後方にあったキーボードケースも無い。来栖がどこかに持っていったのだろう。

　──そう言えば、あいつが教室で飯食ってるところ、見たこと無いな。

　購買で何か買おうと、財布を持って席を立つ。いつも俺と一いつ緒しよに飯を食う奴やつらは、すでに何人か固まってムシャムシャやっていた。俺もさっさと食うものを用意しないと、一人寂さびしく飯を食うことになってしまう。

　俺は小走りで教室を出たが、一つの疑問が頭をよぎる。

　来栖、一人で飯食ってるんだろうか？

　一度気になると、とことん気になる。

　いや、飯を食ってるだけなら良い。その手に持つケースの中身で何かやらかしはしないかと不安に駆られるのだ。

　俺は購買でいくつかパンを買うと、教室に戻らず来栖を探した。

　来くる栖すが特定の人間とつるんでいるところをあまり目にしたことが無い。つまりは一人が好きなタイプだろうか。

　そんな単純な推理を基に、俺は校舎裏だったり空あき教室だったりに足を運んでみたが、来栖の姿は見当たらない。第二体育館にも行ってはみたが、熱心な生徒数人が部活の練習に打ち込んでいるだけだった。

　全校生徒数百人の学校において、人がいない場所なんてそうそうあるはずもない。心当たりのある場所は残り一つだった。

　ただ、確信は持てない。

　俺はひたすら階段を上り、最上階にある一つの扉の前に立った。ここを開ければ屋上に出る。

　ただ、屋上は立ち入り禁止。普ふ段だんは鍵かぎが掛かっていて、誰だれも入れない。だから誰もここに寄りつかない──のだけれども。

「おいおい……」

　扉のドアノブが無くなっている。いや、正確には落ちている。ドアノブが何かに切断されたかのようにコロンと転がっていたのだ。

「もう勇者じゃなくて空き巣じゃねえか……」

　扉を開けると、いた。

　屋上の真ん中で、来栖は体育座りをしている。左ひだり隣どなりには聖剣とケース。右隣には寝そべる人体模型──魔ま王おうさん？

「苅かり羽ばくん？」

　来栖は振り向いて、俺と目を合わせた。これだけならよくあるボーイミーツガールのワンシーンなのだが、隣で横たわる内臓剝むき出しの魔王が非常に場違いだ。

「お前、何持って来てんだよ……」

「聖剣」

「そっちじゃねえよ。もっとデカい方」

「あ、魔王のこと」

　もう模型と呼ぶのはやめたらしい。

　俺は来栖の前に回り込み、あぐらをかく。

「よくそんなデカい物運んできたな」

　生傷だらけの魔王。その姿は日常的に受けるＤＶを連想させる。

　聞けば、朝早くに登校してすぐに理科室から屋上まで運んできたらしい。

「今日から二年生の生物の授業、体内器官の単元に入るでしょ？　だから……」

　授業で人体模型が使われるかもしれない。だが、傷だらけになったそれを見られる訳にはいかない。だから屋上に隠かくした──ということらしい。

　剣振り回したりするくせに、変なところで小心者だな。

「そいつこの前、頭取れてたけど」

「治ち癒ゆ魔ま法ほうで治したの」

　しれっと言う来くる栖す。治癒魔法ね……。

「おりゃ」っと魔王の頭をぶっ叩たたいてみた。

　瞬しゆん間かん、ボキッと首が折れる。

「ああああああああ！」

　目をむく来栖。口を手で押さえ、信じられないといった表情だ。

「何するの苅かり羽ばくん！　ひどい！　鬼き畜ちく！　オーバーキル！　プレイヤーキラー！」

「魔法が不完全だぞ来栖。お前は一体どんなちゃちな魔法を使ったんだ。木工用ボンドか？　セメダインか？　アラビックヤマトのりか？」

「…………アロンアルファ」

　来栖は俯うつむき加減にそう言うと、制服のポケットから瞬間接着剤を取り出した。いそいそと魔王の首の断面に液を塗ぬりつけ、取れた頭をくっつけている。

「その魔法、ＭＰ減らなさそうで便利だな」

「ＭＰは減らないけどお金が減るんだよ……」

　急に現実的なことを言い出す勇者様だ。

「で、なんだ？　わざわざこんなもん持ってきて。魔王とデートか？」

「まさか。勇者と魔王は相あい容いれないんだよ。でも、私たちの戦いには終止符が打たれたから、こうして休息を共にすることくらいはできる。魔王も私も、戦いの中で大切なものを失ってしまったから……」

　確かに、魔王には消化の要かなめである胃が欠けていた。来栖のやつ、失なくしやがったな。魔王さん、もう点滴でしか栄養取れねーよ、可哀かわい相そうに。

「魔王はともかくとして、さすがにドア壊こわすのはどうかと思うぞ」

「しょうがないの。これは聖剣の望んだこと。孤こ独どくを貫つらぬく聖剣の意志。人混みは嫌きらいだから、聖剣は枷かせを斬きったの。一人になるために」

　お前がいる時点で聖剣一人になれてねえじゃん。何その穴だらけの論理。

「……何？」

　来栖がジト目の視線を突き刺してくる。若じやつ干かん心を読まれたらしい。俺は片手にぶら下げていた袋をガシャガシャ振ってごまかした。

「食うか？　パン」

　袋からあんぱん、クリームパン、カツサンドを取り出す。すると、目の前でグルルルと腹の虫が鳴った。

「お前、凄すごい音出すのな」

　来栖は顔を真っ赤にして首を振った。

「違うの！　今のは魔ま王おう！」

「胃袋無いぞ、魔王」

「違うのっ、違うのっ、あの、えっと、召しよう喚かん獣じゆうとかがお腹なか減らしてるのっ」

　とかって……。そこは定めろよ。お前の世界観ズタボロじゃねーか。

「違くって、その、えと、あのっ、がっ、ぐっ、げっ」

　赤面状態の来くる栖すがオーバーヒートして目を回し始めた。このままツッコみ続けたら死ぬかもしれない。

　人体模型の隣となりで死なれてもシュール過ぎるなと案じた俺は、黙だまってカツサンドを渡した。腹が減ってるなら、これくらい食い応ごたえがある物の方が良いだろう。

　ありがとうの言葉もそこそこに、来栖はカツサンドを頰ほお張ばった。一いつ生しよう懸けん命めいにパンをかじる姿は小動物のようで、間の抜けた愛らしさがある。

「昼飯、何も用意してなかったのか？」

「魔王がアイテムもお金もドロップしてくれなかったから」

「もう少し一般的に言ってくれ」

「お弁当忘れて、財布も持ってきてない」

　そう言えよ。

「いい天気だね、今日は」

　と、来栖は咀そ嚼しやくしながら立ち上がり、金かな網あみフェンスの手前まで移動する。腹が満ちたせいか、気分が良さそうだ。

　だが──、

「あ……」

　フェンスに手を掛け、下を見ていた来栖。何かに気付いたのか、声を漏もらした。この位置から見下ろせば、そこは玄関とは真逆の校舎裏だ。

「どうした？」

　俺は来栖の横に並び、彼女に倣ならって下に視線を向けた。

「あれは…………不ふ穏おんだな」

　見えたのは三人の男子。ただ、その内訳は明らかな一対二。退路を断つように、二人が一人を挟はさみ込んで位置取っていた。

「助けないと……」

　来栖が呟つぶやいた。

　下を見ていた俺には声しか聞こえなかったが、どこか鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きが醸かもし出されているような気がした。

　そして──、

「「あっ」」

　俺と来くる栖すの声が重なった。

　と言うのも、挟はさみ撃うちになった生徒の腹に、一発のボディブローが決められていたからだ。

「あまり関かかわり合いになりたくはないけども──とりあえず先生呼びに行くか」

　下を見たまま来栖に話し掛ける。こういう光景は初めて見たので目が離はなせない。一種の野や次じ馬うま根性が発動していた。

「来栖？　先生呼びに──聞いてるか？」

　返事が無い。横を改めると、来栖が眉み間けんにシワを寄せて下を見つめていた。いつものほっぺを膨ふくらませるような怒いかりではなく、もっと強い感情が空気を通して伝わってくる。

「くる──す？」

　俺の言葉が途切れる。

　彼女はそんな俺の戸と惑まどいに気付いたらしく、こちらに視線を移した。

「あ、……まったく、嫌いやだねー、ああいうの。良くないよ、もう」

　右のほっぺたを搔かきながら、急におどけたような雰ふん囲い気きを纏まとう来栖。さっきまでの怒りのオーラが消えていた。

　あれは俺の見間違いだったのだろうか。

「とりあえず、助けなくっちゃね」

　そう言って、来栖は地面に置いてあった聖剣を手に取った。

「おい待て、助けるにしてもそれ使ったらダメだろ」

「え、勇者なのに？」

　違います。

「お前は女子高生。分かるか？　女子高生は聖剣使わねーからな」

「この前テレビの『ご当地ケンミンショー』で見たもん。北海道稚わつか内ない市の女子高生は聖剣使うもん」

「お前は最北の地の住民を何だと思ってるんだ……」

　苦し紛まぎれの噓うそに頭痛を覚えつつ、俺は念を押す。

「お前、剣のこと絶対バラすなよ！　それ他の人に見せたら一発でアウト──」

　──瞬しゆん間かん、素早い足音が響ひびいた。

　来栖は俺との会話を一方的に打ち切り、助走をつけて一気に金かな網あみまで走り込み──、

「ここ屋上！　四階だぞ！」

　俺の声などあって無いようなもの。

　２メートル近いフェンスを跳び越える来栖。聖剣を手にした彼女は、軽やかにフェンスを越えると、そのまま下に落下していった。

「えっ!?」

　何その積極的な自殺!?

　俺が声を張り上げた直後には、彼女はその身を地面に落ち着けていた。

　落下音は皆かい無む。何事も無かったかのようにすっくと立ち上がる来くる栖す。

　一方、男子二人はターゲットとなった生徒を殴なぐるのに気を取られ、来栖には気付いてない様子。危なかった……。

「何がどうなって…………いや、聖剣だしな……」

　ああいう無む茶ちやも有りなのか──などと考えてしまうあたり、俺もずいぶん毒されてしまっている。

　しかしあんな無茶な方法選ぶか普通？　いや、普通じゃねーんだったあいつは。

　それにしても、空から女の子が降ってくる物語というのはちらほらあるが、剣を所持しているとなるとやや趣おもむきが違ってくる。ラブコメファンタジーが途と端たんに殺さつ伐ばつと──、

「──そうだ、剣」

　今あいつが握にぎっているのは最終兵器聖剣。

「それ、絶対使うなよ！」

　俺は慌あわてて階段を駆け下りた。







「一人に対して複数人で迫せまるとか卑ひ怯きようだよ！　鬼き畜ちくだよ！　人でなし！」

　俺が校舎裏に辿たどり着いた頃ころには、来栖が説教──もとい罵ば倒とうを発していた。

　最後の最後、ギリギリにした念押しが効いたのか、来栖は聖剣を後ろ手に隠かくしている。セーフ。俺はホッと胸を撫なで下ろす。

　さて、彼女の目の前には三人の男子。

　一人は坊ぼう主ず頭あたまで、さっき腹を殴られていた人だ。もう二人は、茶髪のロン毛と金髪の天然パーマ。ネクタイの色から察するに、みんな三年生のようだ。

　さて、そんな三人の男子は、みんな目を丸くして来栖を見つめている。一体どこから現れたのか不思議に思うというのはもちろんのこと、下級生の女子に諭さとされるシチュエーションというのも、現実ではそうそう無いだろう。彼らが驚おどろくのも無理はない。

「しかもこんな人目に付かない場所でネチネチと責めるなんて、やり方が暗いよ！　心がカビだらけだよ！　陰湿！　インキン！」

　多分、陰険と言いたかったのだと思う。間違いであったと信じたい。天然パーマが一いつ瞬しゆんビクッとなったが、多分気のせい。ただ俺は、白はく癬せん菌きんの感染を防ぐため、手洗いはしっかりしようと心に決めた。

「こいつ、誰だれだ？」

　二人組が顔を見合わせるが、「さあ？」と首を傾かしげるばかり。

「お前の知り合いか？」

　坊ぼう主ず頭あたまにも声が掛かったが、彼は殴なぐられた腹を押さえながら首を横に振っている。つまり来くる栖すは、見ず知らずの男子のためにあんな無む茶ちやをしたということになる。

「来栖、足大だい丈じよう夫ぶか？　ケガとかしてないのか？」

　俺は来栖の背後から声を掛ける。

「聖剣を持つと運動能力超アップ。昨日色々と試してたら大発見」

　後ろ手の聖剣がキラリと日光を反射する。

　そういやさっきも軽々とフェンス跳び越えてたし、今もこうしてケガ一つ無いということは、つまりそういうことなのだろう。

「聖剣？」

　天パがその言葉に食いついた。眉み間けんにシワを寄せ、訝いぶかしげにこちらを見る。

　マズイ。

「いや、違うんです、聖剣っていうのはその、あー」

　俺はごまかそうとするが、上う手まい言い訳が出てこない。

「あんたなんか、苅かり羽ばくんが拳こぶし一つ──正せい拳けんだけで倒たおしてやるってことだよっ」

　何言ってくれちゃってんの来栖さんはああああ。

「来栖、バカ、挑発的な言動をするな。穏おん便びんに済ませろ。得意気に拳を握にぎるな」

「こういうのはバトルの流れだよ。燃えるイベントだよ。それに、ごまかせたんだし良いじゃん」

　果たして良いものかどうか。

　天パがひどく不ふ愉ゆ快かいそうな顔でこちらを睨にらみ付けている。だが来栖は、そんなことはものともせずに──、

「とにかく、その人を殴ったりするのやめて。そういうの見てるの……ダメだから」

　相手は上級生だというのに、来栖は物もの怖おじせずに言葉を連ねる。

　だから刺激するなと言うに。

「あん？　関係ねえだろ、お前に」

　ほら、何か天パさん超おっかないんですけど。

「そっちだって、その人を殴るのにどうせ大した理由も無いでしょ？　とにかくやめて」

　イラついているのか、来栖が嫌けん悪お感かんを隠かくさずに言い切る。

「あーあ、テメエのせいで何か変な奴やつ来ちまったぞ。どうすんだ、おい」

　ロン毛の男が、坊主頭の腹をまた殴った。「ぐっ」と呻うめきが漏もれる。

「だからやめてよ！」

「うるせえよ。勘かん違ちがいした奴のヒーローごっこは見ててムカつくんだよ。──ああ、殴る理由ができたな。何となく腹立っちゃった」

　もう一発、腹部に殴おう打だが決まる。それを見た来栖の肩が怒いかりに震ふるえていた。いつの間にか、また剣身が暗黒に染まっている。

「おい、よせ来くる栖す。それダメだ」

　二日前の悪夢がよみがえる。

　俺は後ろに回された彼女の手を、聖剣ごと握にぎり、拘こう束そくした。

「お前さっき拳こぶしで倒たおすって言ってたじゃん。武器ダメ、ゼッタイ、な？」

「私が素手で敵かなうと思う？」

　思わないけども。

「何やってんだお前ら？　いきなりイチャついてんじゃねーぞ」

　天パが不ふ愉ゆ快かいそうに言い放つ。

　不愉快なのは分かるが、せめて危険性くらいは認識してほしい。俺あんたのために必死で止めてるんだけど。

「お前みたいな奴やつもバカだよな。見て見ぬ振りしてりゃいいのに、どうしてわざわざ首突っ込んでくるんだ？」

　天パは来栖を見て首を振った。嘲あざけりの表情がそこにある。

「見て見ぬ……振り？」

　来栖の表情が一段と硬くなる。

「うちのクラスじゃ、誰だれもこいつの味方なんてしねえよ。みんな見てるのか見てねえのか分からないようなツラして、自分は関係ありませんって態度取るだけだ」

　良い悪いは別にして、多分事実なのだろうと思う。そういうような人間関係というのは、中学の時から少なからず目にしてきたから。イジメという銘めいを冠さずとも、そういう負の役目を担になわされる人間というのは一定数いるものなのだ。

「お前みたいに正義感の強い奴は、結局バカ見るだけだろ」

　男が吐はき捨てた瞬しゆん間かん──、

「分かったようなこと言わないでよ！」

「待て待て待て待て！」

　来栖の右手に力が入る。怒いかりに任せて聖剣を前に持って行く──ところを、俺が何とか後ろで押さえ込む。しかし、女子高生とは思えないくらい力が強い。

「離はなして！」

「落ち着け！　ってかお前筋力強過ぎ！」

「私、怒りで戦せん闘とう力りよくがアップするタイプの主人公だから」

　それは本人じゃなくて敵キャラがやや感心しながら言うセリフだ。

　それに多分、これは戦闘力とか怒りが云うん々ぬんではなく、さっき来栖が言っていた「運動能力超アップ」とやらの影えい響きようだろう。

「ぐっ……」

　段々と力負けしそうになる。しかし、こればっかりは俺も譲ゆずれない。どうにかしてこの場を平へい穏おん無事に終わらせなければ────ここは一か八か、

「俺は……あんたの秘密を知ってる……！」

　天パを見つめて俺が言う。

「あ？」

「きっとあんた、痒かゆくてたまらないはずだ」

「──っ！」

　天パがギクリと視線をズラした。だが、直後に思い直したように声を張る。

「何言ってんだテメエ！　訳分かんねえこと言ってんじゃねえぞ！」

「あ、説明してもいいんスか。いやあ、全校生徒に聞こえるくらい、大きい声で言っちゃいそうだなあ」

　天パの額に汗が浮かぶ。

　同時に、俺の頰ほおにも汗が伝った。だけど、きっとこの汗は種類が違う。俺の汗は、来くる栖すとの拮きつ抗こう状態を保っている結果の脂汗だ。

「あんた、実はインキ──」

「待て！」

　天パが唇くちびるを嚙かみ、悔くやしそうに声を放つ。

「どうすりゃいいってんだよ……!?」

「できればこのまま、何も言わずに即立ち去ってほしいッス。すぐに、早く。そしたら俺、絶対に他言しない」

　そろそろ本当に限界だった。手首が痛い。昨日メレンゲなんか作るんじゃなかった！

「……、行くぞ」

　天パは踵きびすを返すと、ついて来いとでも言うように、ロン毛に向かって顎あごをしゃくった。

「あ？　何で？」

「いいから来い！」

　強引にロン毛の腕を引っ張り、校舎の陰へと消えていく天パ。坊ぼう主ず頭あたまだけがこの場に残っている。

　──一件落着だ。

「危なかった──って、来栖？」

　来栖の様子がおかしい。

　もう怒いかりの表情は見せていないし、手の力も緩ゆるんでいる。だが、その顔はどこか──尿意を堪こらえる子供のようだ。

「苅かり羽ばくん、どうしようっ」

「何が？」

「聖剣のっ、何かっ、出ちゃうっ！」

「あ？」

　押さえていた聖剣を見ると、まだ剣身は黒いままだ。そして、黒い炎のような揺ゆらめきが、剣の表面で荒く波立っている。

「げっ、おいこれ、戻せねーの!?」

「何かずっと溜ためてたら、もう──あっ、ダメダメ、漏もれちゃうよう！」

「待て！　漏らすな！　我が慢まんしろ！」

「あ──！　ダメッ、あっ、あっ」

「変な声出すな！　……あークソッ！」

　俺は坊ぼう主ず頭あたまのもとへ駆け寄ると、有無を言わさぬままそいつの目を両手で覆おおった。

「良いぞ！　出せ！　ただし、上にだぞ！　慌あわてず急がず真まっ直すぐ漏らせ！」

　その瞬しゆん間かん、後ろ手に持っていた聖剣を、来栖は一気に上へと突き上げた。

「ん～～～～～～～～～～～っ────あっ……！」

　その一言の刹せつ那な、聖剣からは極ごく太ぶとの黒い火柱が立ち上り、上空数十メートルへ突き抜けた。

「はあああああ……」

　何ともホッとしたような顔で、来栖は吐と息いき混じりに声を漏らした。

「間に合ったあ……」

　間に合った、の意味が分からない。お空は魔ま力りよくの便器じゃありません。

「おい、とにかく屋上戻るぞ。今の黒いやつ、誰だれか見てたかもしれないからな。ここに誰か来る前に逃げる。それにはブレザー巻いとけ」

　俺は顎あごをしゃくって聖剣を指し示す。

　そうして来栖を先に行かせると、俺はやっと坊主頭の三年から手を離はなした。

　彼はまじまじと俺を見つめている。

「何スか……」

「彼女は女の子なんだから、せめてトイレで──」

「うるせえ！　なに想像してんだテメエは！」

　坊主頭は「ひい」と身をすくめ、足早に走り去っていった。







「お前……ふざけんなよ……本当に」

　再度屋上に戻った俺と来栖。聖剣をケースにしまう来栖を見ていたら、溜ため息いきとともに言葉が零こぼれた。

「え、何がぁ？」

「何がぁ、じゃねーよ。何ちょっと嬉うれしそうにしてんだよ」

　来くる栖すはスッキリした笑顔であんぱんをかじっていた。

「良いことした後は気持ち良いよね」

「そりゃお前は気持ち良いかもしんねーけどな……。あれだけ聖剣のことを隠かくそうって言ってたのに、どうして剝むき出しの聖剣持って飛び下りてんだよお前は」

「あー……」

　来栖はパンを咥くわえつつ、キーボードケースのファスナーを閉じた。

「聞いてんのか？　わざわざ自分から聖剣晒さらしに行った理由を知りたいんだが」

　俺がそう言うと、彼女はごまかすような笑みを浮かべて俺の前に立った。

「やだなー、晒しに行っただなんて。結局バレなかったでしょ？」

「お前分かってるか？　一歩間違えればケガ人が出たかもしれないんだぞ？　それにほら、何かもう校舎裏が騒さわがしいし……」

　ざわざわと人の声が聞こえる。やはりあの火柱を目もく撃げきした人がいたのだろう。

「……分かってるよお」

　来栖の声のトーンが重くなる。説教をされる子供のようにほっぺを膨ふくらませていた。

「土曜日の時点であの剣が危ない代しろ物ものだってのは十分理解できてただろ？　なのにどうして同じ轍てつを踏ふみに行く？」

「だって、あの人を放っておく訳にはいかなかったでしょ！」

　例の殴なぐられていた男子生徒のことを言っているのだろう。

「そりゃそうかもしれない。でも、他にやりようはあっただろ。先生呼んでくるとか」

「先生呼んだって、殴ってた人たちはうやむやにしておしまいだよ。傷が目立たないようにお腹なか殴ってるんだろうし」

　来栖の語気が強くなる。思い出して腹が立っているのかもしれない。

「たとえ俺たちが行くにしても、聖剣を使う必要は無かった」

「いちいち階段下りてらんないよ。見つけたらすぐ助けないといけない。すぐ下に行ける手段があったんだから、それを使ったって良いでしょ？」

　だからって、あんな目立つ上に危険な自由落下をしなくてもいいと思うが。

「極きよく端たんなんだよなあ……」

　頭が痛くなる。

「俺は別に悪いとは言ってないんだぞ。ただもう少しやり方を考えろって言ってるだけ──」

「考えてるだけで何もしなかったら意味無いもん」

　俺の言葉を遮さえぎって言い放つ来栖。それは俺が何もしようとしなかった、という意味か？

「さっきから何なんだよ。人のこと否定するばっかで自分の意見に固こ執しつしやがって」

「……それは苅かり羽ばくんでしょ」

　俺は自分の口元が引きつったのを感じた。これじゃ水掛け論だ。

「……何さ」

　俺の表情と沈ちん黙もくから何かを感じ取ったのか、来くる栖すはいじけた目で俺を見てきた。

「ったく……勝手にしろ、暴走勇者め」

　吐はき捨て、俺は踵きびすを返す。今これ以上言い合ってもしょうがない。ノブが壊こわれたドアに向かって歩みを進めた。

　その時──、

　後頭部にボフッと衝しよう撃げきが走った。足元に転がるのは食べかけのあんぱん。

　振り返れば、投球動作を終えてフォロースルーに入っている来栖。

「何さ！　苅かり羽ばくんの分からず屋！」

　拳こぶしを握にぎりしめて来栖は叫んだ。その後も、唇くちびるを嚙かみ締しめている。

「そりゃお前だ！」

「苅羽くんのバカ！　村人！　モブ！　色違いキャラ！　固有能力なし！」

「な──てめっ──！」

　俺の怒ど号ごうを待たず、来栖はキーボードケースを引っ提さげて走り出した。立ち止まった俺の横を駆け抜け、ドアの向こうに消えていく。

「そりゃ確かに一般人だけども……」

　俺は地面のあんぱんを思い切り蹴けり飛ばした。苛いら立だちの捌はけ口となったパンは、フェンスを越えてどこかに飛んで行った。

　ムシャクシャした気持ちのまま溜ため息いきを吐ついて視線を下げると、横たわる魔ま王おうが視界に入った。

「……お互い大変だな」

　魔王は生き真ま面じ目めなポーカーフェイスで、仰あお向むけに空を見上げていた。







　勝手にしろ──とは言ったものの。

　勝手にされて困るのは、俺や来栖だけじゃなくて、それ以上に周囲の人間なんだよな。

　さっきだって何とかごまかせたものの、あれで誰だれかケガでもしたら本当にシャレにならない。来栖を一人にしておくのは危険極きわまりないのだ。

「だからって、何で俺がこんな……」

　ストーカーみたいな行為をしているのだろう。

　──放課後の帰り道。俺は来栖を尾行していた。

　昼休み以降、どうにも気まずくて来栖と話ができていない。あいつとは隣となりの席だが、来栖はだんまりを決め込み、目も合わそうとしてこなかった。

　だから当然、六限目が終わってすぐ、来栖は俺に挨あい拶さつもせずに教室を去った。「ちょっと待て」と、最大限の譲じよう歩ほの姿勢で俺が声を掛けたものの、無視、シカト。

　思わず舌打ちが漏もれたが、あいつがキーボードケースを手にしたのを見て、俺は反射的に後を追っていた。

　数メートル離はなれて来くる栖すの背中を追う今も、正直気が気じゃない。いつあのケースの中から聖剣が取り出されるのかと不安でならないのだ。

「いくらあいつでも、さすがに街中では……ないか」

　今のところは何も無い。いたって平へい穏おん。

　来栖は目立つようなことは何一つしていない。

　目立つと言えば──

　車道を挟はさんで向こう側の歩道にいる二人の女性。俺とは逆の進行方向に歩いており、徐々に距きよ離りが近づいてくる。

　まず一人は、１６０センチ半ばはあろうかという背丈の大きな人だ。赤みがかった髪が背中まで真まっ直すぐに伸びており、大人っぽい。白いワンピースを着て、晴れているのに傘かさなんて持っている。

　もう一人は１５０センチに満たない小柄な体たい軀く。青い髪の毛がツインテールに結われており、歩くたびに左右に揺ゆれる。顔は幼く、中学生くらいに見えた。ワンピースの上から黒いローブのようなものを羽は織おっている。

　どこかおかしな格好に見えるが、おそらく外国人なのだろう。

「来栖、いきなり絡からんだりしねーよな……」

　青髪のロリっ娘この服装は、恐らく来栖のドストライクだ。「魔ま導どう師しですか？」っていきなり聞きにいってしまうくらいの危うさがあいつにはある。

　何であの人たちも、こんな田舎いなか町まちであんな格好してるんだか……。来る場所間違ってるだろ。電気街行ってきなさいな。

　だが、俺の心配は杞き憂ゆうだった。来栖はチラリと二人を見ただけで済ませ、足を止めるようなことは無かった。

　ホッとしながら、俺も二人と車道越しにすれ違う。近くで見ると、二人とも日本人と顔立ちが異なることが分かった。さすがに来栖も外国人とコミュニケーションを取ろうとはしなかったようだ。日本語でさえ時々怪しいからな、あいつ。

　さて、その後五分ほど歩くと、来栖はある一軒の家に足を運んだ。

　塀へいの表札を見ると「名な倉ぐら」とある。

　友達の家だろうか。でもあいつ、友達いるのか？　──というのは、さすがに失礼か。

　塀の陰から様子を窺うかがっていると、来栖がチャイムを押した。ドアから出てきたのは一人の老人。髪の毛は薄うすく、メガネを掛けた男性だ。

「聡さと子こか」

「麻ま央おだよ、お祖じ父いちゃん」

「そうか、麻ま央おさんか。初めまして」

「一昨日おととい来たでしょ」

「なるほど、やはり美み穂ほか」

「麻央ね」

「まあ誰だれでもいい」

「あそう」

　苦笑いを浮かべながら、うな垂だれる来くる栖す。

　名みよう字じが違って「おじいちゃん」と呼ぶということは、母方の祖父というところだろう。ってか、そんなことより大だい丈じよう夫ぶかこのおじいちゃん。会話のセパタクロー状態だぞ。

　ややあって、縁側に通される来栖。俺はバレないように敷しき地ちに入り、家の壁の陰から二人の様子を見ていた。祖父と孫は二人で縁側に腰掛けている。じいさんの膝ひざの上ではトラ模様の猫が寝ていた。

「土曜日はお小遣いありがとね。おかげでこれ買えたから」

　横に置いたキーボードケースを指す来栖。

　なんだ、どうやって買ったのか不思議だったがパトロンがいたのか。ただ、あのおじいちゃんは、自分が小遣いやったということも忘れていそうだが。

「何だそれ、鍬くわ入れるには丈が足りねえな」

「キーボードケースだよ。キーボード──ええと、ほら、鍵けん盤ばん入れるの」

「はあ、鍵盤か。んで、聡さと子こは秒速何連打できるんか？」

「それカスタネットかな？　キーボードは叩たたくものじゃないよ」

「まあ何でもいい」

「あそう」

　これは聞く側も忍にん耐たい力りよくが要求される会話だな。来栖がツッコミに回るとかよっぽどだぞ。

　それから数十分の間、二人は頭の痛くなるような会話を続けていたが、

「あの木、どうしたもんかなあ」

　じいさんがふと声に出した。その視線の先には、四メートルほどの背丈の木が一本。どことなく幹が黒ずんでおり、一目で良い状態ではないことが分かる。

「もう腐くさっちまってんだよな。危ねえから切っちまいたいけど、道具も無え」

「のこぎり持ってなかったっけ？」

「もう錆さびてダメだ。昨日新しいの買いに行こうと思ったら、何故だか財布の一万円が無くなっててなあ……」

　バツ悪そうに頭を搔かく来栖。

「それは多分、一昨日私にお小遣いくれたせいじゃないかな」

「小遣い？　ワシが？　何で？」

「何でって……キーボードケース欲しいって言ったら、お祖じ父いちゃんお金くれたんじゃん」

「そんな鍬くわの箱、わしゃ知らん」

「ごめん、この話やめよっか」

　そう言って来くる栖すは立ち上がり、きょろきょろと辺りを見回した。慌あわてて俺も身を引っ込める。

　いきなりどうしたんだあいつ。

　などと思っていたら、来栖は素早くケースに手を掛けると、そこから聖剣を取り出し何やってんのお前はあああああ。

「半分私のせいみたいだからね…………あれ切ればいいの？」

　来栖が指差したのは一本の腐くさり木。まさかの伐ばつ採さい。

「そうだけども……何だそりゃあ？」

　剣を見て、じいさんが目を白黒させている。

「これがキーボードだよ、お祖父ちゃん」

　もう嫌いやだこの人たち。

　俺が頭を抱えている間にも、来栖は事を運んでいた。いつの間にかあいつは、聖剣を携たずさえ、木の真ん前まで移動している。

「何か今日は色々あったからなあ。憂うさ晴らし憂さ晴らし」

　気付けばすでに剣は黒く染まっており、彼女はそれを頭上に掲かかげていた。

　その瞬しゆん間かん、ビシュッと黒炎が空に放たれ、花火のようにバラバラと弾はじけた。

「おい待て来栖！　だからダメだっつってんだろ！」

　さすがにもう隠かくれている訳にはいかない。俺は陰から飛び出し、来栖を呼び止めた。

「おお、哲てつ夫おもしくは康やす夫お」

「違ちげーよ！　複数回答で当てにくんな！」

　じいさんの呼びかけに思わず反応してしまった。いかんいかん、ペースに吞のまれるな、俺。

「苅かり羽ばくん……!?」

　驚おどろいたような顔。しかしすぐに拗すねた顔に変わる。

「何でこんな所にいるの？　バーカバーカ！」

　根に持ちやがって。

「お前を止めに来たんだよ。来栖、それ戻せ。人前で使うな」

「人前って言ったって、お祖父ちゃんだもん。一時間後には忘れてるよ」

　ひでえ孫だ。

「たとえボケていようがダメなもんはダメだ。もしかしたらお前みたいにファンタジーに目覚めちまうかもしれないだろ」

　ボケた上にこじらせたら、目も当てられない。

「それはそれで楽しそうだからアリ！　昔魔ま王おうを封印した経験を持つ凄すご腕うで長老のパターン！」

　剣を振りかざす来くる栖す。刃が無む邪じや気きな黒に染まる。

「待てって！」

「大だい丈じよう夫ぶ、先っぽ、先っぽだけだから、ね？」

「それは何だかんだで結局全部いっちゃうパターンのやつだろ！　いやもちろん俺は経験無いけど──っておいいいい！」

　制止しようと駆け出したのもむなしく、来栖は剣を振り抜いた。

　まるで豆とう腐ふでも切るかのように容た易やすく。

　木には真っ二つに切れ目が入り。

　徐々に縁側の方へと傾き。

「お祖じ父いちゃん！」「じいさん！」

　縁側に座るじいさんの──

「ミャアアアアアアアアア！」

　すぐ横に倒たおれた。

　猫が悲鳴と共に逃げ出したものの、じいさんは「どうしたトラ」と変わらぬ様子で呼び掛けていた。

「バカ！　来栖、お前家族殺す気か！」

「危なかった……お祖父ちゃんの回かい避ひ力りよくが高くて良かったあ」

「胸撫なで下ろしてんじゃねえよ。じいさん一歩も動いてなかったからな。回避力ゼロだったからな」

「細かいことはいいの」

「よくねえよ。ってか早く剣しまえ。片付けろ。不用意過ぎだ。このじいさん相手じゃなかったら絶対大事になってたぞ？」

「しまえだの片付けろだのうるさいなあ。苅かり羽ばくん何なの？　お母さんなの？」

　聖剣しまいなさいなんて言う母親いねーよ。

「お前はもうちょっと落ち着け。無む闇やみに剣を使うな」

「しょうがないじゃん。お手伝いだもん」

「お手伝いでも！　バレるから！」

　来栖はそれこそ母親の小言を聞くような、げんなりした表情を浮かべていた。

「うるさいなーもー。バレないようにやってるもん！」

「だからこれまでは運が良かっただけで」

「あーもう！　わざわざ追いかけてきてそんなこと言いに来たの？　私そんなの聞きたくないから！」

「あっ──おい待て！」

　急に駆け出し、俺の横を素早くすり抜ける来栖。塀へいの外へ出ようとする彼女の手には、裸の聖剣が握にぎられたままだ。

「だからしまえってのに──！」

　来くる栖すに続いて塀へいを出る。

　すると──、

　俺より先に来栖の腕を摑つかんだ一つの手。速度を上げようとした来栖の体が急に止まる。

　誰だれ──？




「まさかこんな子が持ってるとはね」




　感心と呆あきれをない交ぜにした声で、その人は言った。

　来栖の腕を取ったのは長身の女性。長く赤い髪、片手に持った傘かさ、膝ひざ上うえ丈たけのワンピースと腰に巻かれたベルト。

　さっき、ここまで来る途中に見た二人組の片割れだ。

「え？　何？　っていうか誰!?」

　突然の出来事に困こん惑わくする来栖。

「さっきの炎──それから、お昼のもお嬢じようちゃんだよね？」

「「えっ」」

　俺と来栖の声が重なった。一気に、胸が締しめ付けられるような不安に襲おそわれる。

「お嬢ちゃん、その聖剣、こっちに渡してくれるかな」

　その人は言った。はっきり、聖剣──と。

「おい、あんた──」

「ストップです。動かないでほしいのですよ」

　赤髪の女に近付こうとした瞬しゆん間かん、下から声がした。同時に、腹の辺りを小さな手で遮さえぎられる。

　やや視線を下げると、そこには青い髪の毛のツインテール。ちっちゃな体。あどけない顔。二人組のもう一方だ。

　何なんだこの人たちは……。

　どうして剣のことを知ってる？　何な故ぜそれを聖剣なんて呼ぶ？　どうしてそれを──

「ほら、早くそれ、ちょーだい」

　──手に入れようとする？

　赤髪の女性は軽い言葉を放ちつつも、その目は必ずしも笑っていない。

「嫌いやだよ！　これ私のだし！」

　そして何故来栖もそんなセリフを吐はけるのだろうか。

　突とつ如じよ遭そう遇ぐうした得え体たいの知れないピンチ。見知らぬ人物に左腕を摑まれ行動を制限されている。そんな状態でよくもまあここまで頑かたくなになれるものだ。早死にするタイプ。もっと戦況を読め。

「あんまり手間取らせないでほしいんだけどな。無理に取り上げるとちょっと痛いかもよ？」
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　暴力的な解決方法が見え隠かくれする忠告に、俺も来くる栖すも口を噤つぐんだ。

　──よく分からないがヤバイ。

　それだけは伝わってくる。

　逃げなきゃ──。

　でもどうやって？　隙すきを突ければ望みはありそうだが、しかし──。

　そうやって周囲を見回していたその時、

「おお！　ステファニーか！」

　背後で響ひびいた間抜けな大声。二十年振りの再会くらいのテンションで笑顔を見せる老人。

「は？　誰だれ？」

　虚きよを突かれ、じいさんに視線を奪うばわれる二人の外国人。

　──今だ！

　俺は目の前の小さな少女を払いのけると、その先にいる赤髪と来栖の間に割って入り、摑つかまれた腕を引き剝はがす。

　同時に、今度は俺が来栖の手首を摑むと、

「走るぞ！」

　彼女の手を引いて一気に駆け出した。

「あ、こら──！」

　すぐに後ろから声が聞こえた。大人と少女の二人。戸と惑まどいと、悔かい恨こんと、怒いかりと──いろんな感情がごちゃごちゃになった慌あわただしい声。それに紛まぎれて、追ってくる足音もよく響ひびいていた。

　──今、絶対大ピンチだよな？







「ねえ、何で学校戻って来ちゃったの？」

「隠かくれるところ多いし、いざとなれば他に生徒もいるから紛れられるだろ。それに、あいつらみたいな生徒以外の人間がいたら、不審者扱いで先生が追い払ってくれる」

　今、俺たちは学校の三階──二年生の教室に逃げ込んでいた。いつも俺と来くる栖すが過ごすこの場所には、放課後ということもあって今は誰だれもいない。

　俺は全力で逃げてきたが、予想以上に相手の足も速かった。

　聖剣の力なのか、来栖は俺より速いくらいのスピードで走り、最終的に俺が引っ張られるような形にすらなっていた。

　だがあの長身の女は俺たちをぴったりマーク。遅おくれそうになる青い髪の少女の手を取りながら、もう片方の手に傘かさを握にぎり、俺たちとの距きよ離りを常に一定以内に保っていた。

　今は足音が聞こえてこないので、恐らくは別の階にいるか、はたまた先生に見つかって足止めを食らっているか、それとも諦あきらめて帰ってくれたか──。

　俺たちはかれこれ二十分以上、教室に身を潜ひそめていた。今はこちらが変に動くよりも、黙だまってやり過ごしたほうが良い。あっちがあんな格好で学校にいれば、目立ち過ぎてすぐに騒さわぎになる。

「ホントどうなってんだよ……くそ」

　唇くちびるを嚙かむ俺の横で、来栖は何な故ぜかワクワクした面おも持もち。

「苅かり羽ばくん、あの人たち、何だろうね？」

「俺が聞きたいくらいだよ……」

「聖剣を狙ねらってたってことは……あー、ヤバイ、きっとその筋の人たちだよ！」

　どの筋の人だよ。しかも何で期待に胸膨ふくらませてんのお前は。

「お前どういう状況か分かってるか？　こっちは得え体たいの知れない相手に追いかけられてんだぞ？」

「得体は分かるよ。多分、私と同じで聖剣の価値に気付いてる人か、もしくは……異世界人とか？」

「どっちも全然得体が知れてねーよ……。あいつらの目的は何なんだ？　何がしたくて、あんな住宅街で絡からんでくるんだよ」

「趣しゆ味み」

「──ならもっと穏おん便びんに来るだろ……。あいつら、黒い炎を見たから俺たちの所に来たみたいに言ってたけど、つまりあの剣が危険なものだって分かってるってことだ」

「ふんふん」

「だから、もしかしたら……何か良からぬことを考えてるかもしれない」

「世界征服!?」

「──とまでは言わないけども。ただ、最悪の想像なんていくらでもできるだろ」

　気が滅め入いりそうになって来た。

「あーくそ！　だから無む闇やみに聖剣を使うなって何度も言ってただろーが！」

「わわ、怒おこらないでよ苅かり羽ばくん。もっとポジティブに考えよ？　ピンチを克こく服ふくした経験って、就職面接の大事なエピソードになるらしいから……わー、素す敵てきな経験できて良かった！」

「良くねーよ！　こんなエピソード話したら即刻落ちるわ！」

「何で？」

「真顔で聞くな！　お前が思ってるほど、聖剣って常識的な代しろ物ものじゃねーから！」

　むー、と口を尖とがらせながら「生きづらい世の中だよお」と知った風なことを言う来くる栖す。

　生きづらいどころじゃねーよ。もしかしたら俺たち今、絶賛生死さまよい中だぞ。

「ま、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。いざとなれば、聖剣で守るから」

　来栖が剣をぶんぶん振っている。

　ちなみに今、聖剣の剣身には俺の制服のブレザーが被かぶせられている。刃を覆おおうように巻きつけ、外からはそれが何であるか極きよく力りよく分からないようにという配はい慮りよだ。

　逃げ始めてすぐ、来栖は走りながら俺にブレザーをせがんできた。一体何かと思ったら、ぐるぐると聖剣に巻きつけたのだ。俺があまりにもしまえだの隠かくせだの言ったせいで拗すねていたたらしく、「これで文句無いでしょっ」と頰ほおを膨ふくらませていた。自分の使えよ……。

「おい、さっきから何振ってんだよ。ブレザーのボタン飛んじまうだろ、丁てい寧ねいに扱え」

「苅羽くん、ごめん、取れなくなっちゃった」

　ビュッとブレザー付き聖剣を振り下ろす来栖。ビラビラッと袖そでが宙を舞った。

「は？　そんな訳無いだろ。単に巻いただけで──」

　来栖は首を横に振った。

「走ったらすぐ取れちゃうと思って、アロンアルファでくっつけた」

「…………お前」

　軽く殺意を覚える。試しにブレザーを引っ張ってみたが、強固に聖剣とくっついている。

「ごめんね、私の魔ま法ほうが強力過ぎたから……」

「科学の力だよ！　お前の功績何一つねーから！」

　ひいっ、と来栖が怯おびえた声を出した。

「苅羽くん、抑えて抑えて。これから暖かくなっていくから、ブレザーなんて無くてもやってけるよ」

「真っ先に諦あきらめるなよ！　ちょっとくらいブレザーの救出方法考えろよ！」

「じゃあ力ずくで引き剝はがせば」

　ビリベリ

「今何か変な音した！　破けるような音した！　来くる栖す、てめえ！」

「あわわわわ、悪いのはアロンアルファ！　クレームはサポートセンターだよっ!?」

　魔ま法ほうの設定どこ行ったんだよ。

「……っくそ、こんなことやってる場合じゃない。ブレザーのことはひとまず置いといて、今は逃げることに集中するぞ」

「なるほど、逃亡イベントだね」

　なにイベントって。嬉うれしそうな顔すんのやめてくんない。

　俺は冷めた目で来栖を見つつ、教室の戸を開ける。ちょっと顔を出して確認するが、廊下にあいつらの姿は無い。

「よし、今のうちに下に行こう」

　来栖を引き連れ廊下に出る。俺は階段に向かおうとしたが──、

「苅かり羽ばくん」

「何だ？」

「階段なんか使わなくても、窓から飛び降りればすぐ逃げられるよ」

「そりゃお前は聖剣持ってるから良いだろうけど……俺は？」

「…………死ぬ気でやれば何でもできるって、お祖じ父いちゃん言ってた」

「飛び降りとか死ぬ気でやったら本当に死んじゃうかもしんねえから。しかもお前のじいちゃんの言葉とか不ふ穏おん過ぎる」

　俺がそう言うと、来栖は口に手を当てて何やら考え始めた。

「あの人たちって、聖剣を狙ねらってるんだよね？」

「……？　そうだな」

「じゃあ、逃げるの私だけでよくない？　苅羽くんが一いつ緒しよに来れなくても問題は無さ気」

「バカ、来栖を一人にしてらんねえだろ」

　真ま坂さか市の平和のために。

「え、私一人だと心配しちゃう？」

　来栖は顔を赤くして口角を上げた。

「当たり前だろ」

　いつ死人を出すか分からない。

「あ、っそう、ふーん」

　照れたように頭を搔かく来栖。何か勘かん違ちがいしてそうだが、訂正して口論になった挙句、敵に見つかるのは勘かん弁べんしてほしい。ここは黙だまっておく。

「苅かり羽ばくんがそう言うなら、飛び降りるのをやめてあげないことも無いけど。へへ」

　来くる栖すは説得された自殺志願者のようなことを言って、ペシペシと窓を叩たたく。

　にやけ顔だった来栖だが、窓にその手が触ふれた瞬しゆん間かん、「痛っ」と声を上げた。

「どうした？」

「何か触さわった感じが……ビリって、電気みたいな……」

「何だそりゃ？　────うぉ痛いてっ！」

　俺も窓を確かめると、確かにバチッと電気が走ったような痛みを覚えた。

　よくよく見れば、窓全体が不自然に青白く光っている。教室にいくつかある窓──その全すべてが不ぶ気き味みな光に包まれていたのだ。

「何だこれ……？」

　嫌いやな予感がした。胸むな騒さわぎに襲おそわれる。

　廊下に出て、そこの窓も確かめるが、やはり同じ状態。窓が淡く発光している。

　──その時、横からの足音。そして、

「この施設の全部の扉に、施錠魔法シユロニスを掛けたのです」

　幼い声。

　声の方に目を向けると、そこには青い髪の少女がいた。さっきのローブ姿ではなく、うちの制服を着ている。サイズが合っておらず、ややブカブカしていた。

「扉は強制的に閉じられ、ロックされちゃうのですよ。今はこの建物、密室状態。出ることも入ることもできないのです」

　──見つかった。

「逃げるぞ！」

　俺は来栖の手を引いて駆け出す。

　少女の言う魔ま法ほうだとかを信じた訳じゃない。だけども、実際に目の前で起こっていることは彼女の言うとおりで──、

「苅羽くん、どこ行くの!?」

「分かんねえ──けど、とりあえず下だ！」

　もしもあの少女の言うことが本当ならば、どこに行っても行き止まりに等しい。

　だが、ここに留とどまっている訳にもいかないし、それなら上よりも下に行った方が良い。何かの拍ひよう子しに扉が開くようなチャンスがあれば、安全に外に出られるからだ。二階三階から飛び降りるなんてこと、できればご遠えん慮りよ願いたい。危険だし、目立ち過ぎる。

　さて、教室からほど近い北階段に行き着いた俺たちだったが、そこで一人の女生徒の声を聞く。

「お、見っけ」

　二階から三階にかけての踊り場に立つ彼女──女子にしては背が高く、手足がスラッと伸びている。制服のスカートから覗のぞく脚は白色。対して、頭から伸びる髪の毛は赤が濃く色付いていた。

　傘かさを持った赤髪の女。何な故ぜかうちの制服を着ている彼女は邪じや悪あくに笑っていた。

「くそっ！　上だ！」

　予定変更。俺は来くる栖すの手を摑つかんで、下りようとしていた階段を慌あわてて上り返し、そのまま最上階を目指した。

　薄うす暗ぐらく埃ほこりっぽい踊り場。そのさらに上には、相変わらずドアノブが壊こわれた扉が一枚。その向こうは屋上に続く。

「ああ、くそっ！　ここも閉まってんのかよ！」

　押せば簡単に開くはずの扉が、今では強固な壁に変わっていた。青白く光り、思い切り蹴けってもびくともしない。触ふれた足には電気的な痛みも生じた。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況の中、後ろからは追ってくる足音が聞こえている。

「苅かり羽ばくん、どいてっ」

「来栖……？　げっ、おま──」

　振り向くと、来栖が聖剣を構えていた。それでドアをぶった斬ぎる気らしい。

「待て！　それ俺のブレザーがまだ──」

　ブレザーが巻き付いた聖剣が一いつ閃せん。斬りつけられたドアからは光が消え、いつもどおりの建てつけの悪い扉に戻った。同時に、黒い炎を纏まとった剣は、俺のブレザーをいとも簡単に消しよう滅めつさせていた。

「俺のブレザー！」

「やったあ！」

「やったあ、じゃねえ！」

　悲ひ喜き交こも々ごもの声を上げながら、俺たちは屋上へと足を踏ふみ入れた。俺はすかさず扉を閉めると、体を張ってドアを塞ふさぐ。すぐに向こう側からドンドンと扉を叩たたく音がした。

「来栖、逃げろ！」

「え？」

　俺の言葉に驚おどろいた様子の来栖。

　そりゃそうだ。さっきまで来栖一人だけを逃がすようなことはしないと言ってたんだから。

　でも状況が変わった。

　あの女──あいつらが聖剣を追ってきているというのは間違いない。だが、それを手にした後に一体どうするというのか。

　そこまで考えて、俺はいつぞやの来栖の言葉を思い出す。




　──危険だよ。誰だれかに悪用されたらどうするつもり？




　来くる栖すが凄すごいのか剣が凄いのかははっきりしないが、どちらにしろ、あの威い力りよくは凄すさまじい。あんなことを所構わずやられてしまえば、この街くらいはまっさらな野原にできるんじゃないだろうか。

　そんなことをしてどんなメリットがあるのかと言われてしまえばそれまでだが……。

　でも、仮に来栖が言うようにあの人たちが異世界人で──、こちらの世界を何らかの理由で狙ねらっているのだとすれば──。

　いやいやいや、俺は何を考えてるんだ。そんな訳……無い……なんて言い切れないか、もう。

「来栖、早くこっから飛び降りろ！　それ持ってればでき──」

　とまで言ったところで、俺は扉ごと吹っ飛ばされる。二、三メートルほど先の地面にドサッと体が投げ出された。

「苅かり羽ばくん!?」

「痛いってえ……」

　振り向けば、そこにはスニーカーの足裏をこちらに向けた赤髪女の姿。どうやらドアを蹴り飛ばしたらしい。

「来栖、いいから早く逃げ──」

「それはダメ」

　言ったのは来栖ではなく赤い髪の女。

　持っていた傘かさの両りよう端はしを摑つかみ、鞘さやから刀を引き抜くように引っ張った。

　すると、傘の柄えから伸びてきたのは氷のように透すき通った刃。その剣身は50センチ以上。仕込み刀とでも呼ぶべき代しろ物ものだろうか。

「逃げちゃダーメ」

　妖あやしく笑った女は、その刀を宙で一振り。ピキイィンと高い結けつ晶しよう音おんが響ひびくや否いなや──、

「「えっ」」

　俺と来栖の声が被かぶる。

　倒たおれていた俺──地面に接していた尻しりと足とが氷の結晶で包まれていた。

　立っていた来栖も、その足が地面とともに氷結させられている。さらに彼女には、両手を拘こう束そくする氷の手て枷かせも加わっていた。

　氷はどこまでも堅固で、俺も来栖も足を地面から離はなすことができない。

「何だこれ!?」

「これは聖剣クトネシリカ──北方の地より伝わった氷の剣」

　俺の言葉に答えるように、女が言葉を紡つむいだ。ただ、彼女が持つ刃は、剣というよりは刀に近い形状だ。

「こんな風に相手の体の自由を奪うばう時に便利な武器だね」

　赤い髪の女が笑う。

　──何だ、何なんだこれは。

　また変なのが出てきた。

　聖剣クトネシリカ？　氷の剣？　来くる栖すのだけじゃなく、まだ他にも聖剣あるのかよ。噓うそだろ？　ファンタジーも度が過ぎてるっつーの。

「ちなみに、お嬢じようちゃんが持ってるのは聖剣シュトラール」

　女は来栖の真ん前に立った。

「聖剣……シュトラール……？」

　来栖が言葉を嚙かみ締しめるように呟つぶやいた。

「それはかつて魔ま王おうを倒たおしたと言われる伝説の聖剣。その破は壊かい力りよくたるや、いかほどか知れないくらい。そんな物を手に入れられたら、一体何ができると思う？」

　女は来栖の顔を覗のぞき込んだ。

「町を壊こわしたり、誰だれかを殺したり、邪じや魔まなものは、ぜーんぶボロボロにしちゃったり──とても危険なものなんだよ」

　その言葉を聞き、来栖の顔色が変わる。その目は軽けい蔑べつと怒いかりを多分に含んだものとなった。

「わあ怖い顔。でもしょうがないよね、身動き取れないんだもんね。そんな顔するしかないよね。…………じゃ、それ返して貰もらうから」

　女は刀を持っていない左手で、来栖の聖剣へと手を伸ばした。来栖が何か抵抗しようものなら、氷の刃がすぐに来栖を斬きり付けにかかるだろう。

　──マズイ。

　相手の素す性じようと目的がはっきりしない以上、あれを渡すのは危険だ。

　唯ゆい一いつやれるとすれば、不意打ちで逃げること。でも不意打ちといっても──。

　思案していると、俺は足元に何かが落ちていることに気付いた。握にぎり拳こぶし大だいのそれは豆形を成し、赤みがかった肌色に塗と装そうされている。

　魔王こと人体模型の…………胃？

　昼休みの時点で無くなっていたものだが、恐らく来栖が魔王を運うん搬ぱんした際、落としていたのだろう。さっきまでのドタバタで、この位置まで飛んできたのかもしれない。

　──使えるだろうか。

　俺は胃を拾い上げた。プラスチック製の硬質な手て触ざわり。中身が詰まっているのか、それなりに重量感もある。

　胃を持った右手を振りかぶる。赤髪は来栖の聖剣に夢中で、こちらに全く気付いていない。

　──チャンス。

　俺は手に持っていた胃を、女の頭めがけて思い切り投げつけた。

「おごっ！」

　胃袋は彼女の頭部にクリーンヒット。赤い頭を押さえてたたらを踏ふむと、俺と来くる栖すを拘こう束そくしていた氷が一気に消えた。

「来栖！　逃げるぞ！」

　俺は立ち上がり、来栖を呼んで出入口へ走ろうとしたが、

「甘いっての！」

　女がしぶとい。

　彼女は素早く目の焦しよう点てんを合わせると、立ち去ろうとする来栖を遮さえぎるように刀を伸ばした。

「どっちがっ！」

　神かみ業わざ的てきな反射神経でそれに反応する来栖。持っていた聖剣を下から上へと振り上げ、女の刀を弾はじく。

　両者後ろへ跳び、距きよ離りを取る。

　──何やってんだこの人たちは！　いきなり真剣で斬きり合いとかあり得ないし！

　それに、あれだけ剣道にセンスが無かった来栖が、こんなに動けるようになるもんか？　聖剣ってとんでもないな。

「……っ！」

　女が今までよりも警戒の色を濃くする。それは来栖の動きに驚おどろいたというよりかは、

「これが……シュトラールの魔ま力りよく……!?」

　その聖剣の力に怯ひるんでいるようだった。

　相対する来栖。手の中の聖剣は黒く染まり、闇やみを帯びている。

「さすが伝説の聖剣……だけど、所しよ詮せんは素人しろうとでしょ……」

　女は自身を鼓こ舞ぶするように呟つぶやいた。

「なに素人って！　これでも私、剣道部なんだけど！」

　顔を赤くして、ガン、ガンと聖剣を地面に叩たたきつける来栖。

　それを見た女が、血相変えて来栖に怒ど鳴なる。

「ちょっと！　シュトラールは脆もろいんだから丁てい寧ねいに扱ってよ！」

「私の物なんだから、どう使おうと私の勝手だよ！」

「あんたの物じゃ……無いだろおがああああ！」

　来栖のもとへ一直線に走り込む女。

　それを見た来栖が手に力を込める。瞬しゆん間かん、聖剣を包む黒い揺ゆらめきが一層大きくなった。

「げっ、それ──ダメ！」

　女は慌あわてた様子で声を裏返した。そして「もうっ！」と半ば諦あきらめた様子で──、

　ガキィン、と二人の刃がその身を交えた。

　未いまだかつてない轟ごう音おんが空に響ひびき、無数の氷の結けつ晶しようが弾け飛んだ。そして、聖剣から放たれた炎も散り散りに、その力の臨界点を突破していた。

「痛いでででででで！」

　真横の軌道で吹っ飛んでくる霰あられ。頰ほおに手を当て身を捩よじるが、いちいち痛みが突き刺さる。

　やがて氷の強きよう襲しゆうが終わり、俺は捩っていた身を元に戻す。

　そして、視界に入る二人の剣士。

　二人の姿勢は数秒前から変わっておらず、至近距きよ離りで鍔つば迫ぜり合いを────ん？

　何かが足りない。

　だが、その何かの正体は、すぐに判明した。

　ヒュンヒュンという風切音と共に、それは宙を舞っており、ガキィン！　と、俺の足元に突き刺さった。

　折れた剣身。何の変哲も無い銀色の刃。それは氷の剣よりも幅が広い、来くる栖すの刃──。

　その時、出入口から足音が響ひびき──、

「先輩、今すごい音しませんでしたか!?」

　青髪の少女の声だった。

「わっ！　氷だらけ！　また派手にやりまし────あ？」

　少女の声と動きが止まる。その視線の先にあるのは、折れて地面に突き刺さった刃。

「え、これ──」

　地面の刃と、半はん端ぱな長さになった来栖の剣と──少女は視線を何度も往復させ、一つの結論に辿たどり着いた…………ようだ。

「聖剣があああああああああ！」

　頭を抱えてひざまずく彼女。もはやそこには絶望しかなかった。

　そして絶望は伝でん播ぱする。

「私のせいけええええええええええん！」

　今度は来栖の叫びがこだまする。両手で柄つかを握にぎりしめ、折れた剣身を見つめる彼女。叫びと共に魂たましいをも吐はき出した来栖は、抜け殻がらのようにその場にへたり込んだ。
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　──予想外過ぎる展開。

　狙ねらわれていた聖剣が壊こわれて？　追ってきていた少女が頭を抱えていて？　聖剣を使っていた来栖も喚わめいていて？

「あちゃー、最悪……どうしよっかな、これ」

　唯ゆい一いつ冷静に物事を把は握あくしていた赤髪の女。彼女は手に持っていた刀を地面に置き、折れて地面に突き刺さった聖剣の刃を溜ため息いき混じりに眺ながめている。

　何だこの状況？　とりあえず逃げればいいのか？

　すでにさっきまでの緊きん迫ぱく感かんは失われていた。来栖は茫ぼう然ぜん自じ失しつとしているし、俺たちを追っていた奴やつらは、こちらに目もくれようともしない。

　それでも俺は念のため、来くる栖すに近付いて腕を取る。

「おい来栖、念のため逃げ──」

「なくていいよ、もう」

　答えたのは来栖ではなく赤い髪の女。彼女はポケットからごく小さな手帳のようなものを取り出すと、そこから一枚の紙切れを出した。そして、スタスタとこちらに歩いてくる。

「そんな身構えないでよ。これあげる」

　ポイントカード大の紙切れをヒラヒラ揺ゆらす彼女。その表情も口調も、さっきまでとは全く違う。適当で緩ゆるい感じが溢あふれている。

「ティアー市、魔ま力りよく管理部聖剣課、ニムエ・ニコルズです。あっちで頭を抱えてるのは、後輩のメルラン・メルクル」

　そう名乗った彼女は、お辞じ儀ぎをしながら紙切れを渡してきた。

　何か文字のようなものが書かれているが、それは今まで触ふれたことの無い言語だ。アルファベットに近い感じはするが、それでも違和感なんて言葉じゃ足りないくらいの差異がある。

「何だこれ……？」

「名刺だよ、名刺。こっちの世界にもあるんじゃないの？」

「こっちの……世界？」

　俺は首を傾かしげる。何とも来栖が喜びそうなワードだ。

　それにさっきの……ティアー市？　聖剣課？

「あ、混乱してるね。つまりは私たち、異世界の人間ってこと」

「は？」

「私たちはここの世界の住人じゃないし、その聖剣も、この世界の物ではない」

　ほんの頭の片かた隅すみで、小さく、どこまでも微弱に予想していた展開ではあったが──。

「その聖剣、市で管理してるものなの。だから返してもらいに来たんだけど……」

　女は床に突き刺さった刃に視線を移す。

「こうなっちゃあねえ……」

　どうすっかなー、と彼女は舌を出しながら頭を搔かく。

「ちょっと待て、異世界とか、市とか、返してもらうとか……つまりあんたは何なんだよ？」

「え？　さっき言ったじゃん。ティアー市役所の聖剣課──つまり公務員」

　異世界の？　公務員？　市役所？　聖剣の管理？

　信じられない──と、数日前の俺なら思っていただろう。しかし、こうして現在に至るまでに、彼女の言うことが事実であると思える光景を何度も目にしてきた。

「それが本当だとしたら、あんたたちは一体……何しに来たんだ？」

「だから聖剣返してもらいにきたんだって。そんだけ」

「あの剣を取りに来ただけ？　他には？」

「何も？」

　キョトンとした顔で首を横に振る彼女。

「え、だって、これだけ派手に追いかけ回しといて……？」

「いや、だってそっちが逃げるから」

「いきなり追いかけられたら逃げるだろ普通」

　でもいきなり逃げられたら追いかけるでしょ、と女が返す。堂々巡り。

「じゃあアンタたち異世界人は……この世界を、こう……侵略とか……無し？」

「……ちょっと君、大だい丈じよう夫ぶ？　ゲームやり過ぎてるんじゃないの？」

　本気で心配された。

「最近の子供怖いなあ、現実とフィクションの区別がついてない」

　どこまでもフィクションじみた存在の女は、溜ため息いきを吐つきながらジト目で俺を見ている。

「さっきのバトル何だったんだよ……」

「成り行き」

　女は即答して、ケラケラ笑っていた。
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　午後六時。街の中心地にあるカラオケボックスの一室。

　俺と来くる栖すが並んでソファに座り、対面トイメンでは、向かって左からメルラン、ニムエという順に異世界人が並んで座っている。

　小一時間ほど前に、これ以上無いほど運命的で暴力的な出会いに至った俺たち。屋上での一件が落ち着き、互いに害意が無いことを確認すると、情報交換のためにこの安価な密室を借りていた。途中、折れた剣をしまうため、来栖のじいさんの家からケースを回収してもいた。

　さて、俺の正面に座るのは、青い二つのお下げが揺ゆれる小さな少女、メルラン・メルクル。

　職業学校を卒業してから市役所勤続二年目。歳としは十五歳になるらしいが、外観は中学生より小学生に近い気がする。顔立ちが幼く、身長も１５０センチ無いくらいのため、余計にあどけなさが残るのだ。常に敬語で、生き真ま面じ目めな印象を受ける。

　そして、来栖の向かいにいるのがニムエ・ニコルズ。

　赤いストレートロングの髪の毛が揺れる女性。身長は俺より少し低い１６０半ばといったところか。異世界の市役所に勤める事務職で、役職は主事──つまりヒラだとか。職業学校を卒業してから働き始め、今年で勤続六年目の十九歳。

　メルランよりもずいぶん大人びているが、その割に話し方がどこか適当臭くさい。

　さて、そんな簡単な自己紹介を受けた後、突とつ如じよ来栖が立ち上がり、マイクを持って呟つぶやいた。

「おかしいよ……」

　脈みやく絡らくの無い行動に、俺たち三人は呆あつ気けに取られる。

　一体何がおかしいというのか、もしや今をもってようやく自分と世間様とのズレを認識したのだろうか。だとすれば喜ばしい話だ。

「あなたたちは、本当に異世界人なの!?」

　来栖の絶叫がスピーカーを通して部屋中に響ひびいた。ちょうどそのタイミングで店員がジュースを持ってきており、彼は怪け訝げんな顔で部屋を後にしていた。

　多少恥はずかしく思ったのか、来栖はソファに座り直し、マイクを置いて咳せき払ばらいを打った。

「ねえ、さっきからずっと思ってたんだけど、どうして二人とも全然驚おどろいた素そ振ぶりを見せないの？　外には信号があったでしょ？　自動車が走ってたでしょ？　携帯電話で話してる人が大勢いたでしょ？」

　その言葉で合が点てんがいった。どうやら彼女は、魔ま法ほうとは違う科学の英知というものに驚いてほしいらしい。言われてみれば来栖の言うことにも一理ある。

　確かにファンタジーもののマンガや小説で、異世界から来た人間が、こちらの科学にカルチャーショックを受けるというのは今や定番だ。来栖がそれを期待するのも分かる。

「「ああ……だって……ねえ？」」

　ニムさんとメルはきょとんとした顔を見合わせていた。

「私たちの世界にも似たようなものあるから」

「──！」

　ニムさんの一言に、来くる栖すが雷に打たれたようなショックを受けている。

「そ、それは一体……どういう──」

「車もあるし、空路の交通機関も。携帯用の通信端たん末まつも持ってるし、あ、市役所の業務はコンピュータ使ってる」

　来栖の肩がガタガタ震ふるえ出した。口に手を当て、死体でも発見したような顔をしている。

「……えーと、カリバ、だっけ？　この子大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫じゃないですけど、比較的安全です」

　ややあって、来栖はバンバンとテーブルを叩たたき始めた。

「そんな！　噓うそ！　だってそっちの世界には魔ま法ほうも聖剣もあるって話なのに！　魔法が発達してる世界では、科学が発展してないのがセオリーなのに！」

「魔法って言ってもね……」

　ニムさんがメルに目配せした。それを受けて、メルが説明を始める。

「あたしたちの世界では、ごく一部の限られた人種しか魔法を使えませんから」

「え？」と、来栖がテーブルを叩くのをやめる。

「みんながみんな魔法を使えるのであればクルスさんの言う状況にもなるかもしれませんけど……。歴史的に見て魔法が使えない人間が大多数であった以上、万ばん人にんが利用できる科学技術というものが発達してきたのは当然の経緯かと」

「　か　る　ちゃ　あ　しょっ　く　」

　イナゴを食べる長野県民に出会った外国人のような表情で、来栖が声を発していた。それほどのもんかこれ。

「じゃあ、世界の平和はどうなるの？　魔王は？　いるんでしょ？　魔王の城まで新幹線に乗っていくの？　核兵器で魔王を倒たおすの？　倒さないで裁判にかけるの？　拘こう留りゆう中ちゆうでも保釈金払って一時の自由を手に入れちゃったりするの？」

　矢継ぎ早に質問を飛ばす来栖に対し、メルが圧あつ倒とうされている。

　それを見かねたニムさんが「まあまあ」と来栖を制した。

「今からそこら辺のこと説明するからさ。まあ聞きなさいな」

　来栖は興こう奮ふん冷めやらぬ様子で、ニムさんの話に耳を傾けた。




　──彼女が語る異世界の様子は、俺が想像していたものとはまるで違うものだった。

　千年前──あっちの世界には魔王がいた。世界を滅ほろぼそうとした魔王は、動物に魔力を与えて魔ま獣じゆうを創つくり出し、それを人々の住む街へ解き放った。

　それに対抗すべく、人間たちも立ち上がる。しかし、魔力を得て物理攻こう撃げきに耐たい性せいを示した魔獣たちには、魔力を伴わない普通の打撃が通用しない。だから彼らもまた魔力で応戦した。

　魔ま法ほうはもちろんのこと、剣に魔力を込めて創つくり出された聖剣──それら魔力を帯びた攻こう撃げき手段でもって、人々は魔ま獣じゆうからその身を守った。

　ただ、誰だれしもそれらの手段を使える訳ではなかった。魔法や聖剣の使用の可否は、生まれつきの血筋と才能によって決まる。魔法を使える者は魔ま道どう士しとして、聖剣を使える者は勇者として魔獣や魔王の討とう伐ばつを期待されることとなった。

　世界各地に点在していた勇者や魔道士だったが、魔王攻略は一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。より強い魔法を、より強い武器を──そうして生み出された一振りの聖剣がシュトラール。

　シュトラールとそれを扱う勇者──その強大な力により、魔王は討うち滅ほろぼされた。

　しかし──。

　魔王は滅んだが、魔獣は消えなかった。

　彼らは元が動物であり、大いに繁はん殖しよく力りよくを持っていた。人間たちが駆く逐ちくすること叶かなわなかった魔獣は、そのまま世界の生態系の一部に組み込まれることとなる。

　魔力を帯びない物理攻撃が無効──そんな魔獣の脅きよう威いを知っていた人間たちは、何とか魔獣を管理しようとした。

　魔獣は強い魔力を帯びた場所を好む。そのため、魔獣の多くは似たような場所──例えば人の立ち寄らない森や洞どう窟くつなどの魔境に棲すみ着いた。人々はその周囲に柵さくや壁を設け、さらには魔力による結界を張った。

　こうして世界各地に魔獣管理区が誕生する。

　魔獣による災害を未然に防ぐという公益性の高いその設備は、公的機関が管理することとなり、魔王討伐から千年が経過した現在、その管かん轄かつは各地の市役所に置かれている。ちなみにティアー市役所では、ニムさんたちが所属する聖剣課が魔獣管理区の担当課だ。

　魔獣管理区の結界の維持と魔獣の管理・駆除には必然的に魔法や聖剣が必要となる。そのため、今現在でも聖剣の需じゆ要ようは消えておらず、聖剣の管理が市役所の仕事の一つとなっていた。




「────という訳。分かった？」

　ニムさんが事の顚てん末まつを話し終えると、来くる栖すは寂せき莫ばくの感を漂ただよわせながら呟つぶやいた。

「つまり、もう魔王はいなくって？　魔獣はいるけど隔かく離り済ずみで？　聖剣は市役所が管理してて？」

「そーそー」

　ニムさんが耳をほじりながら答える。

　──直後、来栖がテーブルをぶっ叩たたいた。

「そんなのもう異世界じゃないじゃん！」

「いや、知らないし」

　ニムさんが若じやつ干かん引いている。

「魔ま獣じゆうとか聖剣とか──そんなオイシイ物を、どうしてお役所みたいなつまらない所が管理してるの!?　勿もつ体たい無さ過ぎるよ！」

　オイシイって何だオイシイって。ニムさんたちも首傾かしげてんじゃん。

「第一、市役所みたいな事務職員ばっかりのとこで、魔獣の管理なんてできる訳ないし」

　来くる栖すの割にまともなことを言う。

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶ。実質的な管理は魔ま協きよう──魔獣業協同組合がやってるから」

　ニムさんが答えるが、俺も来栖も聞き慣れない単語にやや困こん惑わく。それを見越して、ニムさんは言葉を続けた。

「魔協っていうのは、魔獣を狩しゆ猟りようする猟師さん──魔獣猟師たちが作った組合のことだよ。みんな、魔獣の肉とか皮とかを出荷したり加工したりして生計を立ててる」

「猟師？」

　予想だにしない存在だったのか、来栖が目を白黒させている。

「意外だった？　でもみんな凄すごい人たちだからね。魔獣を狩るっていうくらいだから、魔法とか聖剣を使える人がほとんど」

　ニムさんによれば、魔法を使えるのはエルフェンという種族のみで、人口の数パーセント。聖剣を使える人間も、かつての勇者の血を引く人間に限られ、エルフェンと同じくらいの割合でしか存在していないと言われている。ちなみに聖剣を使える人間はヘルディアと呼ぶらしい。

「でも、それってつまり、世が世なら勇者になれた人が、今の時代は猟師にしかなれないってことでしょ？　絶望やでえ……」

　よほどショックなのか、関西弁で落ちこむ来栖。思考回路はショート寸前。

「まあそう言われたらそれまでだけどさ。でも良いんじゃない？　世の中の平和を守ってることには変わりないんだし。魔獣が増え過ぎないよう、魔協が適度に狩ってくれてるからこそ、みんなの平へい穏おん無事な生活があるんだよ？」

　間違った理り屈くつではない。そんなニムさんの言葉に納なつ得とくする部分があったのか、来栖は眉み間けんからシワを消した。

「──でまあ、そんな魔獣に対するプロがいるなら、その人たちに魔獣区の管理丸ごとお願いした方が効率良いでしょ？　『管理区域』とは言っても、実情は市街地から離はなれたでっかい森で、魔獣ばっかり腐くさるほど棲すみついた所なんだから」

　現在は、市が魔協に管理業務を委い託たくしている形らしい。必要な経費は委託料として市が持ち、その範囲内で必要業務──管理区内のパトロールや魔獣の駆く除じよなどをこなしてくれ、という。

「狩りの状況に応じて猟師に聖剣貸すのが聖剣課──つまりうちらの仕事の一つ。他にも色々と事務仕事で関かかわりも多いから、聖剣課と魔協の職員って付き合い多いんだよね」

「魔協とか委託とか、よく分かんないからもういーよ。そんなことより、どうして二人はこっちの世界に来たの？　それまだ詳しく聞いてない」

　来くる栖すがつまらなさそうに言う。それまでの経緯はどうでもいいから、とりあえずウルトラマンと怪かい獣じゆうのバトルシーンまでビデオを早送りする子供と同じ顔をしていた。

「色々と原因はあるけど……元を辿たどれば『世界の聖剣展』のせいだね」

「聖剣展？」

　ニムさんの言葉に、来栖がやや興味を取り戻す。

「聖剣が市役所で管理されてるってさっき言ったでしょ？　当然、市役所なんてのはうちだけじゃなくて世界各地にいっぱいある。──で、今回、世界の市役所が協力して、聖剣を一ヶ所に集めて展示しましょうっていう催もよおしがひらかれたの」

　そう言って、ニムさんは来栖の隣となりに置かれたキーボードケースを指した。

「魔ま王おうを倒たおした伝説の聖剣シュトラール──それはうちで管理していた聖剣なんだけど……。そんな良い品を主催者が見過ごすはずも無くってね。シュトラールには真っ先に展示要請が来てて、本当なら開催前日──つまり今日から数えて三日前までに開催地に送っとかなくちゃいけなかったんだけど──」

「先輩が送るの忘れてたのですよ……もう」

　メルがぷうっと頰ほおを大きくした。

　聞けば、ニムさんが聖剣の未配送に気付いたのはそれこそ締しめ切きりである聖剣展前日。だが開催地が国外ということもあり、普通に送るのではどうしたって同日中に届けるのは不可能だった。

「そこで利用したのがゼアラム──転送魔法だよ」とニムさん。

「良い感じのワード来たよ苅かり羽ばくん！」

　来栖はグッと拳こぶしを握にぎりながら、その詳細を尋ねた。

「簡単に言えば、物を一いつ瞬しゆんで別の場所に送りますよ、っていう魔法。でもこれ、普通の配送手段に比べてバカ高いんだよね、費用が」

　ニムさんが小さく溜ため息いきを吐つく。その横で、メルが補足した。

「転ゼ送ア魔ラ法ムでまずネックになるのが、膨ぼう大だいな魔力量なのです。転送場所の距きよ離りが離はなれているほど、転送する物が大きく重いほど多くの魔力が要るらしいですから、国外転送というのは術者に負担が掛かるとか」

　そもそも魔法自体使える人間がエルフェンに限られており、その中で転ゼ送ア魔ラ法ムを使える人間というのがさらに限られる。だからこそ、転ゼ送ア魔ラ法ムは高くつくのだそうだ。

「転ゼ送ア魔ラ法ム用の予算なんて、今年度の通信運うん搬ぱん費ひに見積もってなかったのです……。転ゼ送ア魔ラ法ムなんて発注したら、次年度まで封筒十枚送るくらいのお金しか残らないのですよ」

「そういう訳だから、転送魔法業者に発注しないで、私たちの自力でやってみよーかって話になったの」

「話に『なった』というより、先輩が強引に『仕立て上げた』と言う方が近いのです」

　拗すねたようにメルがニムさんを見るが、ニムさんは全く動じていない。

「自力でやるって決めたまでは良いものの、私もメルも転ゼ送ア魔ラ法ムについてはほぼ素人しろうとだからさ。実際にどうやれば良いか全然分かんなかった。そこで頼たよったのが、さっきも話に出てきた魔ま獣じゆう業協同組合」

「転ゼ送ア魔ラ法ムと魔協と、何が関係あるの？」と来くる栖す。

「さっきも言ったけど、魔獣区って広いからさ。自然界の森とほとんど変わんない大きさなの。だから、狩しゆ猟りようした魔獣を外に運ぶのも骨が折れる訳よ。じゃあ、いつでも転ゼ送ア魔ラ法ム使えるようにしておいたら楽なんじゃね？　ってことで、魔協は自前で専用の転送施設を持ってんの」

　市街地から離はなれた魔獣区──その内部に数ヶ所の転送箇所を設ける。さらに、市街地にある魔協本部の隣となりに倉庫兼転送施設を構える。

　そうすることで、魔獣区内で仕留めた獲物を素早く倉庫まで送り、そこから近場の加工場などの各出荷先にトラックで運ぶという流れを魔協は築いているらしい。

　組合員は魔獣猟師であるから、当然魔法を使える者が多い。そしてその中には、転ゼ送ア魔ラ法ムを使える者もいるため、彼らを転ゼ送ア魔ラ法ム専任職として日々転送施設を利用しているとのことだ。

「転送施設貸してください、ってお願いした相手がファルさんっていって、三十五歳の係長。それなりに偉いのに腰が低い変な人なんだなあ、これが」

　ニムさんが若じやつ干かんバカにしたように言う。

「本当なら施設使用料が掛かるんだけど──無料で、あと、誰だれにもバラさないでね、ってのが私の出した条件」

「無料でってのは分かりますけど……バラさずっていうのは……何でッスか？」

「聖剣送るの忘れてました、なんてのがうちの上司の耳に入ったら大変でしょ、私が」

「つまり隠いん蔽ぺいした、と？」

「隠蔽じゃないよ。無用な心配を掛けたくなかっただけだよ」

　よく言う……。

「でも、転送に必要な魔力まではあっちでも用意できないって言われちゃってさ。そこで、可か愛かわい後輩メルちゃんの出番」

「あたし、転ゼ送ア魔ラ法ムなんてやったことなかったのに……」

「魔法に関してはメル凄すごいからいーんだよ。魔力に愛された寵ちよう児じ。百年に一人の逸いつ材ざい。どうして市役所なんかに就職したのか──って、去年もっぱら噂うわさだったんだし」

「え、いや、そんな……えへへ」

　突然の褒ほめ言葉にまんざらでもない様子のメル。対するニムさんは、上う手まくごまかせて良かったとでも言いたげに胸を撫なで下ろしている。

　その時、来栖が「そういえば」とメルを指差した。

「そう言えば学校でも魔法がどーのこーの言ってたけど、メルは魔法が使える種族──エルフェンってことでいーの？」

「ふふん、実はそーなのですよ」

　胸を張るメル。それなりに自負があるようだ。

「得意気な顔しちゃってー。最初の転ゼ送ア魔ラ法ム失敗したくせに」

　イヤらしい笑みで茶ちや化かすニムさん。それに対し、メルは慌あわてた様子で否定した。

「あれは、その、あたしというよりペルファルさんが良くなかったと言うか──あの人が魔ま法ほう陣じんの設定を間違えたせいなのですっ」

「どゆこと？」と来くる栖すが小首を傾かしげた。

「実は、シュトラールの転送先を間違えていたのです。そのせいで、聖剣展開催地のナヘン国コノゴヤ市ではなく、こちらの世界の──あの森の中に聖剣が転送されてしまったのですよ」

「グッジョブ」

　苦い顔をしているメルに対し、来栖が親指を立てた。空気読め。

「──なるほど、それでシュトラールを回収しにこの世界に来た、と」

　空気を読まない来栖に代わり、俺がまとめた。

　彼女たちの言うことには、シュトラールの転送ミスの後、その原因究明や、こちらの世界の資料調査などで二日を経て、二人は今日初めてこの世界に来たらしい。ミスした時と同じ魔法陣を使い、メルの魔力を再度使用して、今度は意図的にここまで来たのだ。

　貴重な市有財産を異世界に失なくしてしまったなどとは到とう底てい上司に報告できず、現在二人は有給休暇を取得してこちらに来ている状態らしい。

「何てゆーかさ、来てみて思ったけど、この世界、うちらの世界とほとんど変わりないんだね。聖剣とか魔法とかが無い以外、すごく似通ってる」

「何か似たような感じなのですよ、あたしたちの世界もこっちの世界も。思った以上にギャップが少ないとゆーか」

　ニムさんとメルの会話に対し、来栖が割って入る。

「ん？　ちょっと待って。さっきこっちの世界の資料を調べて来たって言ってたけど、異世界では私たちの──この日本のこととか、知られてるの？」

「あたしたちの世界では、自分たちの住む他に、異なる世界が存在しているとゆーのは常識なのです。ただし、その異世界に対する姿勢は基本的に不ふ干かん渉しよう。国際的な連合機関からの許可が下りなければ、異世界渡航は禁止なのですよ」

「不干渉？」

「無用なトラブルは避さけたいのです。みんながみんな友好的とは限りませんし、行った先で未知の病原菌が流は行やっていても困ります。なので、とりあえずは不干渉。ただし、何らかのトラブルによって、こちらに人が迷い込んでしまったと考えられる時は、特例として捜そう索さくのみ許される──ということもあるのですよ」

「で、メルたちは今回許可取ったの？」

「それは置いときまして──」

　取ってなさそう！

「ま、許可だとかそんな堅い話はどーでもいーけど──」

　自分で聞いたくせに、来くる栖すは刺激の少ない話題にはすぐ興味を失なくす。

「それよりいい加減、何か無いの？　こっちの世界とあっちの世界の決定的な違い。異世界っぽさ」

　まだ諦あきらめてなかったのかこいつ。

「──ああ、一つあったわ、そう言えば」

　顎あごを撫なでながらニムさんが口をひらいた。

「あっちの世界は、太陽が二つある」

「そーゆーの！　そーゆー神秘的なの、アリ」

　来栖が指差して相そう好ごうを崩くずす。

「ちょうど片方の太陽が沈みかける頃ころに、反対側の方角から太陽が昇ってくるんだよ。だから、うちの国は真っ暗になることが無いね」

「なるほどなるほど、で、何で二つあるの？」

「……予備とか？」

　ニムさんの答えに、一気に来栖が顔を曇くもらせた。

「おかしーでしょ、太陽の予備って、おかしーでしょ？」

「うるさいな、知らないよそんなの。神様だって世界を創つくる時に『予備あった方が安心』って思ったかもしんないでしょ」

「苅かり羽ばくん、もうやだこの人」

　多分あっちもそう思ってる。

「こっちの世界は今頃、もう暗くなってきてるんでしょ？　外出たらメル泣いちゃうかもね。『暗いのですよー』とか言って」

「先輩、いくら何でもバカにし過ぎなのです！　あたしはそんなことしないのです！」

　ポカポカとニムさんの肩を叩たたくメル。しかし、ニムさんからデコピンで返され「あうっ」と顔をのけ反らせていた。

「話が逸それたけど……たとえば、こっちの世界について書かれた資料って、どういうことが書いてあるんだ？」

　今度は俺がメルに尋ねると、彼女は赤くなったデコをさすりながら答えた。

「そーですね……たとえば、今あたしが穿はいているスカートとニーソックスの間のここ、絶対領域って言うんですよね？」

「ちょっと待て」

　自分の太ももを指し示すメルに、俺は戸と惑まどいの声を掛けた。

「そんなことが資料に？」

「はい。制服は非常に崇すう高こうで神聖なものであって、特に絶対領域は神の思おぼし召めしたる価値を有するとか」

「偏かたより過ぎだ。その資料は当てにならない」

　誰だれだよ作った奴やつ。趣しゆ味み嗜し好こうが振り切れちゃってるだろ。

「絶対領域は置いといて、今着ているその制服は一体どうやって調達した？　うちの学校のだろ、それ」

「あ、それは……その……」

　何な故ぜか言いよどむメル。チラチラと助けを求めるようにニムさんの方を見ている。それを察したのか、今度はニムさんが質問に答えた。

「そりゃもちろん学校から頂ちよう戴だいしたよ」

「学校からって……んなバカな。『くれ』って言って貰もらえるもんじゃないッスよ」

「『くれ』なんて言ってないよ。更衣室に置いてあったのを失敬しただけだし」

「は？」

「ロッカーにあった中から、サイズが合いそうなものをササッと」

「盗んだのかよ！」

　ニムさんはシラを切るように耳をほじっている。どこぞの世界に盗みをはたらく公務員がいると──ああ、いるのか、異世界には。

「だってしょうがないじゃん。一番最初に行ったときは先生らしき人に門前払いされちゃったんだし」

「一番最初？」

「私たち、今日の昼にこっちの世界に着いて、聖剣の手掛かりを探してたんだよ。そしたら空に黒い炎が上がったから、『あれ魔ま力りよく的てきな何かじゃね？』と思って行ってみた訳。ちょっと道に迷ったりして時間が掛かったから、大体夕方くらいになってたかな？」

　ああ、二人と車道を挟はさんですれ違った時か。

「学校行って『剣見ませんでした？』って言ったら不審者みたいな扱いされて、聞く耳持ってもらえなかったんだよ。ひどくない？」

「ひどい！　先生何も分かってない！」

　来栖がコップをテーブルに叩たたきつけた。

　そうは言うが、少なくとも先生は何も間違ってないからな。お前がカルチャーギャップ感じるところじゃねーぞ。

「でまあ、ひとまず目立たない格好に着替えて出直そうかって話をメルとしたんだけど……そしたら今度は引き返す途中で、またも黒い炎が空に、ね」

　来栖がじいさんの家で木を斬きり倒たおそうとした時だ。

　それを見ていたから二人は俺たちのもとにやって来た──そういうことか。

「本来は、合法的に衣服を手に入れようとしてたのですよ？　でも、聖剣を見つけちゃったので追いかけない訳にも行かず……」

　メルが補足がてら、さり気なく自分を正当化しようとしてきた。

「二人が学校に入っていくのは見えたから、私たちは教師に見つからないように校舎裏まで回って、体育館近くの廊下の窓から忍び込んだ。体育館は外から把は握あくできたから、その近くには更衣室があるんじゃないかと踏ふんだ訳」

　なるほど。あの時間ならすでに部活は始まっていたし、更衣室の中には基本誰だれもいなかっただろう。偶然かもしれないが、良いタイミングだ。

「メルが施錠魔法シユロニス使ってたから、着替える時間は十分あったしね」

　ニムさんが言った瞬しゆん間かん、来くる栖すが勢いよく挙手。

「質問！　学校にいる時も気になったんだけど、そのシュロニスって何？」

　メルがコホンと咳せき払ばらいして答える。

「シュロニスは施せ錠じよう魔ま法ほうとも言って、財産管理魔法の一種なのです。術者が指定した建築物の扉をぜーんぶ閉じて、強制的に鍵かぎを掛ける魔法ですよ」

「何それ、超地味」

　来栖は眉み間けんにシワを寄せて残念そうに呟つぶやいた。気持ちは分からないでもない。

「なっ──地味とは何ですか地味とは！　鍵の無い扉もロックすることができるのですよ？　しかも魔力で扉をコーティングするから強度も抜群！　鍵穴がある訳じゃないのでピッキングも不可能！　防犯に優すぐれた優秀な魔法なのです！」

「でも私開けられたよ。聖剣でぶった斬ぎった」

「そっ──それは、だって、伝説の聖剣持ち出してくるなんて卑ひ怯きようですよっ！」

　顔を真っ赤にして涙目になるメル。どうやら魔法にはそれなりのプライドがあるらしい。

　そんな彼女をよそに、来栖は持論を語り出した。

「魔法って言ったらもっとこう、炎をブワッて出したり、風をビューって吹かせたり、雷をズドーンって落としたりするでしょ」

「そんなの全部が第一種危険魔法ですよ。使用するには十枚二十枚の書類を付けて国に申請して許可を得なくちゃいけないのです」

「許可？」

「そうです。よほど軽微なものを除いて、魔法の使用には許可が必要なのです。危険性を伴わない魔法を使うにしても、魔法免許を取得する必要がありますし、危険性を伴う魔法を使う場合は、その免許に加えてまた別に申請が必要になるのです」

　来栖の顔がみるみるうちに落胆の色を深めていく。

「何でそんなに魔法が管理されてるの!?　意味分かんない！　異世界の意味無いじゃん！」

「危ないものには管理が必要なのです。当たり前じゃないですか」

　クレームを付ける市民とそれに対応する公務員がここにいた。ああはなるまいと、来くる栖すの姿が反面教師に映る。

「あたしが今現在使ってもいいって許可されている魔ま法ほうっていうのは、さっき言った施せ錠じよう魔法とか、聖剣整備魔法とかの類たぐいです。聖剣整備魔法にしても、これは熱を伴いますから第二種危険魔法に指定されていて──」

「もういい、もういいよ、分かったよ、そんなのもう聞きたくないよう」

　来栖がバタバタとテーブルを両手で叩たたいていた。今日一番カルチャーショックを受けているのはこいつで間違いない。

「そう言えば、肝かん心じんの聖剣展って今どうなってるんスか？」

　話が一段落したところで、俺は先ほどから気になっていたことをニムさんに尋ねた。

「今もう開催中なんスよね？　目玉の聖剣──シュトラールでしたっけ？　それが無いと困るんじゃないんスか？」

「あ、そうだ、それも聞きたかった。どうなってるの？」

　さっきまでテーブルを叩いていた来栖が、急に話に飛びついてきた。さっきから興味を持ったり失なくしたり忙しい奴やつ。

「さっきから思ってたけど来栖、敬語使えよ、一応年上だぞ」

「ファンタジー世界では、そういうのあんまりうるさくないから」

「知らねえよ。お前の思い込みだろ、それ」

　現にメルは敬語使ってんじゃん。異世界とか関係ないだろ。

「聖剣展にはとりあえずレプリカを送っといたから、まあ、何とかなってるんじゃないかな」

　先ほどの質問に軽い口調で答えるニムさん。しかし、直後にやや顔を険しくして言葉を続けた。

「ただ、四日後の朝までには本物を聖剣展に送らないとマズイんだよね」

「どゆこと？」と来栖。

「四日後から聖剣展のイベントで『聖剣に触さわってみよう』コーナーが始まるから、レプリカだとマズイってこと」

　ニムさんは溜ため息いきを吐つきながら説明した。

「そういうのって、必ず聖剣マニア・オタクの類が来るんだよ。場合によっちゃ関係者よりも詳しい人間がいるから、レプリカだと見破られる可能性が低くない」

「じゃあレプリカだって言っちゃえばいいのに。本物は展示してません、って」

「今回のシュトラールの展示は目玉なんだよ。何ヶ月も前から本物出しますって宣伝してたから、今さらダメですとも言えない」

「そーゆーものかなあ？」

「そーゆーもんなの。こんな世界的なイベントでヘマしたら、全世界的にうちの市がナメられることになるからね。そうなれば市民からだって苦情入るし、来年市長選でみんなピリピリしてるってのに面めん倒どうなことしやがって、って私も何かと生き辛づらい」

　来くる栖すの疑問に即答するニムさんは「参った参った」と頭を搔かいた。

「そういう訳だから、できればイベントの前日──最低でも当日の朝までには聖剣展にシュトラールを送る必要があるの。分かった？」

　つまり聖剣を持って帰るタイムリミットはできれば三日後の木曜まで、最低でも四日後金曜──イベント当日の朝までということか。でも──、

「聖剣壊こわれちゃってるじゃないッスか」

「まあね」

　まあね、って……。切せつ羽ぱ詰つまっているであろうはずなのに、ニムさんはどこか緊きん迫ぱく感かんに欠ける。

「そもそもあれ、伝説の聖剣なんでしょう？　どうして折れたりするんスか」

「あれはさ、千年前に魔ま王おうを倒たおした時点でもうギリギリだったらしいんだよね。刃はもうボロボロで──でも、さすがにボロボロのままだと見栄えも悪いからって、今までに何度か補修したらしいんだわ」

　しかし、魔王を倒した当時ですら、すでにシュトラールを打った刀かたな鍛か冶じはこの世を去っていた。特殊な製法で作られていた物らしく、当事者以外では補修の方法・質にも限界があり、剣の強度自体は戻らなかった──ということだそうだ。

「それに、クルスの魔力も想像以上だったし」

「ん？」と来栖が耳を立てる。

「剣から出てた黒い炎──あれ、かなりヤバイやつ。物を消しよう滅めつさせることに優すぐれた闇やみ属性の魔力なのよ」

「属性だって苅かり羽ばくん！」

　来栖がガッツポーズする。何な故ぜかは分からない。

「資料で見た限り、魔王を倒した時には光の魔力が剣から放たれた──ってなってるから、どうも持ち主によって効果が違うみたいなんだよね、シュトラールは」

　腕を組み、首を傾かしげながらニムさんは続ける。

「クルスの破は壊かい的てきな闇の魔力に耐たえ切れずに壊れた、っていう面もいくらかあるんじゃないかな。個人的にはそう思ってる」

「つまり私は特別だ、と」

　来栖が「ふふっ」と笑いの吐と息いきを漏もらした。

「話を聞く限り、お前が闇ってるってことだろ？」

「苅羽くんは黙だまってて」

　はい。

「いや、でもカリバの言うとおりだと思うよ。その人の持つ属性っていうのは人格や精神状態によって左右されるから、クルスの精神状態が闇やみ属性を解放するに至るもの──」

「待って、待って待って。それはつまり、私の内面がちょー明るいものになれば、光属性を発現するっていう可能性も、なきにしもあらずってことでしょ？」

「まあ理論上はね」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶ。何も問題無い。私は光属性、私は明るい、私は──」

　何か唱え始めた。この子怖い。

「来くる栖すは放ほうっておくとして……結局、その折れた剣どうするんスか？」

「うーん……ま、そこら辺はメルが頑張って直してくれるから」

「えっ」

　メルは聞いてません、という顔でニムさんを見た。

「何であたしが──」

「できそうなの、メルしかいないし。それにあれでしょ、メル去年から通信教育やってるじゃん。『聖剣整備魔ま法ほう講座』だっけ？」

「折れた剣を戻す方法なんて無いのです。基本的に折れた剣は廃はい棄き──」

「んな固いこと言わないでさ、ピャッとくっつけてスッと継ぎ目を消せばいいんだよ」

「無理ですって。……いいですか？　鋼はがねの溶接っていうのは──」

「あ、そういう難しい話は分からないから要らない」

　自分の要求だけ伝えてメルの話は聞こうともせずヘラヘラ笑っている先輩職員。その後輩は「もーっ！」とほっぺを膨ふくらませていた。

「直した後の強度だ何だとかはどうでもいいんだよ。どうせ誰だれも使えない物なんだから。何とか元どおりの長さで、パッと見た感じ、継ぎ目が分からなければそれでいい」

「って言われてもお……」

「いっつも聖剣倉庫で何かやってんじゃん。メンテナンス。魔法で剣の表面の傷を直すやつ」

「あれは使い物にならなくなったやつを展示用に調整してるだけなのです。表面だけに熱を加えて均ならすっていう作業なので、本当にただの傷消しくらいしかできません。それに、直した部分は組成が変わるから、よく見れば微妙に光り方とかが周りと違って──」

「つまり大丈夫ってことだね」

　けろっとニムさんが言ってのける。対してメルは「あたしの話聞いてましたか!?」と、テーブルを拳こぶしでドンドンドンと悔くやしそうに叩たたいていた。

「あれは見た目が多少良くなるっていうだけで、根本的には剣の価値を下げるものなのです。そんなことをシュトラールにできる訳──」

「もう折れちゃってんだから何したって一いつ緒しよだって。それとも何？　メルはシュトラール真っ二つです、って報告すんの？　係長に？　課長に？　部長に？　市長に？　私、絶対嫌いやだ」

　それを聞いて、メルが「うっ」と言葉を詰まらせた。

「パッと見で普通なら大だい丈じよう夫ぶだって。『何か直した跡があるぞ』とか言われたとしても『ああ、千年前に直したんですね』とか言ってれば問題ないから。昔のことなんて誰だれも分かるはずないんだし、余裕でごまかせるよ」

「でもうちの市の聖剣管理規程第十三条第三項に、『台帳に登録してある聖剣が損そん壊かいあるいは滅めつ失しつした際には、規定の様式によって速すみやかに市長に報告しなければならない』って──」

「ここ異世界だから『速やかに報告』なんて無理だし。それに直るから。あっちの世界に戻った時には損壊も滅失もしてないから。はい、規程違反なし」

　メルは「ええぇ……」と困こん惑わくの表情を浮かべているが、ニムさんはそれ以上取り合わない。この人、本当に公務員だろうか。

「でも、あたしは傷を消すことはできても、剣をくっつけることなんてとても……」

「瞬しゆん間かん接着魔ま法ほうアロンアルファ」

　来くる栖すが立ち上がり、ポケットから非常に科学的な工業製品を取り出していた。

「何それ？」とニムさん。

「こっちの世界に密ひそかに伝わる魔法の一つで──」

「ややこしくなるからやめろ。ただの接着剤じゃねーか」

　そう言うと、来栖に軽けい蔑べつの眼まなこを向けられた。俺は至し極ごく真っ当なことを言ったはずだが。

　来栖はコップの底に接着剤を塗ぬり、それをテーブルにドンと置いた。そして、十秒後にコップを持ち上げると、それと一いつ緒しよにテーブルも宙に浮いていた。

　……すげえなアロンアルファ。

「ＯＫ、それでいこう」

　満足気に頷うなずくニムさん。

「ククク……この液状タイプは接着魔法の中でも最弱……ゼリー状タイプを使うまでもなかったか」

　来栖が何か言ってる。

「とりあえず解決かな。あー疲れた。久々にクトネシリカ振り回したから疲れたわー」

　そう言って、ニムさんはソファの背もたれに体を預ける。

「あの、俺思うんスけど、こうして話し合いで済むんだったら、最初から言ってくれれば良かったんじゃないスか？　事情さえ分かってれば、屋上で戦ったりしなくても済んだんだし」

「説明するの面めん倒どう臭くさかったから」

　この人は……。

「あ、何、その目は。そもそも元あったはずの場所から聖剣無くなるなんて思わないし。勝手に持ち歩いてたのはそっちでしょ」

「だってよ、来栖」

「え、私？　……だって、えっと、聖剣が刺さってたら抜くでしょ普通？」

「ちょっと何言ってるか分からない」

「ひどいよ苅かり羽ばくん！」

　ひどいのはお前の思考回路だよ。

「あたしはちゃんと説明しましょうって言ったのに……」

　ニムさんに対し、メルが抗議のジト目を向ける。

「あ、ひどっ、最終的にメルも納なつ得とくしてたじゃん。最低限の関かかわりで済ませるべきだから余計な接触は持たない、って言ったら頷うなずいてたじゃん」

「そうですけど……でも、肝かん心じんの聖剣が壊こわれちゃったらどうしようもないのですよ。取り戻しにきた物を自分で壊してればお世話無いのです、まったく」

「私だって壊したくて壊した訳じゃないし。それに、一応は峰みね打うちでクルスの手を狙ねらったんだよ？　予想以上にあっちの剣が速かったから、結局思うようにいかなかったけどさ。──ってか、あそこで剣折ってなかったら私死んでたよ？　あの魔ま力りよくぶっ放されてたら何も残らなかったよ？　メルは私に死ねって言ってんの？」

「そうは言ってませんけどお……」

　メルは上う手まい反論が見つからず、唇くちびるを尖とがらせている。

「こっちも内心ドキドキだったんだよ？　まさかシュトラールを使える人がいるなんて思わなかったからさ。もし相手が攻こう撃げき的てきな人間だったら『私殺されちゃう』ってビビってたから、ああやって奇き襲しゆう的てきなやり方にせざるを得なかったんだよ。……まあどっかのおじいちゃんのせいで逃げられちゃったけど」

　ニムさんは溜ため息いきを小さく吐ついたが、次の瞬しゆん間かんにはホッとした顔を見せた。

「ささ、シュトラールも無事見つかったし、さっさと直して帰ろうか。そんなに時間ある訳じゃないし」

　ニムさんが気持ち良さ気に背伸びをした。

　俺も一件落着かと胸を撫なで下ろす。メルもどことなく緊きん張ちようの糸が切れたような表情をしていたが、ただ一人、来くる栖すだけがどこか不満気な顔を見せている。

　何だ、あいつまださっきの俺のツッコミに怒おこってんのか。

「ね、ちょっと待って」

　軽くフォローしておくかと話し掛けようとしたら、当の来栖が口をひらいた。

　ただし、俺に話し掛けてきた訳ではない。その対象は異世界の二人だ。




「聖剣持って帰るみたいな話になってるけど、私、返すつもり無いよ？」




　何を言い出すのこの子はやめてマジで。

「この聖剣は私のもの。何な故ぜなら私が拾ったから」

　ソファの横に置いてあるキーボードケースを指して来くる栖すが言い切った。

　だが、即座に「いや、その理り屈くつはおかしい」とニムさんが返す。しかし来栖は取り合わない。

「おかしくないもん。拾ったアイテムは主人公の物だもん。しかもそれが伝説の聖剣だとかいう代しろ物ものならなおさら。私の専用アイテム」

「どうしよう。やっぱりこの世界の人間、現実とゲームの区別が付いてない」

　失礼なレッテルを貼はってくるニムさん。そんな彼女をよそに、来栖は自みずからの正当性を訴うつたえる。

「さっきの話だと、今まで使える人間が誰だれもいなかったって言うし、誰にも使えない物を市が持っている意味なんて無いもん。剣装備できないモンクだけのパーティなのに、聖剣持ってたって無む駄だでしょ？　使える人間が持ってる方がずっと意味があるよ」

「まあ私だって好き好んで聖剣を管理したい訳じゃないけどさ。いやホント、何十、何百とある聖剣が減るなら、管理する側としては嬉うれしいんだよ？　内心では是ぜ非ひ貰もらってほしいくらい」

　とんでもない公務員だ。

「でもやっぱり市の財産だからね。しかも名目上は伝説の聖剣。それ無くなると大問題な訳よ。私、間違いなくクビ」

　来栖とニムさん、双方一歩も引かぬ姿勢を見せ、睨にらみ合いにも似たアイコンタクトを交わす。

　だが、その十数秒後、ニムさんが「あ、そうだ」と指を鳴らした。

「シュトラールはあげられないけど、他の聖剣はどう？」

「他の？」

「そう、他の。倉庫の中から良いの見み繕つくろって、私たちが帰った後にこっちの世界に送るってのはどう？」

「ちょっと待つのです！」

　メルが血相変えて挙手した。

「そんなことして良い訳ないじゃないですか！　どうしてそういつもいつも管理者としてあるまじきことを──」

「待った待った。何も聖剣台帳に登録してある物を渡そうって訳じゃないよ」

　台帳──つまりは管理用の帳ちよう簿ぼだ。ニムさんの言うところでは、市で所有する聖剣は全すべてその帳簿に記載の上、管理されているとのことだが──。

「うちの市ってさ、実は台帳に載ってない聖剣が結構あるんだよね」

「ちょ──先輩！　それどういうことなのです!?」

「いや、そのまんまの意味だけど。ってかそれ、悪いの私じゃないよ。私が異動して来た時からそうなってたものだからさ。悪いのは前任者だよ。適当な管理しちゃってさ」

「先輩も人のこと言えないのでは……」

「私はちゃんと把は握あくしてるもん。台帳に載ってない聖剣があるって」

「把握してるなら早く載せてくださいよ！　何で放ほうっておくのですか、もー！」

「台帳に載せてないと、壊こわれたりしてもバレないから、色々実験できるよね。実は私が傘かさに仕込んでるクトネシリカも、帳ちよう簿ぼに載ってないまま倉庫の隅すみに埋うもれてたやつなんだよ」

「え！　それ、許可申請出して携帯してるんじゃないのですか!?」

「いや、申請通るような理由が無いし。基本魔ま獣じゆう猟りよう師しじゃないと携帯できないんじゃない？」

「それ不法所持なのです！　どうして率先して法を犯すのですか先輩は！」

「バレなきゃ浮気じゃないって言葉があってね──」

「聞きたくないですっ」

　ハイハイ、とニムさんはどうでもよさそうにメルをあしらうと、改めて来くる栖すに告げた。

「という訳で、どーよ。私が使ってた聖剣レベルの物なら、多分まだ残ってると思うけど？」

「それじゃちょっと……伝説の聖剣とは釣り合わないかな」

　来栖は興味無さそうに、ストロー袋を捩よじり、水を垂らして遊んでいる。

　だが、その目は右う往おう左さ往おうしており、動どう揺ようが半はん端ぱ無い。

「じゃあ二本付ける！　これでどうだ！」

「え、マジ──ゴホッ、ゴホッ……いやー、伝説だしなー、二本でどうなる物でもないよなー……ゴホッ、うへへ、二刀流カッコいーなー」

　感情の方向までもが右往左往して、もはや何とも形容しがたい表情になっている。水を含んでうにょうにょと蠢うごめく袋は、彼女の感情をよく表していた。

「しゃーない、じゃあ三本出す！」

「もう一声！」

「もってけドロボー五本でどうだ！」

「はい買った！」

「「ではそういうことで」」

　お巡りさん、ここで公務員が談合してます。







　これで全すべて話がまとまった──と思いきや、

「よしよし、そうと決まれば……実はちょっとお願いがあったんだけど」

　ニムさんが手もみをしながら言葉を続けた。

「さっき、聖剣展のイベントまでにシュトラールの修復を済ませて、私たちは異世界に帰るって言ったでしょ？　でも聖剣整備魔法やら転送魔法やらで魔力を使うとなると、メルの魔力が持つかどうか厳しいんだよね」

　だから、魔力の回復剤を調達してほしい──それがニムさんの要求だった。

「回復剤なんて……そんなものこっちの世界にあるんスか？」

「知らない」

　即答。無責任にもほどがある。

「でもドラッグストアとかに置いてるでしょ？　私たちの世界ではそうなってる」

「置いてある訳ないし。ここがどこか考えてから物言ってください」

　俺の言葉に、ニムさんは「面めん倒どう臭くさいなー」と頭を搔かいている。

「じゃあ原料でいいや。アローネっていう植物無い？」

　聞いたことが無い。試しに来くる栖すがスマホで調べているが、やはりそれらしいものは無い。

「どーゆー植物なの、それ。野菜？　果物？」

　来栖が興味を持ったようで、スマホ片手に尋ねている。

「強しいて言えば野菜かなあ。地面に埋うまってる感じの……」

「地面に？　じゃあ根菜類だね。見た目は細長い？」

「細長いって言うか……人」

「ふーん、人かあ、人…………は？」

　来栖の時が止まる。

「なに、人って」

「いや、だから人型なんだよ。大体ニンジンくらいの大きさだけど、手とか足みたいに根っこが分かれてて、顔がある」

「顔？」

「うん。目と口みたいなのがあって、地面から引き抜く時に絶叫する」

　それって──、

「マンドラゴラじゃん！」

　来栖が指を鳴らす。

　ヨーロッパあたりの伝承に登場する植物──魔ま草そうマンドラゴラ。成熟すると、二ふた股またに分かれた足を動かして徘はい徊かいするようになると言われる。また、土の中にいるところを引き抜くと、その叫び声で人はショック死するとか。

　ファンタジー系の創作にはよく出てくる素材で、例の「ヴィジオネア・エンデ」にも魔術の強化剤として登場していた気がする。

「残念だが、そんなものは無い」

　俺は即座に言い切る。生まれてこの方、動いて叫ぶ植物なんて見たこと無い。

「待って苅かり羽ばくん」

　来栖がスマホをいじりながら声を上げた。

「実はね、マンドラゴラはマンドレイクとも言って、実在する植物なんだよ。もちろん、動くとか叫ぶとかは伝承に過ぎないだろうけど」

　実際にあるのか。それは知らなかった。

　さすが来栖。普ふ段だんからファンタジーにかぶれているため、こういった知識はあるのだろう。

「ふーん。で、それ、どんな植物なんだ？」

　俺が聞くと、来くる栖すはスマホの画面を読み上げた。

「ナス科の植物で、根が幾いく重えにも分かれており、人型に似る個体もある。その根には、幻覚や幻げん聴ちようを伴い死に至らしめる神経毒が含まれる」

「危な過ぎるだろ……」

　そんなもの探したくはない。即却下。

　それに、俺が却下するまでもなく、マンドレイクとやらは日本では栽培されていないものであり、手に入れようとしてすぐ手に入るようなものでもなかった。

「残念ですけど、どうやら力になれそうには……」

　言いかけた俺だが、ニムさんは強引に声を被かぶせてきた。

「待った！　何もタダでとは言わないよ。回復剤を見つけられたら、さっきの話に加えて聖剣一本プラスしよう！　でもって、予定より帰還スケジュールを早めることができたら、異世界へのご招待も約束する！」

「分かった！　やる！」

　即断即決やめてください来栖さん。

「ものは考えようだよ苅かり羽ばくん。要は魔ま力りよくの回復剤を見つければ良いだけで、必ずしもマンドレイクを見つけなくちゃいけない訳じゃない」

「かもしれないけど、魔力の回復剤なんて全く当てが──」

「いやいや、そこも考えようだよ。マンドレイクがこうも言い伝えられている理由っていうのは、間違いなくその形──人型っていうところでしょ？」

「それが……何なんだよ？」

「基本的に何でもそうだけど、人の形になったからこそ、何かの力が宿るっていうのが古こ今こん東とう西ざいの物語の基本だよ。たとえば呪のろいの藁わら人形だって、原材料はただの藁でしょ？　でも、藁を人型にした結果、呪いの力が宿る──」

　来栖はそこまで言って、人差し指をピッと立てた。

「つまり、マンドレイクに限らずとも、人の形をした植物には魔力の回復剤としての効果があるんじゃないでしょーか」

　来栖はそう言って、立てた人差し指を俺の鼻へと向けた。

　ニムさんから餌えさをぶら提さげられたせいか、こいつも必死だ。

「たとえばほら、ニンジンとか大根。時々あるでしょ、根っこが二ふた股また三股に分かれたようなやつ。そう考えれば、マンドレイクと大差無いよ、うん」

　つまり明日からニンジン漁あされってか。

「クルスの言うことも一理あるかもしれないね」

　俺に追い討うちを掛けるようにニムさんが頷うなずく。

「植物に限らずとも、生育中に強い魔ま力りよくを吸収した生物っていうのは、その姿形に何がしかの変化が出ることが多いんだよ。極きよく端たんな例だけど、動物が魔力の影えい響きようで魔ま獣じゆうになったっていうのも同じことだね。……もしも人型のニンジンやら大根やらが魔力を吸収した結果なら、それを食べれば魔力の回復が見込める可能性はある」

　そういう冷静な分析やめましょうよ。どんどん断りづらくなる。

「じゃあ決まりだね苅かり羽ばくん！　明日からも忙しいよこれは！」

「いや俺は」

「そう言ってくれると助かるよ！　二人とも、明日からもお願いね！」

　来くる栖すとニムさんによる強引な幕引き。結果、ここでの話し合いは終了。俺の抵抗も虚むなしく、カラオケボックスを出る流れとなった。

　ニムさんに聖剣を渡して外に出ると、もう太陽が沈んでいた。辺りはすっかり闇やみに染まっている。

「思っていたより……暗いのです……」

　メルがぼそっと呟つぶやいていた。







[image: Ⅳ．魔草見つけた結果]







　翌日の放課後、俺と来くる栖すは園芸部が管理している校舎横の畑にいた。

　体育館ほどの大きさの畑はいくつかの区画に分けられているようで、その中の一つにニンジン畑があった。

　ただ、その一区画だけでも、ちょっとした家の庭くらいの広さがある。さすが田舎いなか町まち。土地が余っている。

　──昼休み、園芸部の部長に話をつけに行くと、「目当ての物だけ取っていく分には問題無い」とのことだった。地面から引き抜いても、再度植え直してくれるならば、好きなように確かめてくれ、と。

「うわー、まだ小さいねえ」

　来栖は畑にしゃがみながら、早さつ速そくニンジンを引っこ抜いていた。その言葉どおり、ニンジンはまだ細く短いものばかりだ。

「園芸部の部長も、まだ全然収穫期じゃないって言ってたからな」

　俺も来栖の横で人型ニンジンの捜そう索さくを手伝う。

　引っこ抜いては戻し、引っこ抜いては戻し──当然、そう都合良くは出てこない。

「苅かり羽ばくん」

　作業開始から五分ほどして、来栖が声を上げた。

「何だ？　まさか、あったのか？」

「飽あきた」

　早えーよ。

「お前、昨日自分から『やる』って言ったんだぞ？　覚えてるか？」

「これは辛つらいよう。ミニゲームとしてもクソゲーの部類だよう」

　泣きそうな顔で情けない声を出す来栖。

「自分でクソゲー展開に持っていったくせに勝手なこと言ってんじゃねーよ」

　泣きたいのは俺の方だ。

「でも……やっぱりニムやメルも困ってたし。ちょっとは助けたいって思うじゃない？」

　いつになく真っ当なことを言う来栖。

　──ああ、弱きを助ける「正義」というのも、勇者の一要素ではあるな。

　そう言えば、先週来栖と会った時に、こいつは昔泣き虫だったと言っていた。そして姉さんから「強くなれ」と言われて、ファンタジー作品から影えい響きようを受けた、と。

　思えば昨日、男子生徒を助けに行ったのも、正義とやらが関係しているんだろう。行動も思考も極きよく端たんだが、こいつなりに一いつ生しよう懸けん命めいなのは分かる。

「来栖の姉さんって、どんな人だったんだ？」

　ニンジンを抜きながら、俺はそんなことを聞いてみた。来栖をこの道に引きずり込んだ元げん凶きよう──もといキッカケとなった人物に、少し興味が湧わいたのだ。

「うーん……〝普通〟の人、かな」

　へえ、この妹にしてこの姉アリ、ということではないのか。

　ただ、何となく「普通」という言葉が強調された言い方だったが──。

「私とは違うんだ、お姉ちゃんは」

「違うって？」

「私が小学五年生くらいになった頃ころだったかなあ。お姉ちゃんは中学生だったんだけど、何か好きな人ができたらしいのね」

「へえ」

「あ、ちなみに好きな人っていうのは三次元でね。二次元じゃなく」

　断りが必要な会話じゃなかったと思うなあ、俺。……なに、お前は二次元前提なの？

「でね、それまでは私と一いつ緒しよに『ヴィジオネア・エンデ第三部』とか見てたんだけど、急にやめちゃったの、そういうの。勇者モノのアニメとかゲームとかもしなくなって、コスメ雑誌とか買うようになって」

　真っ当な思春期だ。大体の女子って、そういうものじゃなかろうか。

「それで、いつの間にか彼氏ができてリア充突入。それだけならまだ良かったんだけど、お姉ちゃん、私に何て言ったと思う？」

「何て……？」

「『麻ま央おもさっさとそういうの卒業した方が良いよ』って言われたの。私ね、すっごく寂さびしかった」

　──寂しい？

　来くる栖すが抜こうとしていたニンジンの葉が、プチリと千ち切ぎれた。

「だってさ、私に『強くなりなさい』って言って、勇者モノ勧すすめてきたのはお姉ちゃんなのに、いきなり卒業しなさいって言われたって……おかしいでしょ？」

　来栖は片かた頰ほおを小さく膨ふくらませてこちらを見た。

「それはまあ……姉さんなりの親心みたいなもんだったんじゃないか？　リアルが充実することは悪いことじゃないだろうし」

「それは分かるよ、私だって。でも、それと卒業するっていうのは別問題でしょ？　それに、私は比ひ喩ゆじゃないくらい、ああいうアニメとかゲームとかで育ってきた訳だし……強くなれたのだって、そのおかげだもん。否定したくないよ」

　──へえ。

　意外と考えてんだな、来栖も。

　ぶっ飛んだ奴やつだと思っていたが、それなりに理由はあるみたいだ。今の来栖の性格は、「否定したくない」という反動なのかもしれない。

「ま、別にもう気にしてないけどね」

　来くる栖すは立ち上がり、大きく背伸びをした。

「あー、クソゲー退たい屈くつだよお。バグ無いかなあ、イベントすっ飛ばせるバグ」

　ニムさんは昨日、リアルとゲームの区別がついていないと俺たちを評したが、あながち間違いではないかもしれない。

「あのな、地道にやるしかねーんだよ、地道に──」

　しゃがんだまま畑を見渡すと、奥の方に何か転がっているのが見えた。

「あんぱん？」

　歩いていって確認してみると、食べかけのあんぱんが転がっていた。

　もしやと思い、後ろを振り返りつつ視線を上げると、そこには屋上のフェンスが見えた。

「昨日蹴けとばしたやつか……」

「どうかしたの、苅かり羽ばく──うわ！　何これ！　あんぱん!?　うえぇ、アリたかってる！　苅羽くん、一応言っとくけど、これ、食べられないからね？」

「食わねーよ！　勘かん違ちがいが失礼過ぎるなお前！」

「あ、ってゆーかもうかじってあるし…………苅羽くん……」

「『気付いちゃいけなかったかな』的な目で見るな！　だから食ってねーよ！」

　そもそも食ったのお前だし。

　──俺は事の次第を説明した。

「あー、そっかそっか。うん、もちろん苅羽くんが食べたなんて思ってなかったよ」

　朗ほがらかに適当なこと言いやがって……。

「これ、片付けないとね」

「…………」

　アリびっしり付いてるけど。

「これ、片付けないとね」

「さっきと丸きり同じトーンで言うなよ。ゲームキャラかよ。俺がＹＥＳって答えるまでループするつもりかよ」

　汚よごれ仕事の押し付け合い──何とも不毛だ。俺は腹をくくってあんぱんを摘つまむが──、

「おい、これ──」

　あんぱんの下では、ニンジンの葉がひしゃげていた。だが、その葉は他のどのニンジンのそれよりも大きい。

　あんぱんを放り出し、ニンジンを引き抜くと、その根は太く、それでいて──、

「「人型……」」

　ニンジンは最下部で二ふた股またに分かれ、さらに中ほどでも左右に小さく分かれていた。ちょうど人の脚と腕のように見える。

「何でこれだけ、こんなに──」

「私が食べたからかも」

　困こん惑わくする俺の横で、来くる栖すが頰ほおに指を当てて推理していた。

「私がかじった部分に、口から魔ま力りよくが移ってたんじゃないかな？　だからその魔力が、良い具合に肥料になったとか」

「んなことあんのか？」

「魔力を口移しで分けるっていうのは、何だかんだで良く聞く手法だよ。もちろん、人同士の話だけど」

「つまり来栖は、世界で初めてあんぱん相手に魔力を分け与えた人物ってことか。すげーな」

「え、そうかなあ……えへへ」

　バカにしたつもりだったが、素直に喜ばれた。お前何でもいーのか。







　さて、運良く目当てのニンジンを手に入れた俺たち。あとはこれをニムさんたちに渡すだけだったのだが──、

「どうしてこうなった？」

　場所は誰だれもいない理科室。カーテンが閉められ、日光が遮しや断だんされている。

　六人掛けの大型テーブルが六つあり、そのうちの一つにニンジンが載せられている状態。

　そのテーブルにはチョークで魔ま法ほう陣じんが描かれており、ニンジンが載っているのはその中央部。そして、周囲には六つ、等とう間かん隔かくにアルコールランプが置かれ、炎が揺ゆらめいていた。このせいで部屋には熱が籠こもっている。

「来栖、さっきから何やってんだ？」

「魔力を高める儀ぎ式しき」

　何言ってるんでしょうかねえ、この子は。

　──さっき畑でニンジンを引き抜いた直後、来栖は俺に「ついて来て」と言った。何をするつもりなのかと尋ねてみても、「必要な手順を踏ふむだけだから」と答えるだけ。行き着いた先はこの理科室で、来栖は一人でこの異様な布陣を構築していた。

「魔法陣は魔力を増幅させる装置だから」

「つまり？」

「こうすることで、回復剤としての効果がより高まるの」

「誰が言ってた？　ニムさんか？　メルか？」

「……ネットの掲示板」

「さ、帰るぞ」

　俺はテーブルのニンジンに手を伸ばす。




「ダメエエエエエエエエエエエエエ！」




　全すべてをつんざく叫び。

「があああああああああ、耳がっ！」

　鼓こ膜まくが痛いてえ！

「お前マンドラゴラか！　鼓膜破れるかと思ったわ！」

「ダメだよ苅かり羽ばくん！　持っていかないでよ！」

　耳にガンガン響ひびく来くる栖すの声。

　俺は耳を押さえながら、できる限り声のトーンを落として話した。

「……あのな、ニムさんやメルさんという異世界の存在がいるのに、お前は今さらネットの胡う散さん臭くさい知識に頼たよるのか？　何で、どーして？」

「だって、ちょっと癪しやくじゃん。私昨日で散々異世界のイメージを崩くずされたんだよ？　もうちょっと異世界っぽさを味わいたいんだよっ。それっぽいことしたいんだよう」

　地じ団だん駄だを踏ふむ来栖。

「んなこと言ったってお前……。これ、傍はたから見たらかなり奇妙だぞ。無断で理科室使って何やるのかと思ったら……見つかったらどうしようとか思わねーのか？」

「やらない後悔より、やる後悔だよ」

　こういう変な時に限ってそれらしいこと言いやがって……。

「俺はお前のおかげでいっつも『やられる後悔』だよ。受け身だよ。どうしてくれんの」

「大だい丈じよう夫ぶ、苅羽くんは固有能力なしの色違いモブだから、受け身の流されキャラがよく似合うよ」

　大丈夫な点が一つも無かった。

「傷口をアロンアルファで塞ふさぐようなフォローやめろ。心が痛くて死にそうだ」

「あ、傷付いた？　ごめんね？」

　素直に謝ってくる来栖。

「別にいーけどよ。どーせ俺、聖剣も魔ま法ほうも使えない村人Ａだし。主人公になれないし」

「あ、それは違うよ苅羽くん。たとえ何の力も無い村人Ａだって、本人の中ではいつだって自分が主人公なんだよ。どんなに受け身だろうが後手後手に回ろうが、最終的に自分の道を決めるのはいつも自分しかいないんだから」

「お前さっきからすげーな！　何でこういう訳分かんない時にそういう良いこと言うの!?　逆にどうして真ま面じ目めな時に言えねーの!?　空気を読まないことに特化した機械なの!?」

「何それどーゆー意味！」

　来栖が俺に詰つめ寄ったその時、教室のドアが開いた。

「暗っ！　ってか暑っ！　ってかうわっ、何それキモッ！」

　異様な光景に驚おどろく女生徒。制服のリボンの色は俺たちと同じ──二年生だ。

　彼女はまじまじと俺たちを見ているが、どうやら俺の知り合いではない。他のクラスの人間であることは分かるが、名前は全く知らなかった。

「来くる栖す──さん？」

　女生徒が怪け訝げんな顔でそう呟つぶやいた途と端たん、俺の横にいた来栖の肩がピクリと振動した。

「またこういう訳の分からないことしてるの？」

　彼女はテーブルの上のランプや魔ま法ほう陣じんを見ながら、呆あきれたように──そして、どこか嘲あざけっているかのように言った。

　そして、その人は俺の真ん前まで歩いてくると──、

「どいて」

　その一言。

　気まずい空気の中、俺が避よけると、彼女は机の下の収納スペースから、一冊のノートを取り出した。どうやら忘れ物だったようだ。

「来栖さんに付き合ってあげてるの？」

　そのまま出て行くのかと思いきや、彼女は俺に話しかけてきた。

「それともあなたもガチな人？　ま、いーけど」

　ご愁しゆう傷しよう様さま、と言い残し、彼女は今度こそ去って行った。

　──まるで時間が止まったようだった。

「あれ、知り合いか？」

　問い掛けてみたものの、返事が無い。神妙な面おも持もちのまま突っ立っている来栖。

「おい、来栖、聞いてるか」

「────あ、ごめん、何？」

「さっきの──」

「あ、うん、中学校の頃ころ、同じ学校だったんだ。見てのとーり、あんまり仲良くなかったけどね、えへへ」

　来栖は笑っていた。やけに明るい口調で。

「あんまり気にしないで。苅かり羽ばくんもあるでしょ？　あんまり仲の良くない人とのいざこざくらい」

「まあ……な」

「大だい丈じよう夫ぶ、もう笑い話みたいなものだから」

　実際、そう言う来栖は笑っている。

　何も引っ掛かりを感じなかった訳ではないが、俺はそれ以上、何を聞くこともできなかった。







　それから数十分後、俺と来栖は例の市立公園の奥──かつて世界樹があった場所でニムさんとメルを待っていた。

「で、何でまたこんな場所で会うことになったんだよ」

　先ほど、来くる栖すは二人が泊まっているホテル（昨日俺が紹介した）に電話して、ここを待ち合わせ場所に指定していた。

「ニンジン渡すついでに、昨日聞きそびれたこと色々聞こうと思って。聖剣のこととか、転送魔ま法ほうのこととか。で、転送魔法を教えてもらうなら、当然ここが良いでしょ？　聖剣が転送されてきたのがこの場所なんだから」

「聖剣のことはまだしも、転送魔法のことなんて知ってどうすんだよ。お前、魔法なんて使えないだろ」

　いやいや、と来栖は首を振った。

「今までは使い方を知らなかっただけで、やり方を習ったら実は凄すごい才能があった的な胸アツ展開あるでしょ？　それに例の魔力っぽいニンジンを食べれば、秘められた力が覚かく醒せいするかもしれない。ほら、私、主人公だし」

　お前一人優ゆう遇ぐうされ過ぎだろ。主人公っていうかもはやチート行為の域。

「それに、転送魔法を覚えれば異世界にも行けるよ？」

「さほど行きたくはない」

　夢が無いなあ、と来栖は肩を落とす。

「異世界は置いとくとしても、色々便利じゃん。寝坊しても一いつ瞬しゆんで学校着くし、お金かけずに旅行できるし、ダンジョンで回復薬が無くなった時にすぐ街に戻れる」

「リアルとフィクションをナチュラルに混ぜ込んでくるのやめろ」

　余りに自然で納なつ得とくしそうになっちゃったじゃねーかなどと思いつつ、俺は昨日のことを思い出し、呟つぶやいた。

「そういや、勝ったんだよな、あの二人」

　この勝った負けたというのはパチンコの話。

　──昨日カラオケボックスを出た後、ニムさんとメルは五千円を元手に、俺の案内したパチンコ店へと消えた。

　というのも、彼女らが持っていた日本円があまりに少なかったからだ。

　食べるにも休むにも、何をするのにも金は必要だが、いかんせん彼女らが元々持っている通貨や紙し幣へいは、この日本では通用しない。というより、こちらの世界のどこであっても使えないだろう。異世界人の辛つらいところだ。

　事前にあちらの世界で日本円を用意してはいたものの、彼女たちが集められたのは千円札五枚。一日だけならまだ何とかなったかもしれないが、数日を過ごすにはどうしたって足りない。

　そんな彼女らの現状を知った俺は、ギャンブルを勧すすめた。もちろん普通にやってはほぼ勝目など無いが、メルには魔ま法ほうというものがある。

　パチンコの仕組みを説明すると、ニムさんは「余裕」と笑っていた。

　メルの聖剣整備魔法では、鉄金属を柔らかくするほどの熱を起こせる。パチンコ筐きよう体たいの釘くぎをへたらせてガバガバにすれば、玉がドカドカ入るだろうという見立てだ。

　昨日今日とホテルに泊まれているということであれば、パチンコ作戦は成功したのだと思われるが──、

「ん？　あれって……？」

　来くる栖すが遠くを見ながら声を上げた。

　向こうから近付いてくる二人の人間。身長も髪の毛の色もまさしくニムさんとメルだったが──、

「何スかその格好……」

　ニムさんは毛皮のコートに身を包み、首元に真っ白なファー、足元には革のブーツを履はき、何というか大阪の金持ったオバチャンみたいな服装になっていた。

　メルはメルで、胸元にもスカートにもやたらフリルの付いた黒いドレスを着ており、ゴスロリに近い格好。

　そして二人とも、首元にはネックレス、手には指輪が光っている。

「いやー、昨日ずいぶん儲もうけちゃったからさ、店員の勧すすめるままに色々買ってみたよ、服」

　どんだけ出したんだよ。一玉三千円の沼パチンコとかじゃねえだろうな。

「どう？　似合ってる？」「どうですか？」

　俺の苦笑いも何のその、二人は口々に尋ねてきた。何の罰ばつゲームだこれ。

「メルは……見方によっては可愛かわいい。そういう需じゆ要ようは確かにある」

　メルは照れたように笑い、俺の隣となりでは来栖がうんうんと頷うなずいている。

「ニムさんは──」

　俺が逡しゆん巡じゆんしていると、横から──、

「変だよ─────ぶはっ」

「ばかくるすおまえ」

　来栖が爆笑していた。

　もう少しオブラートに包んでくれても良かったんじゃないだろうか。……彼女に質問があったというお前のためにも。

「ぶっはははは────あれ、ニム？　怒おこった？　ねえ、どうして無言なの？　ねえ、ニムってば、怒った？　あの、シカトしないで、ねえ、ニム、ニムちゃん……ニムさーん？」

　その後来栖が十数分かけて宥なだめ終わるまで、ニムさんは無言を貫つらぬいていた。







「じゃ、まず例の回復剤をもらおうか」

　ニムさんが来くる栖すの前に手を出し、催さい促そくした。

「ダメ。そっちが色々教えてくれるのが先。ニンジン渡した後だと、ニム約束破りそう」

「はあ？　何それひっどいなー。私そんな風に見える？」

「見えるよ」「見えるな」「見えるのです」

　異世界文化の壁を越え、今、三人が一つに。

　一方で、ニムさんは軽く舌打ちしながら「わーったよ、もー」とふて腐くされていた。

「で、何を聞きたいって？」

　夕焼けの光を浴びながら、ニムさんが来栖に声を掛けた。

　来栖が世界樹とやらをぶっ飛ばした場所──もとい、聖剣が突き刺さっていた場所。周囲に比べて木々が少ないこの場所は、赤い夕日がダイレクトに降り注ぐ。

「とりあえず二つ。どうして異世界人でもない私がシュトラールを使えたのかってことと、転ゼ送ア魔ラ法ムの仕組みがどうなってるかってこと」

　ふーん、とニムさんは気の抜けた声を発した。

「説明はするけど、私だってよく分かってない部分は多いからね。期待し過ぎないように」

　そう断りを入れると、ニムさんはまず聖剣のことについて語り始めた。

「昨日も言ったけど、聖剣を扱えるのは勇者の血を引く人間──ヘルディアのみ。つまりクルスは、勇者の血を引いている。これは多分間違いない」

「んー、でも私、親しん戚せきに勇者いないけど」

　来栖が頭悪いコメントをしながら首を傾かしげていた。

「そりゃまあ今の身内にはいないだろうね。ただ、これは推測だけど、多分千年くらい前のご先祖さんが勇者だったんだと思うよ」

「千年前？」

「ちょうど魔王討とう伐ばつの最盛期だからね。故意か偶然か、こっちの世界に飛ばされてきちゃった人なんだと思う」

「どゆこと？」

「あの時代は、魔王を倒たおすための魔法発明が盛んだったから、色々な魔法が確立されたんだよ。転ゼ送ア魔ラ法ムもその一種なんだけど、当時はまだ試し行こう錯さく誤ごの連続だったから、試しにやってみたら『あれー、何かよく分からない世界に来ちゃったぞー』みたいな」

　みたいな、って……。

「さすがに適当過ぎないッスか？」

「何でもそんなものだよ。何かの発明には、とかく犠ぎ牲せいが付きまとうし、その中にも色んなドラマが入り乱れる。そのうちのドラマの一つがクルスのご先祖さんだろうね。異世界に渡った結果、現地の人と子作りして、その血がどんどん続いた結果、クルスに行き着く──と」

「お前のご先祖、見境無かったんだな」

「そうとは限らないもん！　異世界で運命の人と出会えたってことなんだから、良い話だよ」

「娼しよう婦ふとヤった結果、っていう可能性もあるけどねー」

　ニムさんが全部ぶち壊こわした。

　来くる栖すの非難の目を感じ取ったのか、ニムさんはフォローするように説明を再開する。

「この中で聖剣を使えるのはクルスと私の二人。でも、シュトラールの性能を引き出すことができるのはクルスだけみたいだね」

　それを聞いた途と端たん、来栖が分かり易やすく顔を輝かがやかせている。彼女は、こういう「自分は特別」感に凄すさまじく弱い。

「これはセンス──というか潜せん在ざい魔ま力りよく量りようの問題だね。シュトラールみたいな伝説級の聖剣は、膨ぼう大だいな魔力量が無いとその力を引き出すことはできない。だけど、その水準があまりにも高過ぎて、ここ数百年、シュトラールを扱えたっていう人の記録は皆かい無むだったんだ。それが、まあどうして──こんな魔法の無い世界の住人がねえ……」

　半ば呆あきれたように来栖を見るニムさん。だが、その視線には嫌いや味みが無い。純じゆん粋すいにその巡り合わせの妙を楽しんでいるようにも見えた。

「苅かり羽ばくん、私……凄すごかったんだね」

　来栖はやけに感動していたが、もはや本当にモブキャラの俺は何の言葉も返せなかった。別に悔くやしくなんかないんだからね。

「さて、続いて転送魔法についてだけど……」

　ニムさんはそう言うと、メルに「どんな感じ？」と尋ねた。

　メルは小さく畳たたんだシートを懐ふところから取り出すと、それを地面に大きく広げる。約１メートル四方のシートには、赤い線で魔ま法ほう陣じんが描かれていた。

　さらに彼女は、立ったまま魔法陣の上に手をかざし、良く聞きとれない、呪じゆ文もんのような言語を短く発した。

　すると、魔法陣の延長線上の上空１６０センチ辺り──ちょうど俺たちの目線付近に、透とう明めい感かんのあるモニタのようなものが姿を現した。

　ただし、それには厚みなど全く無く、言ってみれば仮想スクリーンのようなものだった。

　50センチ四方の画面には砂すな嵐あらししか映っていない。だが、メルはそれを確認すると、「いけそうですね」と微笑ほほえんだ。

「これなーに？」

　来栖が画面を覗のぞき込む。

「通信魔法の一種です。今から異世界と通信して、転送魔法に詳しいペルファルさんに話を聞こうと思います」

「異世界と──？　通信できるの？」

　はい、とメルが胸を張る。それに対し、「やっとそれっぽい魔ま法ほうが出てきたよ～」と感無量の来くる栖す。彼女は質問を続ける。

「その地面のシートは？」

「これは通信用の魔ま法ほう陣じんで、ペルファルさんがあたしたちに持たせてくれた物なのです。汎はん用よう性せいの高い初歩的な魔法陣をプリントしたものらしく、中心に任意の住所を書き込めば、即席で通信魔法ができちゃう優すぐれモノ！」

　メルはさらに数枚の折り畳たたまれたシートを取り出し、「これが転ゼ送ア魔ラ法ム用魔法陣、これが住所書き間違えたとき用の予備、これが──」と夜中の通信販売チャンネルの売り子みたいなことをしている。

「何その百円ショップで売ってそうな商品!?　やめて！　異世界のイメージ崩くずれちゃう！」

　来栖の叫び。先ほどの感無量が一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいする。

「便利ですよ？　あくまで即席なので、魔力の増幅効果は低いですけど。でも、あたしたちは転ゼ送ア魔ラ法ム素人しろうとなので、これくらいが丁度良いのだと言われましたし」

「だからさあ、そういうのやめよーよ。魔法陣は処女の血で描いたりしてよ。暗い部屋に籠こもって若返りの薬とか作ったりしてよ。魔法使いなんでしょ？」

「あたしは公務員なのですけど」

「でも魔法使えるんでしょ？　秘薬とか作っちゃってよ。法外な値段で売りつけちゃってよ」

「公務員は副業禁止なのですけど」

「っるっさいなー。どうしてみんな異世界人のくせしてこうも日常的な香りを匂におわせてくるの？　信じらんないよっ」

「そんな拗すねないでほしいのです。ほら、もうすぐ通信繫つながるのですよ」

　空中の画面に手をかざすメル。青く光る手の平は、俺に魔力というものを実感させた。

「あ、これ付けといてほしいのです」

　そう言った後、メルは自分の手首に巻いていた腕時計のようなものを外し、来栖の手首に付けた。盤ばん面めんには針も数字も無いが、記号のようなものが液晶で表示されている。

「何これ？」と来栖が尋ねるが、

「～～～～～～～～～～」

　自分の耳が馬ば鹿かになったのかと思った。

　来栖とメルの会話のうち、メルの声だけ全く聞き覚えの無い言語に変わっている。

　俺が目を白黒させていると、今度はニムさんが近付いてきて、メルが来栖にしたのと同じように、俺の手首にもそれを巻いた。

「これ翻訳機。魔力を充電して使うんだよ。入出力対応だから、話す方も聞く方もＯＫ」

　そう言えば、この人たち普通に日本語使ってたっけ。今までこれを身に着けてたからコミュニケーションに困らなかったのか。普通に時計だと思ってた。

「ただ、翻ほん訳やく魔ま法ほう使える人の魔力でしか充電できないから不便なんだよね。あと何日持つかなあ」

　ニムさんが目を細めて言う。

　つまり、これが使えなくなれば、こちらの世界で言葉が通じなくなるということだ。ある意味、この機械の充電が切れるかどうかも、彼女たちが異世界へ帰るタイムリミットの要因の一つなのだろう。

「あ、繫つながったのです」

　メルの言葉とともに、空中の画面にとある顔が映る。

　歳としは三十代半ばほどだろうか。長い銀髪のせいで一いつ瞬しゆん女性かと思ったが、その顔は男性のもの。眼鏡の奥にある目は糸のように細く、柔にゆう和わという言葉がよく似合う。

「こちら、魔ま獣じゆう業協同組合の係長、パルジファル・ペルファルさんなのです。昨日少し話しましたけど、あたしたちを異世界に連れてくる手伝いをしてくれた方なのですよ」

「言い換えれば、聖剣を間違ってこっちの世界に送った極ごく悪あく人にんだね」

「先輩は黙だまっててほしいのです！　……ごめんなさい、ペルファルさん」

　メルは画面に向かって頭を下げる。

『いいんですよ、ニコルズさんはそういう人ですからね。慣れました』

　ペルファルさんとやらは眉まゆを八の字にしながら笑っていた。印象どおり穏おだやかな人のようだ。

『それより、どうしたんですかその格好』

「聞かないで」

　ニムさんの冷たい声が響ひびく。ペルファルさんは首を傾かしげながらも、それ以上そのことには触ふれなかった。

『えーと、それじゃ、そちらの人たちは……？』

「こちらの世界の人で──、ちょっとお世話になったというか……何て説明すれば良いのかよく分からない感じの人たちなのです」

　メルは首を捻ひねりながら言葉を絞り出すが、当然ペルファルさんは釈しやく然ぜんとしない。

「なんと、まさかの聖剣シュトラール適性者」

　ポンッと言葉を吐はき出したのはニムさん。彼女はそれを皮切りに、昨日の一連の流れをペルファルさんに説明した。

『──それは何とも……冗じよう談だんのような話ですねえ』

「ホント、冗談なら良かったんですけどねー」

　信じられないという表情のペルファルさんに対し、ニムさんはどこまでも軽いノリで返した。

『聖剣を直す──ということは戻ってくるまでに少し時間が掛かりそうですね。こちらに帰ってきてから直すということはしないんですか？』

「何があるか分からないですから。万一折れた聖剣を誰だれかに見られる可能性もあるんで、こっちで直してから帰ろうかと。……なのでファルさん、どうか内密に」

『心得てます。そもそもこの異世界転送自体秘密じゃないですか。僕の口から何を言うこともありませんよ』

　ファルさんとニムさんが共犯者の笑みを交わし、二人の会話が一段落する。

　すると、来くる栖すがしびれを切らしたように「転ゼ送ア魔ラ法ムのこと教えてくれるんじゃないのー？」と声を上げた。

「──という物好きな子がいるんで、ファルさん、ちょっと説明してもらってもいいですかね？」

　ニムさんが促うながす。するとファルさんは「まず転ゼ送ア魔ラ法ムの仕組みを少し説明しましょうか」と、三本の指を立てた。

『転送魔法に必要なのは、魔ま法ほう陣じんと住所と魔力の三つです。魔法陣に住所を記して、魔力を送れば転送できる。ただし、どこにでもって訳じゃありません。空間を無理やりぶち抜いて転送する訳ですから、転送元と転送先の土地に「空間の裂さけ目」というものが必要になります』

「空間の裂け目？」と来栖。

『エルフェン以外の人間には見えないものですが──、強く魔力を帯びた土地には、時々そういう綻ほころびができるのです。そして裂け目同士を繫つなげてやれば、物の移動が可能になります』

「裂け目を繫げるってゆーのは……？」

『裂け目がある場所に魔法陣を展開して、魔力を送り込んでやれば良いんです。魔法陣に記された転送先住所にも裂け目があれば、二つの土地が繫がり、物のやり取りが可能になる』

　俺はふと疑問に思った。

「裂け目っていうものがあるのは分かりました。魔力が強い場所にそれができるってことも。──ってことは、今回異世界と繫がったこの場所も強い魔力を帯びてるってことッスよね？」

『そうなりますね』

「こっちの世界って魔法も聖剣も無いんですけど、魔力って存在するんスか？」

「するに決まってるでしょ何言ってるの頭おかしいの」

「来栖はちょっと黙だまっててくれ」

　俺は来栖に目を向けず、ファルさんを見続けた。

『もちろん存在しますよ。そもそも魔力というのはどこにでもあるんです。あとはそれを使えるかどうかという話。そちらの世界に魔法や聖剣が無いというよりかは、魔法や聖剣を使える人間が極きよく端たんに少ないから、それらの存在が無いと思われているだけではないでしょうか』

「そうだよ！　おじさん、凄すごく良いこと言った！」

　来栖が手放しで褒ほめ称たたえていた。画面の向こうではファルさんが「恐縮です」と頭を搔かいている。恐縮すべきは来栖だよマジで。

「そっか、この土地の魔力が強いってことは──苅かり羽ばくん、やっぱりあの世界樹はジベレリンなんかじゃなかったんだよ！　魔ま力りよくのせいであんなにも成長してたんだよ！」

　来くる栖すは一人で感動していた。

「まあ、お前がぶった斬ぎって燃やしたからもう確かめようがないけどな」

　そう言うと、来栖は「ぶー」っと両りよう頰ほおを膨ふくらませた。だが、本気で怒おこっているようではなく、次の瞬しゆん間かんにはまた新たな疑問を投げかけてきた。

「でもどうしてここ、そんなに魔力が高いんだろうね？」

「俺に聞くなよ。お前勇者の末まつ裔えいなんだから、知ってるとすれば俺よりお前だろ」

「おじさん、ヒントちょうだい」

　勇者の末裔のプライドも何のその、来栖は速攻でファルさんに助けを求めた。

　さっきもそうだったが、「おじさん」と呼ばれる度たびにファルさんの笑顔が少し引きつる。見間違いだろうか。

『たとえば魔ま獣じゆうが棲すみついた場所は当然魔力も高くなります。他には、川や山など国境として機能するような場所ですかね』

「国境？　何で？」

『失礼、必ずしも国境に限った話ではありません。土地の境目と言った方が正しいですね。土地の境界というのは魔力を帯びやすいものなのです」

「そうなの？」

『魔力に限らず、占い的なものだったり、霊れい的てきなものだったり様々ですけどね。人為的にしろ自然発生的なものにしろ、境界というのは力の摩ま擦さつと対流の場です。たとえば──』

　ファルさんは額に手を当てて考えたが、やや間を置いて再び口をひらいた。

『僕らの世界には道路に線が引かれています。恐らくそちらの世界もそうでしょう。センターラインだったり、横断歩道だったりです。そういった場所を渡る際、無意識のうちに白線を避さけたり、あるいは白線を踏ふんでもどことなく落ち着かない気分になったりしませんか？　あれは微弱ながらも境界線に力が生まれているからですよ』

　今まであまり気にしてはいなかったが、そう言われるとそうなのかもしれない。もっとも、そこに魔力があるかどうかなんて俺には確かめようがないから、信しん憑ぴよう性せいは感じないけども。

「──あ、」

　土地の境界と聞いて思い出す。

　ここの公園は、市内の東地区、中央地区、岬みさき地区という三つの地区の境界線上に位置している。三つの地区が互いに接しているのならば、ある一点でそれぞれの境界線が集束することになる。その一点というのがここだとすれば、確かに筋は通る話だ。

「──と、俺なりに解かい釈しやくをしてみたが」

「それっぽいからアリかな。よくやった苅かり羽ばくん」

　お前のアリ・ナシで世界の原理が決まっちゃうのかよ。何様だよ、神様かよ。

「──なるほどね、仕組みは何となーく分かった。……で、ついでに質問なんだけど、シュトラールがこっちの世界に間違ってきた原因っていうのは何？　住所の書き間違いか何か？」

「それは全部ファルさんのせい」

　自分は一切悪くないという雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら、ニムさんがファルさんを指差す。

　ファルさんは、やりづらそうにハンカチで額の汗を拭ぬぐいつつ口を動かした。

『うちの転送施設の魔ま法ほう陣じんは、専用のソフトウェアを用いて管理しているのですが──』

　またずいぶんと科学的な単語を出してきたなと思いつつ、俺はファルさんの説明を聞いた。

　転送魔法では、転送する物の種類などによって最適な魔法陣が異なるらしい。

　そこで使っているのが魔法陣管理ソフトウェア。床に電光のモニタを仕込み、そこに接続したパソコンから魔法陣のデータを出力することで、瞬しゆん時じに、何度でも、様々な種類の魔法陣を描写することができるという仕組み。

『あの日、ソフトウェアのアップデート時にバグが発生していたようなんです。結果、コンピュータの画面に表示される住所と、実際に魔法陣に描画される住所にズレがありまして……』

　──で、そのバグに気付かずに魔法陣を用意した結果、本来とは別の住所が指定されてしまった。そして、その別の住所がここのものだったと。

「誰だれも気付かなかったんスか？」

『なにぶん目立たないようにササッと転送を終わらせなければならなかったので、確認が疎おろそかになっていました。あと、コノゴヤ市で使われている文字とそちらの世界の文字が似ていたこともありまして、住所の違いにも気付きにくい状態でした』

「私とメルは転送魔法に関しては素人しろうとだから。気付かなくて当たり前だから。何も悪くない」

　誰も何も言ってなかったが、素早くニムさんが予防線を張った。長生きするだろうなこの人。

「でも、どうしてここの住所がデータベースに登録されてたんスかね？」

『特に不思議は無いんです。僕らの世界では古くから異世界の存在は確認されていましたし、大々的にではありませんが、こっちからそっちへ行く人間もいることにはいました。その中で、少しずつではありますが、裂さけ目が発生する可能性のある住所が蓄ちく積せきされていったのです』

「ってことは、意外とこの世界に、異世界人が潜ひそんでるってこともあり得る？」

　来くる栖すが目を輝かがやかせた。

『残念ながら、そう多くはないと思われます。一回の転送に消費する魔力が大き過ぎますからね。一般的なエルフェンであれば十人単位の数が必要になるせいで、コストが掛かって仕方がないんですよ。特別有用な資源があるという情報も入ってきませんし、あまり旨うま味みが無いんです、そちらの世界は』

「あうう……」

　来栖の目から光が失われていく。

「苅かり羽ばくん、こんな旨味が無いとか言われちゃう世界にいても意味が無いよ。もうこの世界を捨てて異世界に行こう、そうしよう」

　発想が開拓者過ぎる。心が前向きなのか後ろ向きなのかよく分からない。

「ん？　ちょっと待てよ、今のファルさんの話だと──つまり、メルはとんでもなく凄すごいってことにならないか？」

　俺の発言に対し、ニムさんが指を鳴らした。

「よく気付きました。──膨ぼう大だいな魔ま力りよくが必要な異世界転送を一人で成功させたメル。世界に何人いるか分からない逸いつ材ざい。そしてその魔力を惜おしげも無く使う気前の良さ。いつだって全力投球。さすが真ま面じ目め。仕事の話でしか盛り上がらない後輩」

「バカにしてませんかあ、それ」

　メルは頰ほおを膨ふくらませてプイッと横を向いた。

「そもそも今回の件だって、普通の国外転送だっていうから引き受けたのですよ？　異世界転送だなんていう得え体たいの知れないものだって分かってたら、絶対引き受けませんでしたっ。魔力使い過ぎて、あの後軽く貧血だったのです、もー」

　不満げなメルに対し、ニムさんは言葉をまくし立ててごまかす。

「いや、メル凄い、サイコー。何で市役所なんか来たの？　もっと高給取れる就職口あったでしょ？　もう二、三年魔法勉強すれば、翻ほん訳やく魔法だって使えるくらいにはなってるんじゃない？　職種としては引く手数多あまたなのに、勿もつ体たい無いなあ」

「まあ……でも、役所は安定してますし」

「あー、分かるわー。子供産む時のこととか考えると、民間企業はちょっと恐ろしいよねー。何だかんだ言って育休取り易やすいのは確かだしさー。私の仕事のいい加減さで、しかも子供出来ましたーとか言ったら、民間企業だと『辞めろ』って言われちゃうよね、きっと」

「そうですねー……」

「否定してよ」

　真面目に可能性を考こう慮りよするメルに、ニムさんの言葉は届いていなかった。

『そろそろ失礼していいですかね？　まだ勤務時間中なので、あまり長いことやってる訳にもいきませんから』

　ファルさんが申し訳なさそうに後ろ頭を搔かく。その後、メルがお礼の言葉と共に頭を下げると、通信が終了し、モニタが消えた。

「ずいぶんと常識人だったな。どっかの先輩と違って」

　ポロッと口に出してしまったが、心底本気の感想だった。それを聞き、メルが大きく頷うなずく。

「ペルファルさんは人柄も良いし仕事もできるダンディさんなのですよ。あの人は魔法こそ自力で使えませんが、転送魔法のオペレーター業務をずっとしているので、魔法の手順や呪じゆ文もん詠えい唱しようのタイミングとかにも精通しているのです。あの人が横で指示してくれたから、転ゼ送ア魔ラ法ム素人しろうとのあたしでも聖剣や自分たちをこちらの世界まで送ることができたのですよ」

　聞けば、彼女たちがあちらの世界に帰る際も、通信でファルさんとやり取りしながら転ゼ送ア魔ラ法ムを発動させるらしい。異世界転送に彼のナビゲートは必要不可欠なのだ。

「ねえねえメル、そう言えばさ、今シュトラールってどんな状況なの？」

　思い出したように来くる栖すが言う。

「すっごく丁てい寧ねいに補修してるので時間掛かるのです。それでも、明日の夕方にはできるかと」

「ってことは、明日にはあっちの世界に戻るってこと？」

「それは、クルスさんが持ってきたモノ次第なのです」

　メルは両手を来栖に向かって伸ばした。手の平を上に向け、何かを催さい促そくしている。

「聖剣が直っても、転ゼ送ア魔ラ法ムに必要な魔ま力りよくを溜ためないといけないので、実際に戻れるのは明日か明後日あさつてかそれとも明々後日しあさつてか──それは魔力の回復剤次第、ということなのです」

　そうだ、ニンジンな。すっかり忘れていた。

　来栖はゴソゴソとバッグから人型のニンジンを取り出した。

「う、聞いてはいましたが、本当に……ニンジン……なのですね……」

　来栖が持つニンジンを見て、急にたじろぐメル。

「どしたの？　人の形してるって言っても、別に目がある訳でも口がある訳でもないのに」

「いえ、形はともかく……その……頭の中で想像されてしまう味が……」

　──味？

　その瞬しゆん間かん、メルは堪こらえきれなくなったかのように叫んだ。

「嫌いやなのです！　に、ニンジンだけは無理なのです！」

　首を振り、脂汗を浮かべるメル。

　さてはこの子、

「ニンジン嫌ぎらいなのか」

「ぐぅ……」

　俺の言葉に、ぐぅの音ねだけ返してきたメル。図星らしい。

　対する来栖は、ニッコリと微笑ほほえんでいる。こいつ絶対楽しんでるだろ。

「ちゃんと洗ってきたから、すぐ食べられるよ。はい、アーンして」

「無理無理無理無理無理無理」

　首を振りながら、かすれた声を出すメル。近付いてくる来栖に合わせ、後ずさりをしているが──、

「好き嫌いしてたら、大きくなれないぞ☆」

　メルの背中を、ニムさんががっしり摑つかんだ。「ひっ」とメルの悲痛な声が聞こえる。

　だが、そんなのはお構いなしに、来栖はメルの口元にニンジンを突きつけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、苦しいのは最初だけだからね。はい、アーン」




「嫌いやなのですうううううううう！」




　──────

　────

　──

　結論から言えば、失敗だった。

　メルはニンジンを食べた。そこまでは良い。問題はその後だ。

「うぅ……確かに魔ま力りよくは戻りましたけど……」

　ニンジンを完食した直後のメルは、額に汗を浮かべていた。

「やった！　依い頼らい成功！　聖剣一本プラスと異世界招待ゲットだよ！　やったね苅かり──ん？」

　喜びに浸ひたっていた来くる栖すが、メルの異変に気付いた。そして──

「う、う、う──」

　口に手を当てて呻うめき声を上げるメル。
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　対する来栖は「ああ……！」と絶望の表情を浮かべた。

「──ダメ！　ダメだよメル！　それだけは絶対──何もかも無む駄だに──あっ」

　時すでに遅おそし。




　メルの口から、「それ」は出てしまった。




　──それから数十分後の現在。

　もう暗くなりかけた空の下、俺は来くる栖すと二人で家路までの道を歩いていた。

「くそ、結局無む駄だ骨ぼねかよ……」

「でも、ほんのちょびっとだけは回復したとか言ってたし、全くの無駄って訳じゃ無かったよね？」

　あのニンジンも、いくらかは腹に残ったのだろう。メルからは、明日帰るのは無理だろうが、少なくとも明後日あさつての午後には帰れるのではないだろうかと話された。

「ってかお前、口移しで魔ま力りよくの受け渡しできるとか言ってたじゃねーか。明日ちょっと試してみたらいーんじゃね？」

「苅かり羽ばくんは私とメルのチューが見たいの？　レズフェチなの？」

「危ない単語を出すな。俺の性せい癖へきが疑われるだろ」

　チューは見るよりするのが一番だと思います。でもしたことが無いのです。死にたい。

「残念ながら私はそういう趣しゆ味みは無いし、何より今日メルの嘔おう吐とシーンを見ちゃったから、余計にチューはちょっと……」

　苦笑いする来栖。まあ気持ちは分からないでもない。

「それはそうと、二人は明後日、何時頃ごろに帰るんだろうね？」

「今の段階じゃ何とも言えないだろうな。気になるか？」

「んー、お別れが早いから寂さびしいなって思ったかな」

　来栖は右みぎ頰ほおを人差し指で搔かきながら、俯うつむき加減で微笑した。そこには確かに寂せき寞ばくの感が漂ただよっているように見える。

　そうか、来栖にとっては二人がいなくなるのって大きいことだよな。しかも、伝説の聖剣とやらも無くなってしまう訳だ。

　昨日は聖剣五本と交換だとか言ってて俺は内心呆あきれていたけれど──。よくよく考えれば、それで手を打ったというのは、来栖にしては聞き分けの良い方だったのかもしれない。

　あれだけ「特別」が好きな奴やつだ。伝説の聖剣なんて絶対手放したくないだろう。どこまでもファンタジーに固こ執しつする奴だと思っていたけれど、最低限の引き際ぎわは心得ているのか。

　──なんて考えていたら、来栖が俺に視線をあずけてきた。

「苅羽くん、異世界もなかなか面おも白しろそうだよね」

「ん？　まあ……そうかもしれないな」

「──一いつ緒しよに行こうか、異世界」

「いや、それはちょっと……。無事に帰れる保証も無さそうだし」

　来栖は少し空を見上げて考えると、神妙な顔で答えた。

「良いんじゃない？　帰れないなら帰れないで。ずっとあっちに住んでみても」

「珍めずらしく真ま面じ目めな顔して言うなよ。笑っちまうじゃねーか」

　俺が冗じよう談だんめかして笑みを浮かべると、来くる栖すは右のほっぺたを搔かきながら言った。

「うん、冗談」

　来栖の微笑は、どこか寂さびし気だった。
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「やっぱりシュトラールが欲しい」

　来くる栖すが駄だ々だをこね始めたのは、ニンジン事件の翌日──その昼休みだった。

「私気付いちゃったよ。聖剣五本くれるとか言ってたけど、ニムを見てる限り、そんな保証どこにも無いんだってこと」

　中庭のベンチ。

　座って弁当を食べながら、来栖が俺に力説してくる。

「つっても約束したんだろ？　じゃあ信じるしかない」

「また適当なこと言ってぇ。苅かり羽ばくんはニムが約束を守ると思う？」

「思わないけど」

　ほらー、と来栖が唇くちびるを尖とがらせる。

「そもそも、仕事で聖剣送るの忘れるような人が、わざわざ異世界に五本も聖剣送るなんて律りち儀ぎなことをする訳ないんだよ。でも、あっちの世界に帰られちゃったら、こっちからは連絡の取りようが無いし……」

　ニムさんが約束破ること前提で話が進んでいるが、その判断は正しいと言わざるを得ない。

「お前昨日、魔ま法ほうのやり方熱心に聞いてたじゃねーか。転送魔法頑張れよ」

「今日早起きして公園で魔ま法ほう陣じん描いてみたけど無理だったんだよ……。ジョブチェンジ失敗しちゃった……」

　いくら来栖といえども魔法は使えなかったようだ。ってか本当に試してたのかこいつ。

「ニンジンは？　食ってみたか？」

「んーん。人型ニンジンは今、栽培中だから」

　栽培中……？

「お前まさか、園芸部の畑にかじったあんぱんばら撒まいてないだろうな」

「何それ？　ばら撒いたりなんかしないよ」

　だよな。

「ニンジンの上に一株ずつ、嚙かみ千ち切ぎったあんぱんを置いていったんだよ」

「バカかお前は！」

「わわわ、何で怒おこってるの？」

「もはや園芸部への嫌いやがらせじゃねーか！　何考えてんだ！」

「肥料だよ、肥料」

「傍はた目めにはゴミでしかねーよ！　まったく……」

　後で片付けねーと。余計な仕事が増えた。

　──何の話だったか……そうだ、聖剣が本当に送られてくるかどうか、だな。

「聖剣に関しての来栖の心配は分かるけど、それでシュトラールを返さないって話にはならないだろ」

「何で？」

　何でときたよこの子は。

「そもそもあれはニムさんたちの物だ。でもって、わざわざそれを探すためにこっちの世界に来た。無事見つかって帰る準備も整えてる。そんな状態で話を白紙に戻されてみろ。また一昨日おとといみたいなことになるだろ。俺はもう目の前でチャンバラかまされるのは御免だぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、今度は私勝つから。昨日必殺技考えたの。凄すごい抜刀術」

　鞘さや無いのにどうやって抜刀するんだよ。

「勝ち負けの問題じゃねーよ。俺が精神衛生上良くないの。しかもお前、この前剣折られたくせに『勝つ』とかよく言えるな」

「主人公が最初に敵に負けるのはデフォルトだから。この前のは絶対に勝てないイベント戦せん闘とうみたいなものだもん」

　とは言うものの、来くる栖すからは、たとえイベント戦闘でも力技でゴリ押しできるぶっ壊こわれキャラのニオイがしないでもない。

「とにかく、私にはやっぱりシュトラールが必要なの。協力してくれるよね？」

「協力？」

「シュトラール強ごう奪だつ作戦」

　もはや作戦名が主人公のそれじゃない。悪役にも程がある。

「協力できるかよ。いくら何でも不条理過ぎる」

「ひどい！　苅かり羽ばくんは異世界人に寝返ったんだね！　裏切り者！　勇者のパートナーが実は敵と内通していたパターン野郎！」

「ゲームあるある設定みたいに言うな。それに、もうあの二人とは敵も味方も無いだろ」

「そんなのどうでもいいから手伝ってよお」

　話が思うように進まない苛いら立だちからか、来栖は弁当箱の唐から揚あげを箸はしでぶすぶす刺している。

「もう聖剣五本と引き換えってことで話は付いてるんだろ？　本当かどうか怪しいっていうなら、まずは話し合いからだ。いきなり人のもの盗むってことにはならないだろ」

「交渉を対等に進めるためにはシュトラールを人質にしないといけないの。シュトラールが手元にあるのもあっち、聖剣転送の決定権を持っているのもあっちじゃ交渉にならないもん」

　なんだよ、来栖のくせに意外と考えてるんじゃねーか。聖剣のこととなると頭回るんだな。

「シュトラールを返すにしても、まずあっちから聖剣五本貰もらってからじゃないと。それが対等な取引ってものでしょ？」

「そうかもしれねーけど……」

　それを聞いて、来栖がパッと笑顔を見せる。

「ほら、不条理でも何でもない。手伝ってくれるよね？」

「え、いや俺はまだ──」

　と言いかけて、俺は昨日の来くる栖すとの会話を思い出す。

　こいつと、その姉さんのこと。

　来栖がこうして聖剣にこだわるのは、それなりに理由があるんだということ。

　いつもおちゃらけている彼女にも、抱えているものがある──。

　そう考えると、むげに断る気も失うせる。

　それに、正義だ何だと真まっ直すぐに行動できるというのも、決して悪いことじゃない。来栖の人助けは、ただ少し不器用なだけ──。俺の胸には、どこか応援したくなるような気持ちも湧わいていた。何な故ぜだろう。

「……あくまで対等な交渉をするためのものなら……協力する」

　ホント？　と、来栖は笑顔を見せた。

「それじゃ、聖剣強ごう奪だつ作戦会議の始まり始まり～」

　どう考えたって、勇者のセリフじゃねえんだよなあ。







　それから三時間後。

　作戦は見事に失敗した。

「で、どうして性しよう懲こりもなくシュトラールを奪うばいに来たのかな？」

　異世界人二人が泊まるホテルの一室。

　俺と来栖は並んで正座。その向かいにはニムさんが立っており、傘かさを模したクトネシリカを両手に遊ばせている。

「提案したのは私だけど、背中を押したのは苅かり羽ばくんだもん」

「あ、何その言い方！　汚きったね！　お前汚ったね！」

「はい二人、うるさいよー」

　ニムさんは傘から刀を抜き、切っ先を俺たちに向けた。途と端たんに俺と来栖の口が氷に覆おおわれる。

「うるさい口は塞ふさいじゃうからね。私は何でこんなことしたか聞いてるの。あまり脱線しないように」

　割と真ま面じ目めなニムさんの声に、俺も来栖も無言で頷うなずく。

　直後、ニムさんが軽く刀を振ると、俺たちの口を閉ざしていた氷が消え失せた。

　俺は来栖と顔を見合わせるが、互いに上う手まい言葉が出てこず、黙だまりっぱなしだ。




　──十分前。

　俺と来栖は学校からここまで移動し、この部屋を訪ねた。

　計画としてはごく単純。部屋に入った俺がニムさんとメルの注意を引きつけ、その間に来栖がシュトラールを奪い、退散するという流れ。

　俺たちが着いた頃ころ、ちょうど聖剣の修復が一段落したところだったらしく、ニムさんがキーボードケースにシュトラールをしまっていた。

　確かにケースに聖剣が収納されたのを見届けた俺は、テーブルの上にあったポットをわざと落とし、床にお湯をぶちまけた。

　少なからず動どう揺ようした室内。皆が俺と床に注目する中、来くる栖すはただ一人キーボードケースのみに目を向けていた。

「クルス？　ちょ──何して──」

　ニムさんが気付いた時には後の祭り。来栖はすでにケースを手にして、部屋から出て行ったところだった。

　あとは来栖がケースからシュトラールを取り出し、その力を借りて走ればいい。

　ニムさんが自身の聖剣を持って追いかけてきても、土地勘かんは絶対的に来栖にある。まず追い付かれるようなことは──、

「ほら、だから言ったでしょ」

「むー、本当ですね……」

　ニムさんとメルが、全く動じる様子無く会話していた。

　──何で？

「先輩、どうして分かったのです？」

「私も噓うそ吐つきだから。相手が噓吐いたり何か企たくらんでる時は大体分かるよ。あー、でもファルさんは未いまだに何考えてるのかよく分かんないかな」

　そう言うと、ニムさんは呆あつ気けに取られていた俺に目を向けた。

「多分シュトラールの力を使って逃げ切るつもりだったんだろうけど、残念でした。ケースは開かないよ。聖剣は取り出せない」

　──全部気付かれていた。

「あたしが施錠魔法シユロニスかけているのです。ケガしないように出力は弱めですが、聖剣を握にぎっていない通常状態のクルスさんには、間違いなく開けられないのですよ」

「そして、私がクトネシリカを持って追いかければ、二人の脚力の差は歴然。魔ま獣じゆうと一般人が喧けん嘩かするようなもんだね」

　ニムさんは「三十秒で殺やってくる」と言い残すと、傘かさに収められたクトネシリカを持って部屋を出た。

　二十秒後には、ニムさんの「こらー」という声と、来栖の「ひー」という断だん末まつ魔まが小さく聞こえていた。あいつが剣道で負ける時、どういう風になるのか少し分かった気がした。




　──さて、そんな訳で俺たちは正座をさせられているのだが。

「だって、ニムは絶対聖剣五本なんて送ってくれないと思ったから」

　来くる栖すは観念したのか、若じやつ干かん拗すねたように本音を語り出した。

「え、ひどいなー、信用してなかったの？　嫌いやだなーもー、メル、聞いた？　ひどくない？」

「ちょっと悲しいのです。そりゃ先輩は仕事の締しめ切きり忘れたり、自分で設定した会議をすっぽかしたり、出先に持っていく資料作ってなかったり、人から借りたペンをいつの間にか私物化していたり、ポテトチップス食べた手をあたしの家のカーペットで拭ふいたりしますけど……五回に一回は約束守るのですよ」

　つまり来栖の判断は当たっていた。

「ちょっとメル、それフォローになってないから」

「え、そうでしたか。大分控え目に言ったのですけど……ごめんなさい」

　それで控え目だったのか……。

「ちょ、いや、違うんだって。仕事は忘れてる訳じゃなくって、その、明日できることは明日やればいいっていうスタンス。分かる？」

「明日できるはずだったことを一ヶ月放置して無かったことにする人がいるので、そうも言ってられないのです」

　メルがジト目でニムさんを見た。

「それは……メルに仕事を振ってあげようと思って。私がやってなかったら、メル、勝手にやっちゃっていいから。頑張って」

「振る時は一言でも言ってくださいなのです。きちんと引き継いでほしいのです。今まで先輩から回された業務、毎回怒おこったお客さんに謝りに行くのが最初の仕事なのです。こんなの絶対おかしいのです」

「いやあ、メルって可愛かわいいから大体許してもらえるんだよね。役得役得」

「はあ……強硬手段に及およんだクルスさんの気持ちがよく分かるのですよ……」

　メルは頭を押さえて溜ため息いきを吐ついた。

「いや、まあ……確かに聖剣送る気は無かったけどもぉ」

　こっちも本音が出てきた。

　来栖が聖剣を奪うばうといった時には呆あきれたが、ニムさんも大たい概がいだ。へらへら笑っている分、こちらの方が性た質ちが悪いかもしれない。

「でもクルスだって、聖剣持ってたってしょうがないんじゃないの？　こっちの世界には聖剣も魔ま法ほうも無いみたいだし、事実、聖剣の存在を隠かくさなくちゃいけないんでしょ？」

「それはそうだけど、いーの！　持ってるだけでも意味があるの！　私は勇者の末まつ裔えいなんでしょ!?　それが理由でいーじゃん！」

　よく分からない論理を押し通そうとする来栖。持ってるだけでいいって言ってるけど、多分こいつ、持ってたら絶対使っちゃうタイプだよ。この数日でそれがよく分かった。

「どうしても聖剣くれないっていうなら、私にも考えがあるから」

「考え？」

　目に力を込める来くる栖すに対し、ニムさんが首を傾かしげた。

「私が異世界に行って、魔ま獣じゆう業協同組合に入る」

　何言ってるんだこいつ。

「そうすれば聖剣を持つことができるし、魔獣退治もできて人の役にも立つ。しかも伝説の聖剣を使う勇者の末まつ裔えい。ちょーカッコいー」

「な──無理なのです、無理無理無理。そもそもこちらの世界の人間をあっちの世界に連れて行くのは違法なのですよっ！」

「何で？　あっちからこっちに来るのは良いのに、こっちからあっちに行くのはダメなの？　セコい！　ズルい！」

「あたしたちの国の法律では、自国以外の人間が入国する際には、旅券が必要なのです。旅券の発行には住民票が必要ですが、異世界人は住民登録が認められていないので、住民票の発行は無理なのです。必然的に旅券の発行もできないということになり、異世界人の入国は絶対ダメー、となっちゃうのですよ」

「苅かり羽ばくん、今なに言ってるか分かった？」

　そんな困こん惑わくした目で俺を見るな。あと国語頑張れ。

「異世界人にはパスポート作らねーから国に入ってくんなよ、ってことだろ」

「何それ、そんなのこっちの国だっておんなじだよ。二人はパスポート持ってないんでしょ？　異世界人なんかに発行する訳ないもん。そっちだって違法だよ違法」

「それは…………バレなければいーのです……」

「苅羽くん、この子ダメな先輩のダメな部分を吸収してるよっ！」

「失礼な。臨機応変さが身に付いたと言ってほしいねえ」

　ニムさんがドヤ顔で顎あごを撫なでている。

「この前も言ったと思うけど、今回の私たちみたいに、あっちからこっちに何かを転送するのも色々制限があるんだよ。絶対禁止って訳じゃないけど許可が要る。もちろん、今回はそんなことしてないけども」

「バレたらどうしようとか思わないのかこの人は……」

　思わず声に出していた。

「少なくとも今回は大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　ニムさんはけろりとした顔で言う。

「普通、異世界転送には、転ゼ送ア魔ラ法ムが使えるエルフェンを数十人揃そろえないといけないからね。その人たち集める過程で、どうしても動きが目立っちゃう。──その反面、今回はメル一人の魔力で賄まかなえた。数十人との契約だとか転送施設への移動だとか、そういうものをすっ飛ばせたから、異世界転送をしたっていう痕こん跡せきが残りにくい」

　ふっふーん、と得意顔で答えるニムさんは、とても公務員とは思えなかった。

「で、さっきの話──クルスが異世界に来る来ないの話だけど、私は面おも白しろいと思うよ。クルスの猟りよう師し就業計画」

　この人も何言い出すんだよマジで。メルも困こん惑わくしているじゃねーか。

「だって、猟師の高齢化が問題になってるとか言うじゃない？　魔ま法ほうとか聖剣使える子でも、猟師よりも華やかな職業に就きたいって子が多いから後継者不足だって」

「それを異世界人で賄まかなおうっていうんですか？」

「使えない現地人より、使える異世界人でしょ。それに、やってみれば待遇自体はそう悪い訳じゃないと思うんだよね」

　ニムさんは来くる栖すに視線を移し、「大金持ちのチャンス」と親指を立てた。

「魔ま獣じゆうっていうのは危険だけど良いお金になるんだよ。肉はおいしいし、魔力の回復にも役立つ。皮や角は高額で取引されるし──そうそう、魔協の組合員の所得ハンパ無いからね。魔獣猟師の納める税金無かったら、うちの市は大赤字。魔獣猟師サマサマ」

　具体的にどのくらい稼かせげるのか聞いてみると、「猟師の家は一人二軒」とニムさんは答えた。本当なら凄すさまじいな……。

「んー、でもなあ、やっぱりそう聞いちゃうと勇者っぽい感じが無くなっちゃうなあ。お金儲もうけする勇者っていうのちょっと……」

　値ね踏ぶみするような目をする来栖に対し、ニムさんは手を横に振って否定する。

「歴史の資料に残ってる限り、あんまりいいもんじゃなかったみたいだよ、勇者って。勝手に民家に押し入っては、家財を物色して金目のものを持ち去るのが常習化していたグループもいたらしいから」

「えっ」

「社会の癌がんだよね、ホント」

　よくあるＲＰＧのあの仕様って、史実に忠実な結果だったんだな。

　人の家のタンス開けて「あるじゃねーかよお、コインと剣がよお」とか言ってる勇者が想像できる。あ、来栖似合ってる似合ってる。

「勇者よりも猟師の方が、よっぽど社会貢こう献けんできると思うよ、私は」とニムさん。

「でも、こう、もっとラスボス感が欲しいかな。魔王的なポジションの魔獣がいれば考えなくもない、かも」

　大分来栖の心が傾いている。

「ああ、それなら良い感じのがいる」

　ニムさんはバッグから文庫本サイズの一冊の本を取り出した。パラパラとページをめくり、「はい、これ」と言って本を来栖に渡す。

　俺が中を覗のぞき込むと、そこには狼おおかみのような動物のカラー写真と、その下に数行にわたって文字が印刷されていた。

　写真の狼おおかみは毛が真っ黒に光っており、剛ごう毛もうの印象を受ける。その毛は逆立っており刺とげ々とげしい。頭から背中にかけては一層長いタテガミが生えており、それだけが赤く、燃えるように立っている。顔を見れば、その目はつり上がり、赤く光っていて非常に攻こう撃げき的てきだ。

　そして引っ掛かるのが、その身体からだの大きさ。周囲は森らしく木が生えているのだが、狼の体高が木の枝くらいにまで達している。

　木の種類にもよるだろうが、こうしてみる限り３メートル近くありそうな高さ。しかしそんな大きさの狼、いるはずもない。高さが３メートルなら、体長はそれよりも長くなる──おいおい、タンクローリーくらいあるんじゃねーのか。

「これは、うちの魔ま獣じゆう管かん理り簿ぼを簡易製本したもの。言ってみれば魔獣図ず鑑かんみたいなものかな」

「なにその素す敵てきグッズ」

　来くる栖すが目を輝かがやかせた。

「ちなみにその魔獣はヴァイトニルって名前。うちの魔獣管理区のヌシ。めちゃくちゃしぶといから、今では誰だれも手を出さない魔獣」

　ニムさんがそこまで言って、来栖が「ハッ」と声を出す。

「この流れ……フラグが立ったよ苅かり羽ばくん」

「マジで意味が分からんのだが一体何の話でしょうか」

「今ね、『最強の魔獣を倒たおしてみよ勇者』って感じのイベントが発生したんだよ」

「あ、うん、何となく察した」

　俺も大分慣れた。来栖との共通言語をここ数日で大量に獲得していたのだろう。不思議だね、全然嬉うれしくないよ。

「色々と言いたいことはあるけど、まずお前、魔獣退治なんてできる訳ないだろ？　傍はたから見れば、普通の可愛かわいい高校生だぞ来栖は」

「え、可愛い？」

　両りよう頰ほおに手を当て照れる来栖。あくまで「傍から」見ればな。「身内から」はお察し。

「可愛いは良いとして、普通はどうかな？　私は普通なんて言葉じゃ括くくれないよ」

　確かに。これは俺が悪かった。来栖は普通じゃない。絶対。ただ、俺と来栖とで「普通」の意味は若じやつ干かん違うかもしれないが。

「できないかなあ？　……案外できるかもよ？　私たちだって時々現場に駆り出されるし」

　けろっとした顔で言ったのはニムさん。

「いや、あたしたちは職業学校で実習とかしたじゃないですか。クルスさんと違って、ゼロからのスタートじゃないのですよ」

「そうだっけ？　もう何年も前のことだから忘れちゃったよ」

　頭を搔かくニムさんと、呆あきれたように息を吐はくメル。

「……？　メルたちって、ただの事務職員じゃないのか？」

「事務職と言えば事務職ですけど、現場に行くことも多いのですよ。多分そのために聖剣課に配属になったようなものなのです。こいつら魔法と聖剣使えるぞ、って」

　危険手当が付くから給料は多少良くなるんだよ、と横からニムさんが付け足す。ちなみに、魔ま獣じゆう管理区は日光が遮さえぎられ暗所も多い。二人がある程度夜に慣れているのも現場で培つちかったものらしい。

「あたしや先輩は職業学校出てますけど、魔獣駆く除じよ業務の技能実習もちゃんとカリキュラムにあったのです。魔法使える人と聖剣使える人ってゆーのは、必然的に魔獣と関かかわるような職に就くことが多くなるから、そのせいでしょうね」

「つまり来くる栖す無理じゃん」

「だだ、大だい丈じよう夫ぶだよ。こっちには伝説の聖剣あるし」

　若じやつ干かん動どう揺ようしているが。

「あ、そう言えば動画あるよ、見る？」

　ニムさんがケータイのようなものをいじくる。

「動画？　あるんスか？」

「五年くらい前に駆除隊が編成された時のやつね。ちょっと画質悪いけど」

　ニムさんが端たん末まつをテーブルに置く。

　すると、50センチ四方の立体映像が浮かび上がった。

　そこには、森の中で興こう奮ふんの雄お叫たけびを上げる魔獣──ヴァイトニルとやらの姿があった。

　その身体からだは想像していたのよりも遥はるかに大きく、高さは３メートルを……超えてねーか？　体長は４、５メートルほどだろうか。

「おいおい、図ず鑑かんで見るよりでかくないッスか」

「まあ実際に魔獣区にいるのは一頭だけじゃないし、小さいのもいれば大きいのもいるよね。それにあの図鑑、最終改訂二十年くらい前だし」

「え、改訂しないんスか？」

「やる理由が無いけど、やらない理由はある。それだけだよ」

「やらない理由って？」

「面めん倒どう臭くさい」

　仕事しろよ。

　──さて、税金泥棒に構うのはこれくらいにして、俺は再度画面に目を移す。

　魔獣の咆ほう哮こうの後、人々の声も入り乱れ、ヴァイトニルの身体が炎に包まれたり、一部が氷漬けになったりしたが、どれも一いつ瞬しゆんで立ち消えた。

　剣で斬きりかかる人もいたが、見た目以上に毛が硬いのか、まるで刃が食い込んでいかない。それどころか、思い切り反はん撃げきを受けている。

「げっ、今この人吹っ飛ばされたぞ。大だい丈じよう夫ぶなのか」

「うん、折れた肋ろつ骨こつが胃に刺さったくらいで済んだって」

　それ大丈夫じゃねーし。

「うわ、炎吐はくのこいつ!?　この人背後から燃やされてるけど大丈夫か!?」

「ケガ自体は大したこと無かったらしいよ。ただ、背後で物音がすると気絶する病気になったらしいけど」

　それも全然大丈夫じゃない。後遺症がエグイ。

「しかも全然攻こう撃げきが効いてない……」

「何かね、すごくタフらしいんだよね。だから誰だれも倒たおしに行こうとしなくなったみたいだよ。あ、でも伝説の聖剣ならイケるんじゃない？」

　ニンジン嫌ぎらいでも小さく刻めば食べられるんじゃない？　くらい軽いテンションでニムさんは言うが。

「んー……苅かり羽ばくんが囮おとりになれば何とか」

「ならねーよ。お前、俺の肋骨何だと思ってんの？」

　冗じよう談だんだよ、と来栖は苦笑いしてるが、本当に冗談だったのだろうか。

　この子、やっぱり怖いです。







　そして翌日──この日はニムさんたちが異世界へと戻る日だった。

　結局来栖は、シュトラールを諦あきらめたのだと思う。

　そりゃそうだろう。誰だってそうする。いくら来栖が変な奴やつだからって、あんな話を聞いてまで聖剣に固こ執しつする訳がない。

　それに、ニムさんの気分次第では聖剣も送られてくるんだ。望み薄うすではあるが、可能性があるなら待っていればいい。

　昨日の段階で聖剣の修復を終えていた彼女たち。今日の夜まで休み、メルの魔ま力りよくを回復させ、異世界転送に必要な魔力を確保。そうして今夜、ファルさんと連携を取りながら、魔法を発動させて帰るという流れらしい。

　ここ数日の晴れから一転、今日は曇くもり空。昼だというのに薄うす暗ぐらい。

　そんな中、やはり今日も俺は、来栖と一いつ緒しよに昼飯を食べていた。外はやや肌寒く、来栖のリクエストにより場所は理科準備室。

「何な故ぜこんな所で……」

　棚たなにはよく分からない鳥の剝はく製せいや、得え体たいの知れないホルマリン漬け。壁かべ際ぎわに置かれた骨格標本はこちらをジッと眺ながめ、その隣となりにはいつぞやの魔王さん。胃にヒビが入っているのは俺のせいだ。

「だって、他にどういうところで昼ご飯食べていいか分からないし」

「選せん択たく肢し少なっ。普通に俺らの教室とかで良いだろ」

「だって、あそこじゃ二人きりになれないし」

「二人きり？　──ああ、なるほどね」

　俺たちの会話には聖剣だとか魔ま法ほうだとかいう言葉がよく飛び交う。それを他人に聞かれると、都合の悪いことはあっても良いことは何一つない。

「えっ、やだな、苅かり羽ばくん、『なるほど』だなんて。そ、そういう意味じゃないから、もー」

　何でこいつが顔を赤らめる。

「俺は何一つ勘かん違ちがいしてねーよ。そのラブコメの波動みたいなの出すのやめろ」

「え、そうだったの？　ごめんごめん。それにしても、言いたいことがきちんと伝わってるなんて、私と苅羽くん、すっかり維新全身だね」

「その骨の髄ずいまで大阪都構想みたいなのやめてくれ」

　きっと以い心しん伝でん心しんと言いたかったのだろう。

「そういや今日の夜だよな、二人が帰るの」

　部屋の隅すみに乱雑に置かれた机に腰掛けて、俺はカレーパンの袋を開けた。来栖は近くにある小さな脚きや立たつに座っている。

「それにしても、この何日かでどっと疲れたな。嵐あらしのような日々だった」

「そう？」

　来栖はきょとんとした顔で俺を見る。

「まあお前は違ったかもしれないけどさ……。シュトラール振り回された時はたまったもんじゃなかったぞ」

　シュトラール、という言葉を出した瞬しゆん間かんにぶすっと顔を曇くもらせる来栖。

　そうか、今日で本当に持っていかれちゃうんだよな、あれ。

「そう気にするなよ。伝説の聖剣とか言ったって、そんな良いもんじゃなかったと思うぞ俺は。そもそも出てくるのが黒い炎っていう時点で怖いし。邪じや悪あくだし。聖剣ってか魔剣だよ魔剣」

「いや、それはあれだから。持ち主の成長と共に武器も一いつ緒しよに強くなっていくタイプのあれだから」

「あん？」

「暗黒騎き士しがイベントで聖騎士になるのと似たようなものだから。何かイベントさえあれば、シュトラールも闇やみの剣から光の剣に変わるから」

　また都合の良いこと言ってやがる。

「お前よくそういうことポンポン思い付くよな。羨うらやましくないけどすげえって思うわ」

「そう？　あ、ちなみにそういうイベントの時に重要になるのは、愛とか勇気とか信しん頼らいとか、そういった類たぐいの──」

「あー、分かった分かった」

「何そのどうでもよさそうな返事。ちゃんと聞いてよー」

「とりあえず来くる栖すが闇やみ属性だってことだろ？　それで何かそれっぽいイベントが起きれば光属性になると」

「そゆこと。試しに愛とか勇気を感じられるようなイベントを起こしたいから苅かり羽ばくん手伝っ──」

「嫌いやだよ」

　即答。

「まだ言い終わってないのに……」

「早く飯食えよ。昼休み終わっちまうぞ」

　気付けば来栖はまだ弁当箱のフタすら開けていない。俺の言葉に「ん」と小さく頷うなずいたが、弁当箱に手を掛けようとせず、黙だまって何か考えているようだった。

「どうかしたか？」

「例えば苅羽くんは、私が本当に異世界に行きたいって言ったら、どうする？」

「は？」

「あ、えと、特に深い意味は無いんだよ？　ただ聞いてみたかったの」

　来栖はへへっと微笑した。

「どうするも何も……そりゃ止めるだろ」

「止める？」

「昨日も言ったけど、やっぱり危ねーもん。俺が行きたいって思えない場所に、来栖行ってこい──って話にはならねーよ」

「あ、苅羽くんは行きたくない──と？」

「そりゃな。地続きじゃないから帰れる保証も無いし」

　そう言うと、来栖は「ふんふん」と静かに頷いた。そして、おもむろに弁当箱のフタを開けて、中の白飯を箸はしでいじくっている。

「そう言えば今日、あの二人、何時に帰るとか言ってたか？」

「んーん」

　口元に箸を運ぶ来栖。口の端はしに付いた米粒を取りながら右みぎ頰ほおを搔かく。

「苅羽くん、見送りに行くつもりなの？」

「…………いや、いーだろ。昨日一応さよならって挨あい拶さつしておいたし。あんまり湿っぽくすんのも、ちょっとな」

　それに、あっちがいつ行くか言ってこないってことは、見送らなくてもいいってことだろう。

「来栖は？」

「私も見送りはしないけど……」

「けど？」

「ううん、何でもない」

　来くる栖すは首を横に振り、また弁当に箸はしを付ける。

「そっか。もしも気が変わって見送り行くなら、よろしく言っておいてくれ」

　どことなく歯切れの悪い会話だったが、それもやはり、異世界人が帰る寂さびしさからだろう。







　午後六時の自宅。

　自室のテレビ画面に映し出されているのは、ロールプレイングゲームのキャラクター。

　さっきラスボスを倒たおしたところで、すでにエンディングに突入している。

　それまで主人公に協力してくれていた異世界キャラが元の世界に戻って行き、最後、一人になった主人公が空を見上げ、画面が暗転。スタッフロールへと映像が切り替わった。

　ゲームクリアの達成感と、そこはかとない虚きよ無む感かん。

　だが、その虚無感はゲームのせいだけではない気がした。

「──そうか、これが普通なんだな」

　声に出ていた。

　異世界人がいなくなり、聖剣が無くなるということは、そういうことなんだ。

　つまりは、放課後に来栖と一いつ緒しよにいる理由が無いということ。自室で一人コントローラを握にぎりながら、初めて自覚した。

　今までが非日常。そして、これからは日常に戻る。

　ただそれだけのことなのに、何な故ぜか落ち着かない。

　染まってしまったのだろうか、来栖に。あのファンタジーハプニング娘に。

「いやいや、別にそこまで気にすることじゃないだろ……」

　言い聞かせるように呟つぶやく。

　いなくなるのは異世界人たちだけで、来栖は明日もまた隣となりの席にいる。会えなくなる訳じゃない。

　──なのに、どうしてこうも落ち着かないのか。

　首を捻ひねりながら溜ため息いきを吐つくと、ケータイから着信音が鳴った。

　メロディーはテレビアニメ「ヴィジオネア・エンデ」のテーマソング。来栖に影えい響きようされて聴きいてみたが、何気に良い曲だったのでこの前着信に設定した。ちなみに来栖専用の着信音だ。

　ケータイをひらき、メールを読むと──、




『私なんかと一緒にいてくれてありがとう。さよなら』




　無題のメール本文に打ち込まれた一文。

　それが何を意味するのか、すぐには理解できなかった。

　さよなら？　さよならって、え、何？

　宛あて先さきを間違えたのだろうか？　でもこの時間って、あいつまだ部活──いや、もう行ってねえのか、剣道部は？　分からん。

「一体何なんだこの意味深なメールは」

　来くる栖すお得意の「ファンタジーのお約束」というやつだろうか。でもそれを今このタイミングで吹っかけて来る意味が分からない。

　何かヒントは無いか、ヒント。

　この数日で来栖に何か変わったところは────、あーくそ、いつも変だから変わったところなんて分かんねえぞ。

　まずこの「さよなら」だ。これがどうにも不ふ穏おん過ぎる。

　さよならと言えば、今日、言った気がするな。

　あれは確か……そうだ、ニムさんたちにさよならの挨あい拶さつしたから、俺は見送りに行かないっていう──。

「異世界」と「さよなら」──この二つが頭の中で結び付き、そこでもう一つ思い出す。

　あれは昨日だったか？　公園でファルさんと通信が終わって、その帰り。




『苅かり羽ばくん、異世界もなかなか面おも白しろそうだよね』

『ん？　まあ……そうかもしれないな』

『──一いつ緒しよに行こうか、異世界』

『いや、それはちょっと……。無事に帰れる保証も無さそうだし』

『良いんじゃない？　帰れないなら帰れないで。ずっとあっちに住んでみても』

『珍めずらしく真ま面じ目めな顔して言うなよ。笑っちまうじゃねーか』

『うん、冗じよう談だん』




　あの時、何か変な顔をしているとは思ったけど……。

　──そうだ、あいつは今日、ハッキリ聞いて来たじゃないか。




『例えば苅羽くんは、私が本当に異世界に行きたいって言ったら、どうする？』




　あいつ──、

「そこまで本気なのかよ、あいつは──」

　どうして気付かなかった、俺。

　この数日、あいつは俺の予想の斜め上ばかり行ってたじゃないか。いや、斜め下かもしれないけど。

　とにかく、来くる栖すが俺の思考の範はん疇ちゆうに収まったことなんて無かったんだ。それさえわきまえていたら、今回のことだって予測できたはずだったのに。

　俺はケータイを握にぎりしめ、慌あわてて家を出た。




『私も見送りはしないけど……』




　来栖が言ってた意味が分かった。確かに見送りはしねーわな。お前も一いつ緒しよに行くつもりなんだからよ。

　自転車にまたがった俺は、一目散に市立公園を目指した。







　震度２にも満たないくらいの、小さな揺ゆれだったと思う。

　ランニングコースの途中で自転車を置き、空間の裂さけ目がある場所まで走っている途中の地じ震しん。

　それが自然発生的なものなのか、はたまたそれ以外の何かによるものなのか。

　後者の可能性を考えることなんて、一週間前の俺ならしなかっただろう。でも今は、どうしても考えてしまう。

　転送魔ま法ほうが発動する時は地震が起きたりするのだろうかとか、それなら急いで行かなくちゃとか、色々。

　でこぼこの地面に足を取られながら走り切ったその先──、

「いた！」

　周囲を木に囲まれた一帯には、制服姿の来栖と、初日に着ていたワンピース姿のニムさんとメル。来栖の手にはシュトラールが握られていた。

「苅かり羽ばくん!?」

　目を見開いて驚おどろく来栖。幻まぼろしでも何でもない。

　だが、彼女たちの足元に敷しかれているのは、例の魔ま法ほう陣じんシート。やはりこれから帰るところだったんだ。

　──何とか間に合った。

「バカ来栖！　なに勝手にいなくなろうとしてんだよ！」

　俺は慌てて来栖のもとへ向かい、その腕を取ろうとしたが──、

「──痛っつ！」

　以前、施錠魔法シユロニスを掛けられた窓に触ふれた時のように、痛みが走った。来栖に触れられない。というより、魔ま法ほう陣じんの中に入れない。

　メルが申し訳なさそうな顔で、両の手の平を地面に向けながら呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていた。

「くっそ！　何でこんなもんに邪じや魔まされなくちゃいけねーんだ！」

　叫んでいるうちに、徐々に魔法陣から青い光が放たれていく。

　苛いら立だち。俺は感情のままに呼び掛けた。

「来くる栖す！　お前、どうして異世界なんか行くんだよ！　よせ！　戻って来い！」

「苅かり羽ばくんには分からないよ！」

　来栖も叫んだ。

「私だって迷ったもん！　でも、こっちにいるより異世界にいる方が幸せなのかもしれないって──そう思っちゃうこっちの世界が悪いんだよ！」

「んなこと──」

　俺が再度口をひらこうとしたその瞬しゆん間かん、魔法陣の光が一層強くなった。あまりの眩まぶしさに、目が眩くらみそうになる。

　光の中に来栖が消えていく──、

　これで──終わりなのか？

　俺たち、これで──。




「おかしいのです……」




　光が引く寸前に聞こえてきたメルの声。

　何度も目をしばたたかせて視界を確保し、俺は再度魔法陣を見た。

　すると、そこには先ほどと何ら変わりない三人の姿があった。

　何で──？

「ちょっとメル！　何で異世界に行ってないの!?　どうして!?」

　来栖が血相変えてメルに詰め寄った。だが、当のメルも困こん惑わくした顔で「あたしにだって分からないのです……」と答えるのみだ。

　その時、空中にファルさんの姿が映し出された。

　二日前に見た、通信魔法によるモニタだ。

「ファルさん!?　あの、今、言われたとおりに魔力を使ったのですけど──」

　メルが慌あわてた様子で話し掛ける。

　──直後、

　敷しいていた魔法陣のシートが、突とつ如じよ黒い炎に包まれる。

「「「えっ！」」」

　三人が三人、慌ててその場から飛び退のく。

　やがて炎は範囲を広げ、地面は直径５メートルほどの円状の黒炎に浸しん食しよくされていた。

「何だ!?　何がどうなってんだよ!?」

　慌あわてて俺も炎の圏けん外がいまで下がる。同時に、他の三人もこちらに集まってきていた。

「こっちも訳が分からないよ！　どうしてこんな──」

　あの能天気なニムさんが戸と惑まどいの表情を見せている。本気で不測の事態のようだ。

「もう転ゼ送ア魔ラ法ムは終えたはずなんです！　魔ま力りよくも使って、魔法は発動したはずなのに……」

　メルが狼ろう狽ばいを隠かくさずに言う。

　そして次の瞬しゆん間かん、宙のモニタから一人の男の笑い声が聞こえてきた。

「ファルさん……？」

　ニムさんの言葉と同時に、俺たちは皆、画面を食い入るように見つめた。

　画面の中ではファルさんが、腕に翻ほん訳やく用のバンドを着けながら一言、とびきりの笑顔を見せて言った。




『魔ま獣じゆうヴァイトニルの転送、大成功です』







[image: Ⅵ．魔獣来た結果]







　周囲を木々で囲まれた森の中。

　一体今、俺の目の前で何が起きているのか。

　どうしてこんな至近距きよ離りに魔ま獣じゆうがいるのか。

　こんなにデカい、非現実的な生き物。

　昨日映像で見た魔獣、ヴァイトニル。それは画面越しに見ていたものとはまるで違う。迫はく力りよくも、殺気も。

　どうしてそいつは雄お叫たけびを上げながら、口から炎を吐はいているのだろう。

　どうしてニムさんは、刀を抜いてそいつと戦っているのだろう。

「苅かり羽ばくん、危ない！」

　飛びついてくる来くる栖す。俺は地面に体を打ち付け、その痛みに現実を感じる。

　炎の流れ弾。

　さっき俺がいた場所で、黒い炎が火柱を上げていた。

　それを見て、俺はやっと自分が現実逃とう避ひの思考回路にあったことを実感する。今ようやく、危機感と恐怖で体が震ふるえ始めた。

　何な故ぜこんなことになっているのか──それは数分前に遡さかのぼる。







「ヴァイトニルの転送って、どういう──」

　画面の中で突とつ如じよファルさんが口にした言葉に対し、ニムさんはその意味を確かめようとしていた。

『転送完了までは少し時間がありますからね、お答えしますよ』

　ファルさんは以前と変わらない、どこまでも日常的な笑みだった。しかし、この状況ではそれがとても不ぶ気き味みだ。

『そもそもの始まりは、狩しゆ猟りよう計画の失敗からでした』

　──ファルさんは饒じよう舌ぜつだった。

　ヴァイトニルは生命力、回復力が高い魔獣であり、その肉や内臓は秘薬として、あるいは魔力の増強剤として珍ちん重ちようされたという。

　しかし、回復力が高いということは、当然狩猟する側としては仕留めにくいということでもある。この数十年間、ヴァイトニルを仕留めた者はおらず、その価値は上がりに上がっていた。

　そこに、ファルさんの属する魔協が目を付けた。

　ヴァイトニルを仕留めて、その希少価値から成る莫ばく大だいな売り上げを得ようとしたのだ。

　しかし、ヴァイトニル狩猟のノウハウが無い魔協は失敗を重ねた。

　攻こう撃げきしてはみるものの、最後は結局逃げられてしまう状態だ。魔獣管理区とは言っても、その実情は広大で深い自然の森。逃げられてしまえば仕留めることは難しい。

　数年間、今度こそはと思いつつも猟りようを続けた狩猟者たちだったが、直近の一年で、あることに気付いた。

　──遭そう遇ぐうする度たびに、攻こう撃げきが効きにくくなっている。

　狩猟者たちの声を聞き、魔ま協きようがヴァイトニルの体毛を調べた結果、それまで攻撃してきた聖剣や魔法の属性に耐たい性せいを持っていることが判明する。

　ヴァイトニルの驚きよう異いの回復力は、受けた魔力を記き憶おくし、それに対する防御力を格段に向上させていたのだ。

　それは、今まで仕留めきれなかった分のツケが人間に回ってきた結果だった。手を出したは良いが毎回逃げられる──自分たちが、敵意と耐性を気前良く献けん上じようしていたとも気付かずに。

『時すでに遅おそしってやつです。あと、結果として、一つの個体と連戦し続けたことも良くなかった──まあ、気付いた時にはもうどうしようもなくなっていましたけどね』

　それでも、ヴァイトニルが管理区内でおとなしくしていてくれれば良かった。しかし──、

『その強大な力でもって、管理区の結界を破は壊かいし、外部に出ようとしていたのです。恐らくは、自分を狙ねらう人間の存在を駆く逐ちくするためでしょう』

　管理区はその周囲を魔力の結界で閉ざしている。だからこそ「管理」区として、周囲の街の安全が図られていた。

『危険な魔ま獣じゆうは駆除すべき──ただ、駆除しようにも手立てが無かったというのは先ほど申し上げたとおり。かと言って、そのまま何もせず結界が破られてしまえば、街が潰つぶされてしまいます。あの魔獣は人間への敵意に目覚めていましたから』

　魔協はヴァイトニルの存在を伏せた。その魔獣の強さは、言わば自分たちが造り上げたものだったからだ。責任を追及されることは避けたかった。

『私も魔獣区の管理者として名前を連ねていましたから……刑事罰ばつの対象になるようなことは御免こうむりたかったのです。これ自体は僕のエゴなので、軽けい蔑べつしてもらって構いませんよ』

　自じ嘲ちようするように彼は笑った。

『本当に、ヴァイトニルの対処には手を焼きました。ただ、至った答えはシンプルでしたね。殺せないなら捨てるしかない。自分たちに危害が及ばないどこか──それが異世界という存在でした』

　しかし、転送に必要な膨ぼう大だいな魔力を集めることは難しい。転ゼ送ア魔ラ法ムを使えるエルフェンを一ヶ所に集めるとなると、その費用はバカにならない。

　それに、国へ報告せずに行う違法な転送だから、異世界転送をしたのではと疑われる痕こん跡せきを残したくもない。だからあまり外部の人間を集めることもしたくない。

『異世界転送のための絶対的な魔力量不足。これをどうやって克こく服ふくするか頭を悩ませましたが、人材は意外とすぐ側そばにいました。──あの時、ニコルズさんが聖剣を転送してくれと言ってきたのは、嬉うれしくて叫びたくなるくらい、良いタイミングでしたよ』

　魔ま法ほう陣じんの設定を間違えたのはもちろん意図的だった。では何な故ぜ、聖剣を送り込むように仕向けたのか。

『そうなれば、絶対にお二人は聖剣を取りに異世界へ行くでしょう？　ニコルズさんは隠いん蔽ぺい体質ですから、誰だれかに報告するようなことも無い。そして、異世界との往復が必要となる以上、メルクルさんの同行も必須となる』

　彼が作りたかったのは、自分があちらの世界に残り、メルがこちらの世界にいる状況。

『まさか真ま面じ目めなメルクルさんに「ヴァイトニルを異世界に転送してほしい」なんて言える訳もありませんからね。即座に通報されてしまいます』

　だから何も知らせないまま、彼女たちをこちらの世界に送り込んだ。正確に言えば、聖剣を送り込んで、メルが異世界へ行かざるを得ない状況を作った。

『転送魔法というのは、空間の裂さけ目同士を繫つなげて、物をやり取りするものです。そして、物のやり取りには当然のことながら方向があります。つまり、送るか、引き入れるか。多くの場合、転送魔法という言葉で一ひと括くくりにされていますが、正確にはゼアラムと呼ばれる転送魔法と、ヒアラムと呼ばれる転受魔法の二種類があるんですよ』

　転ゼ送ア魔ラ法ムは任意の場所へ物を送る魔法。対して転ヒ受ア魔ラ法ムは任意の場所から物を引き入れる魔法──。

「召しよう喚かん魔法──」

　来くる栖すが呟つぶやいた。なるほど、そう考えれば分かり易やすい。

『騙だますようなことをして申し訳ないのですが、メルクルさんに渡していたそのシートの魔法陣、転送用ではなくて転受用なんです』

「え」

　メルの顔が青ざめる。

『メルさんが先ほど使った魔法というのは、僕らが用意したヴァイトニルを、そちらに引き入れる転受魔法だったんですよ』

　この日、シートの魔法陣に記入されていた住所は、魔ま獣じゆう区内の一角にある転送場所のものだった。これは俺がここに来る前に、ファルさんから指定されたものだったらしい。

『ニムさんたちの帰還が人目に付かないように、到着場所を魔協本部の転送施設ではなく魔獣区内にしましょうと言いましたが、それは噓うそです』

　猟りよう師したちが、ヴァイトニルを魔獣区内の転送場所に追い込む──そしてそれを、メルがファルさんに仕組まれた転受魔法で呼び込む。そのためには、メルが使う魔法陣に、その転送場所の住所が記されてなければならない。

　ファルさんが今日に限って住所を変えて指定したのはそのためだった。

『いつ結界が破られてもおかしくない状態でしたからね。いや、成功して安心しました』

　ファルさんはホッと胸を撫なで下ろしていた。悪魔の笑顔で。

　そしてその時、またしても地面が揺ゆれた。さっきよりも小刻みで不快な揺れ。

　円状に燃えている黒い炎は勢いを増している。

「噓うそ！　ウソうそ！　そんなの噓なのです！」

　メルが頭を横に振って叫んでいた。

『噓かどうかはもうすぐ分かりますよ』

　ファルさんは笑顔を絶やさず、どこまでも事務的な口調で応答する。

「そんな……途中で転送やめる方法ないのかよ!?」

『もちろんあります。教えませんけど』

　この野郎……！

『そんな怖い目で睨にらまないでください。要はヴァイトニルを倒たおせばいいんです。そうすれば、カリバさんとクルスさんは、また明日から変わらない日常です』

「私たちは──って、聞いても無む駄だみたいですね」

　ニムさんが呆あきれと軽けい蔑べつの眼まなこでファルさんを見る。

『こちらの世界に戻って来られても正直困りますからね。今までニコルズさんにはたくさんの貸しがありましたから、たまにはこちらのお願い事も聞いてください』

　チッとニムさんの舌打ちが聞こえた。笑ってはいたが、そこには怒いかりが多分に含まれている。

『ちなみにヴァイトニルのデータですが、魔ま獣じゆうですから物理攻こう撃げきが効かないというのはもちろんのこと、炎、水、雷──多くの魔法に耐たい性せいを持っています。僕個人としては、あれが死ぬとすれば十じつ中ちゆう八はつ九く寿命だと思っていますよ」

　誰だれもが耳を疑った。倒す術すべが無いという現実に。

『ああ、良いものがあるじゃないですか』

　ファルさんはポンと手を打って、その言葉を口にした。

『伝説の聖剣シュトラール。魔王を倒したその剣ならあるいは──』

　その瞬しゆん間かん、地面を覆おおっていた炎が消えた。

　そして姿を現す、四つ足の獣けもの。

　全身を闇やみのように黒い毛に覆われた獣。頭から背中にかけてのタテガミが血のように赤く染まり、太い牙きばと鋭するどく血走った眼は、禍まが々まがしさをどこまでも伝えてきた。

　そして、動画で見たものよりもさらに──、

「デケえよ……」

　高さは３メートルをゆうに超え、体長は６メートルに達しようかというあたり。

　尖とがった太い牙が剝むき出しとなり、さらには黒い炎が口の端はし々ばしから漏もれている。

『あ、でもあの剣は折れてしまったんでしたっけ。文字どおり付つけ焼やき刃ばの剣で何ができるかは分かりませんが──頑張ってください』

　通信が途切れる。

　現れた魔ま獣じゆうは真っ赤な目でこちらを見ていた。







　──そんな、バカみたいな話だ。

　突然のこと過ぎて、何が何だか分からない。

　俺はただ、来くる栖すがこの世界からいなくなってしまわないかと心配になって来ただけだったのに。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　地面に倒たおれている俺の上には、覆おおい被かぶさるように来栖がいた。ヴァイトニルから飛んできた火球に対し、避さけるでもなくただ突っ立っていた俺を助けてくれたんだ。

「来栖、おま──どうして──」

　上う手まく言葉が出てこなかった。

　何であっちの世界になんか行こうとしたのか。俺はただそれを聞きたかったけれど、今はとてもそんなことを聞いていられる状況じゃない。

　来栖は俺の言葉を聞き返すこともせず、飛び込んだ衝しよう撃げきで地面に落としたシュトラールを拾い直していた。

　三日前には確かに真っ二つになっていた聖剣だが、その姿は元通り。薄うす暗ぐらくなってきたこの状況では、何かおかしなところがあるとは到とう底てい思えない。

「お前……それ使ってどうする気だよ」

「助すけ太だ刀ち」

　助太刀って……。

　いつの間にか移動しながらヴァイトニルと戦っていたニムさんは、俺たちからすでに10メートル以上の距きよ離りに離はなれていた。

「敵であるはずのライバルとの共きよう闘とう──アツイよね」

「そんなこと言ってる場合か！　間違いがあったら『冗じよう談だんです』じゃ済まないんだぞ！　お前も昨日動画見ただろ！」

「それでも、力があるなら助けなくちゃ」

　いつか聞いたような言葉。こいつが屋上から飛び降りた日だったか。似たようなことを言っていたなと思い出す。

　来栖がヴァイトニル目がけて走る。

　俺はそれを止めようと立ち上がったが、聖剣の力で身体能力を向上させた来栖の腕を摑つかむことはままならなかった。

　現在、ヴァイトニルに対しては、戦いに慣れているニムさんが応戦していた。クトネシリカで相手の各所を凍こおらせようとしているが、できた結けつ晶しようはすぐに溶かされてしまっている。

　攻こう撃げきの合間を縫ぬって、ヴァイトニルからも反撃が来る。しかし、聖剣により強化された身体能力のせいなのか、その神がかった反射神経で牙きばも爪つめも、放たれる黒炎も全すべてかわしている。

　こちらに背を向けているヴァイトニル。そこへ来くる栖すが走り込み、後ろ右脚のアキレス腱けんを狙ねらい、黒く染まった剣を振り下ろした。

　キイィン──と、金属が擦こすれあうような音が鳴る。その出所は間違いなく今の来栖の一撃。

　だが、とても肉を切り裂さいた音とは思えない。

　そして、剣から放たれた黒い炎は、ヴァイトニルの身体からだを焼くことは無く、ただその身体に同化していくだけ。毒にも薬にもならない炎と成り果てていた。

　魔ま獣じゆうは傷一つ負っていない。黒光りする、太く硬い体毛がパラパラと宙に舞っただけ。

　当のヴァイトニルは蚊かでも気にするように振り向き、来栖と目を合わせた。

「そんな──」

　予想だにしていなかったのか、来栖が一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　その隙すきを突いて、ヴァイトニルが太い尻尾しつぽを左から右へと薙なぎ払い、来栖を吹っ飛ばした。

「来栖！」

　幸い、彼女は剣を盾たてにして防御態勢を取っていた。

　３メートルほど横に飛ばされはしたものの、何とか足で着地する来栖。

「──刃こぼれ……！」

　剣を改めた来栖が顔を歪ゆがませた。

　早くも付つけ焼やき刃ばの聖剣の脆もろさが出始めたらしい。

「おいメル、やっぱりシュトラール、完かん璧ぺきには直って──メル？」

　戦せん闘とうに加わわらずに、俺同様、後方で待機していたメル。

　それもそのはずで、彼女は今、戦闘に参加できる状態ではなかった。

　彼女は横にいる俺の呼びかけにも答えず、呆ぼう然ぜん自じ失しつのまま立ち尽つくしている。

「メル！　しっかりしろ！」

　さっきのファルさんとの会話で、予想以上にショックを受けていたらしい。

　俺は肩を摑つかんで、ガタガタと乱暴に彼女を揺ゆすった。

「カリバさん──？」

「気が付いたか!?　こんな所に突っ立ってんな！　動けないならどっかに隠かくれるぞ！」

「あたし知らなかったんです！」

「あ？」

「あたし何も──ペルファルさんのことも、魔獣のことも、あの魔ま法ほう陣じんのことも──！」

「今そんなこと言ってる場合じゃ──危ねっ！」

　言ってる側そばから何か飛んでくる。

　俺は咄とつ嗟さにメルを抱だいて地面へダイブ。強したたかに打ち付けた背中の痛みに耐たえながら、かつての自分の足元を見ると、氷の塊かたまりが割れていた。

「ニムさんかよっ！」

「ごめん！　でも今、正直狙ねらい定めてる余裕無い！」

　ニムさんの切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてくる。その間にも、ヴァイトニルの炎や爪つめは、絶え間なくニムさんや来くる栖すを襲おそっていた。

　メルはニムさんたちと違って戦せん闘とうに使えるような攻こう撃げき手段を持っている訳じゃない。前だって、危険な魔ま法ほうの免許は持っていないみたいなことを言っていた。ここは素直に避ひ難なんさせた方が良いだろう。

「メル、行くぞ」

　俺は彼女の腕を引きながら、静かに、しかし足早に林の奥へと身を潜ひそめた。







「あたしのせいで──こんな──こんな、」

「誰だれもメルのせいだなんて思ってない」

　メルは体を震ふるわせていた。自分の魔力が魔ま獣じゆうを召しよう喚かんしてしまったことに罪ざい悪あく感かんを抱いだいているのだろう。

「俺たちは騙だまされた──それだけだ。メルに何か悪気があった訳じゃないんだろ？　悪いのは全部ファルさ──パルジファル・ペルファルとかいうクソ野郎だ。メルが気に病やむことはねーよ」

　メルは木に背中をあずけて体育座りをしている。だが、顔は伏せられ、腕で隙すき間まを覆おおうようにうな垂だれていた。

　──こりゃしばらく立ち直れないかもな。

　考えてみれば俺より年下なんだ。そのくせ責任感は人一倍。自分の行動が今回の事態を招いたと考えれば、ショックを受けるのも無理はない。

「メル、しばらくここにいろ。魔獣はこっちに来させないようにするから」

　などと言ってはみるが、そんなこと俺に出来るはずもない。気休めだ。

「いざとなりゃ逃げろ。ケガしないうちにな」

「カリバさんは──？」

「俺は戻る。さすがに二人だけに相手させる訳にはいかないし」

「そんな──」

　メルは顔を上げた。その目には涙が浮かんでいる。

「カリバさんだってあたしと同じじゃないですか。あそこに行って何ができるんですか？」

「確かにそのとおりなんだけど……だって、放ほうっておきたくもないだろ？」

「でもカリバさんは聖剣も魔法も使えないじゃないですか」

　それでも──、

「役に立ちたいんだよ。俺にだって何かできることはあるかもしれない。たとえ何の力も無い村人Ａだって、本人の中ではいつだって自分が──主人公なんだよ」

　今までだって、そうだ。

　来くる栖すに振り回されてきたけれど、俺だって自分なりに考えてはいたんだ。

　ニムさんたちに追われた時も、どうやったら逃げられるか、頭使って考えた。それは来栖にできないことだったから、俺にも役割があるんだって思えた。

「もうあいつのパーティに含まれてんだよ、俺は。だったら、行くしかない」

　今日ここに来たのだってきっと──あいつと会えなくなるのが嫌いやだったからだ。それなら、あいつがピンチに陥おちいってるかもしれない今この瞬しゆん間かんだって、無む駄だにできない。

「じゃ、くれぐれも気を付けて」

　そう言い残し、俺はヴァイトニルのいる場所へと駆け出した。







「マジかよ……」

　さっきの場所に戻ると、辺り一面荒れ果てていた。

　さっきも木がどんどんなぎ倒たおされてはいたが、更さら地ちの範囲が圧あつ倒とう的てきに拡大している。

　根こそぎ折られた木が転がり、地面の草はほぼ無くなっていた。

　そして当の魔ま獣じゆうはと言えば、数分前に見た姿のまま何ら変わりなく存在している。

　対してニムさんの白のワンピースは、あちこちが焦こげたり、切り裂さかれたような跡がある。それは来栖も同様で、ブレザーの右みぎ袖そでが無くなり、スカートの一部が短くなっていた。

　苦戦も苦戦だ。見る限り、こっちが消しよう耗もうするばかりで何一つ事態は好転していない。

　来栖たちは二人で右に左にと攪かく乱らんしながらヴァイトニルを攻めていたが、うるさそうに魔獣が薙なぎ払った尻尾しつぽで、連携は一気に崩くずれる。

　一いち撃げき一撃が重いため、回かい避ひを最優先にしているのが見ていてよく分かる。

「ん──っと！」

　後ろに飛び退のいた来栖だったが、足場がへこんでいたためにバランスを崩した。不自然な方向に体が傾く。

　その時、ヴァイトニルが大きく息を吸い込み、来栖を見据えた。口元から漏もれる炎の色が、黒から紫へと鮮明な色に変わっている。

　──ヤバイ気がする。

「来栖！」

　何も考えずに俺は飛び出した。

　陸上部の名な残ごり──素早く加速できる前傾姿勢で、地面を踏ふみしめた。

　そして、来くる栖すに覆おおいかぶさるようにその身を投げ出す。さっき来栖が俺にしたように。

　直後、ドッ──と地面が揺ゆれた。

　倒たおれた姿勢で振り返れば、魔ま獣じゆうの口から一直線に放たれた極ごく太ぶとの火炎放射。燃やすというより突き刺すと言った方が正しいくらいに、地面を抉えぐっていた。

　そこからチラチラと舞い散る火の粉が頰ほおや手に当たる。それだけでも呻うめくほどに熱く、痛い。

「痛っ──」

　俺の身体からだの下で来栖が小さく発した声。

　確認すると、来栖は左足首を押さえていた。捻ねん挫ざでもしたのだろうか。

　──その時、耳をつんざく咆ほう哮こうが聞こえた。右を見れば、猛たけった魔獣がこちらを見据えている。

「くそっ」

　慌あわてて来栖の肩を抱だき、起き上がらせる。逃げられるかどうか分からないが、ここは退散するしかない。

　だが、相変わらず魔獣はこちらを見ているし、果たして逃がしてくれるか──

　唇くちびるを嚙かみ締しめたその時、魔獣の咆哮にも劣おとらない音量で鐘かねの音が響ひびいた。

　公園の体育館から流れる、施設閉館のチャイム。

　グラウンドや体育館、その他の体育施設は午後七時で利用終了となる。ただそれを知らせるだけの音だが、この時はそれが俺たちの窮きゆう地ちを救った。

　魔獣がその音を確かめるように耳を立て、上を向く。

　新たに敵が来たとでも思ったのだろうか。辺りを見回しながら、ヴァイトニルは慎しん重ちような足取りでその場を去った。

　──どっと、

　疲れた。

　来栖を支えていた身体が、思わず崩くずれそうになる。

「カリバ」

　ぐにゃりと折れ曲がった俺の精神を正したのは、ニムさんの声。凜りんとした呼び掛けにハッとする。

「今の音、どこから？」

「公園の体育施設からッスけど……？」

「ってことは、もちろん人がいる訳だね」

「そりゃ──あっ」

　まさかあの魔獣、音のする方へ向かったのか？

　だとしたらマズイ。

　体育館はどこかのスポーツクラブで使っていることがほとんどだし、そうであれば子供の数も多い。そんな所に行かれたら一気に大だい惨さん事じだ。

　今、俺たちのいる場所は、直線距きよ離りにして、体育館から北に２キロほどのものだろう。

　今までの動きを見る限り、魔ま獣じゆうはちょっとした木なんて構わずなぎ倒たおしていくから、直線距離がそのまま移動距離になる。

　そして、あのデカい身体からだで走られれば、２キロなんてものの数分で到達されてしまう。

「私ちょっと追いかけてくる。クルスをお願い」

「そんな──一人で──っ」

　俺の肩を借りる来くる栖すが声を上げた。

「ま、仕事じゃないけど──人の命が懸かかってるからね」

　それはいつもよりもずっと重い言葉。

　悲壮感など一切見せない声こわ色いろだったが、無理して笑うニムさんの表情は硬い。

　走り去る彼女の後ろ姿に、俺は何と声を掛けてよいか分からなかった。

「苅かり羽ばくん、ダメだよ、ニム一人だけじゃ無理。私も行かなくちゃ」

　俺の貸した肩を振り払おうとする来栖。だが俺はそれを食い止める。

「なこと言ったって、お前足挫くじいてんじゃねえか。まともに動けないだろ」

「別に痛くないよ、大だい丈じよう夫ぶ」

　強引に俺の肩から抜け出す来栖。剣を持っていない左手で右の頰ほおを搔かいている。

「また噓うそ吐つきやがって……変な意地張るんじゃねーよ！　今日だって肝かん心じんなことは何も言わずに……勝手にいなくなろうとしやがって……」

「それは……今関係無いでしょ」

「関係無くない。お前が異世界に行ってやろうとしてたことって、つまりこういうことだろ？　俺が何も知らない間に、お前はこうしてケガしたり……死んじまったりするかもしれないってことだろ？」

　来栖が俯うつむいて黙だまる。

「どうして何も言わないでいなくなろうとするんだよ！　この数日間で俺のこと好きなだけ振り回しやがったくせに……どうしてそんな……」

　今はこんなこと言ってる場合じゃないのかもしれない。

　でも、言わずにはいられなかった。

　だって、俺が今まで来栖に付き合った来たのは、打算でも何でもなく──。自分でもよく分からないけど、決して蔑ないがしろにして良いものだとは思えなかったから。

「私、どうしても異世界に行きたかったの……」

「え？」

「でも、私が本気でそう言えば、苅羽くんは私のこと止めるって言ったでしょ？　だから黙って行こうとしたの」

「そんな……何で異世界なんか──」

「あっちの世界では私、〝普通〟になれるから」

　普通──いつか来くる栖すが、お姉さんに対して使った言葉。

「──お姉ちゃんに卒業しろって言われて、でも絶対にそんなの嫌いやで、そう思ってるうちに、いつの間にか私も中学生になってた」

　来栖は拳こぶしをギュッと握にぎった。

「私は変わらなかった。剣を持てるからって剣道部入ったり、マンガに出てくるような魔ま法ほう陣じんを実際に作ってみたり、魔法だ何だって本当に試してみたり──」

　まだ、来栖の表情は穏おだやかだった。

「クラスで浮いてるような感じはあったけど、一いつ緒しよにお話ししてくれる人もいたんだよ。その子は、『自分に噓うそ吐つかないで好きなことやってるの、羨うらやましい』って、私に言った」

　それは、俺も思ったことだ。自分の気持ちに真まっ直すぐな来栖は見ていて気持ちが良い──そう感じた。

「でもね、クラスの人がその子に言ったの。『何で来栖と一緒にいるの？』って。私は偶然二人が話してるのを見ちゃったんだけど、それがただの質問じゃないってことは分かった。質問じゃなくて忠告……ううん、警告みたいなものかな？　──来栖なんかとつるんでたら、あんたもハブられるよ、っていう」

　想像できないことは無かった。学校のクラスというものは、時にとても排はい他た的てきだ。

「私は何も見なかったことにして、次の日も同じようにその子と話そうとしたの。でも、まず最初に『ごめんね』って謝られてね……『あたしは来栖さんみたいに自分の気持ちに真っ直ぐになれないから──みんなの気持ちに合わせる嫌な人間なんだ』って言われて、おしまい」

「おしまい──って？」

「それから、私と一緒に話すことも、目を合わすことも無くなったの。他の人たちと同じようになっちゃった。それからは私、気持ち的にはずっと独りだったな」

　そこまで聞いて、俺は二日前の理科室を思い出した。

　みんながみんな、あんな態度を来栖に取っていたのだとしたら──。いや、みんながそうではなくても、誰だれ一人来栖を助ける人間がいなかったのだとしたら──。

「私が〝普通〟じゃないからそうなっちゃったの。でも私はやっぱり〝普通〟なんかにはなりたくなくて──けど、独りでいるのだってやっぱり慣れなくって──」

　もしかしたら、あの人体模型もそのせいなのだろうか。来栖が「独り」を嫌きらった結果として──そして同時に、〝普通〟への抵抗としてあの魔王が生まれた。

「私は助けてもらえなかった。だから──なのかな？　助けてほしいって思ってる人がいたら、すぐに助けなくちゃって思った。だから聖剣が手に入って、凄すごく嬉うれしかった」

　だから来栖は、屋上から飛び降りたりしたんだ。

　俺に何だかんだ反論してきたのも、自分の正しさを守り抜きたかっただけで──。

「でも、やっぱり世界はそうそう変わらない。だから私思ったの。こんな世界よりも、異世界の方がずっと幸せなんじゃないかって。今の私を〝普通〟として見てもらえる異世界の方が、ずっと──」

「待てよ、それでも──」

「中学はちっとも楽しくなかった」

　来くる栖すが俺の声を遮さえぎる。

「みんなからは無視されて、いっつも一人で……。高校だって自分を隠かくしながら騙だまし騙しやってきたけど、息が詰まりそうで──そんな世界から抜け出したいって思うの、当然でしょ？」

　来栖は下を向いて語気を強めた。

「かもしれないけど…………」

　じゃあお前は、俺とのこの数日間も──。

「……俺といた時間もそうだったって言うのかよ!?」

　溜たまっていた思いが、溢あふれた。

「俺はお前に付いていったじゃねーか。そりゃ最初は変な奴やつだって思ったけど、お前を無視したりなんか絶対にしなかった。振り回されっぱなしで疲れたけど、でもそれだって悪いもんじゃないかって──俺はそう思ってんぞ！」

「……噓うそだよ」

「噓じゃねーよ。噓だったらもっと恥はずかしくない噓吐つくっつーの」

　来栖は黙だまって顔を上げた。潤うるんだ瞳ひとみが俺の目と合う。

　彼女は左手をおもむろに右みぎ頰ほおへと伸ばし、肌を搔かいた。

「でも私は……」

「それ禁止だ」

　俺は来栖の左手首を摑つかむ。

「分かったよ、お前の癖くせ。噓吐くとき、右のほっぺた搔くだろ」

　自覚が無かったのか、来栖は「え、噓」と戸と惑まどっている。だが、その慌あわて振りからするに、今また噓を吐こうとしたのは図星だったようだ。
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　噓を吐くときの癖──今振り返れば、俺は何回もこいつが頰を搔くところを見てきた。




　今日だって、ニムさんたちが帰る時間聞いたのに、お前は──。

『そう言えば今日、あの二人何時に帰るとか言ってたか？』

『んーん』

　──ニムさんたちが帰る時間知ってたんじゃねーか。




　一昨日おととい、異世界に行くって話が出た時も。

『良いんじゃない？　帰れないなら帰れないで。ずっとあっちに住んでみても』

『珍めずらしく真ま面じ目めな顔して言うなよ。笑っちまうじゃねーか』

『うん、冗じよう談だん』

　──あの時から、異世界行く気満々だったってことだろ？




　そうだ、そのちょっと前だって、

『それはそうと、二人は明後日あさつて、何時頃ごろに帰るんだろうね？』

『今の段階じゃ何とも言えないだろうな。気になるか？』

『んー、お別れが早いから寂さびしいなって思ったかな』

　──んで、次の日には聖剣奪うばおうとしてんだからな。この時点で画策してた訳だ。




　屋上で男子生徒が絡からまれてるのを見た時もお前は──、

『あ、……まったく、嫌いやだねー、ああいうの。良くないよ、もう』

　そう言って、おどけて右みぎ頰ほおを搔かいた時、悔くやしくてたまらなかったんだろ？




　──そして、土曜日に市立公園で会った時。

『あんまり気張るなよ。勇者でも何でも好きでいれば良いじゃねーか、ってことだ』

『なるほどね……分かった。とりあえず信用してみる』

　この時も。

　──そして、その前の日に初めてまともに話した時だって、

『う──っるせーな。とにかく……そういうことだから。俺は言いふらしたりバカにしたりしない。その点に関してだけは信用してくれていい』

『……んー、分かった信用する』

　信用するって、そう言ったのにお前は──やっぱり右みぎ頰ほおを搔かいていて──。




「お前、実は俺のこと信用してなかったんじゃねーか」

「え？」

「先週、俺はお前に、勇者でも何でも好きでいればいい──バカにしたりしないって言った。俺はもちろん本気だったし、お前も信用するって言ってくれたけど、今思えば、あれも噓うそだったんだろ？」

「……それは」

　来くる栖すが言葉を詰まらせた。ぴくりと左手が頰へと動くが、その手も止まる。

「そんなこと……ないっ！」

　来栖はそう叫ぶと、踵きびすを返して走り去った。

「おいっ！」

　ヴァイトニルとニムさんが消えた方角──俺との話を有う耶や無む耶やにして、あいつは走って行ってしまった。

　だけど、ここで諦あきらめるくらいなら、最初からここに来ていない。

　俺もすぐ、来栖を追って駆け出していた。







　ヴァイトニルがどういう道を辿たどって行ったのかは分かり易やすかった。

　林の木々が一方向になぎ倒たおされていたため、足取りを追うのは容た易やすい。ところどころ木々が凍こおりついているのを見ると、恐らくニムさんも足止めをしてくれたのだろう。

　──そして、走って十分もしないうちに、俺は魔ま獣じゆうと再会を果たした。

「また何つー状況だよ……！」

　茂みの中で対たい峙じする魔獣とニムさん。彼女の足が勝り、魔獣に追い付いて回り込んだのだろう。さらに魔獣の後ろには来栖がおり、ニムさんと魔獣を挟はさみ打つ陣じん形けいになっていた。

　そして、俺はそこから10メートルほど離はなれた場所にいる。

　林はもはや大分浅い。あと数百メートルも魔獣が前進すれば、公園のバス停に出てしまうような位置まで来ていた。

　この時間であれば、スポーツクラブの小学生たちが大勢でバスを待っているだろう。どうにかここで食い止めなければいけない。

　ニムさんと来くる栖す──二人は魔ま獣じゆうを挟はさみ打っていたが、来栖の動きは万全じゃない。さっき捻ひねった自分の足をあからさまに庇かばっていた。

　そして、魔獣もそれに気付く。

　魔獣は来栖に狙ねらいを定めると、執しつ拗ように攻こう撃げきを繰くり返した。

　牙きば、爪つめ、炎──あらゆる攻撃が来栖を襲おそう。ニムさんもサポートしようとするが、長く一人で戦っていたせいか、消しよう耗もうが激しい。動きが鈍にぶく、魔獣の尻尾しつぽや火炎で牽けん制せいされると、来栖に近付くことはできなかった。

　一方の来栖は、最初のうちこそヴァイトニルの攻撃をかわしていたものの、その顔はすぐに苦痛に歪ゆがみ始め、やがて脚がふらついた。

「やっぱり無理じゃねーか！」

　ヴァイトニルの炎の流れ弾をかわしながら、俺は来栖のもとへ走る──が、

　魔獣は俺をも視界に入れていた。

　ヴァイトニルは俺目がけて黒炎を吐はき出した。咄とつ嗟さのことで対処しきれず、避さけるだけ避けて、俺は盛大にもんどりうつ。

　トップスピードに乗った状態でこけたので、受け身もくそも無い。地面に打ち付けた肘ひじも膝ひざもクソ痛い。

　何とか顔を上げると、数メートルの距きよ離りにヴァイトニル。真っ赤な攻撃色に光る目がこっちを見ていた。

　──あ、死ぬ。

　ニムさんは完全にガス欠で、地面に膝を突いていた。そして来栖はと言えば、こちらに気付いてはいるが、あと５メートルの距離で、痛みに負けて膝を折っていた。

　誰だれの助けも望めない。

　ヴァイトニルが大きく息を吸い込む。あと数秒で、全すべてを抉えぐり燃焼させる火柱が俺に──




「やめるのです！」




　突とつ如じよ背後から響ひびいた少女の声。

　そして起きる爆発。

　ヴァイトニルの横っ腹が、赤い爆風に包まれていた。その衝しよう撃げきで、魔獣の巨体が僅わずかに横にずれた。攻撃動作も中断されている。

「間に合いましたあ……」

「メル!?」

　振り向くと、メルの姿があった。

「あれからちょっと考えたのですが……カリバさんのおかげで目が覚めました。くよくよするより、あたしはあたしにできることをやろうって」

　メルは照れたように笑うと、胸の前でギュッと両の拳こぶしを握にぎった。

　俺は立ち上がり、ヴァイトニルの動きに備えながら声を掛ける。

「今の、魔ま法ほうか？」

「ええ、もちろんなのです」

「メル、お前、あんな爆発する魔法なんて使えないんじゃ──」

「誰だれがいつそんなことを？」

「だって免許が無いって」

「免許が無い理由には二種類の場合があるのです。一つは、技量的にその魔法を使えないから免許が取れない場合。もう一つは、魔法を使えるんだけど、単に申請してないから免許が下りていない場合」

　な──。

「あたしは今年、管理業務主体ですから、火炎魔法の申請出してないのですよ。──ああ、お父さん、あたしは今日、無免許状態で第一種危険魔法を使ってしまいました。メルは悪い子なのです」

　両手をギュッと組んで星に祈るメル。

「──でも、あまり効いてないのですね」

　メルはヴァイトニルに目を向けた。

　巨体をずらすことはできたものの、肝かん心じんのダメージという点では無効に等しい。派手な爆発ではあったが、どうにも切ないところだ。

「カリバさん、ごめんなさい」

「謝ることじゃねーよ、少しでも動きを止められるなら意味が──」

「そうではなく」

「ん？」

「転送魔法でかなり魔力を使ったので……しかもさっきの火炎魔法、なかなか燃費悪くてですね……もう、限界が……」

　メルが膝ひざを突き、バタリと倒たおれた。

「メル！　おい！」

　声を掛けるが、返答は無い。

　ただ、呼吸はしているようなので、眠っているだけなのだろう。

「苅かり羽ばくん！　メルは──!?」

　来くる栖すが脚を引きずりながらやって来た。

「魔ま力りよくが尽つきて眠った──みたいだ。ってか、そんなことよりお前──」

　もう足首が真っ赤だった。痛めているのに動き回ったから腫はれがひどい。

　限界が来たのか、来栖はここまで辿たどり着くと、ぺたりと力無く座り込んだ。

「どうしてこんなに──」

　来栖の身を案じた俺だが、言いかけた瞬しゆん間かんにヴァイトニルの咆ほう哮こうが響ひびいた。

　さっきの魔法で気分を害したのか、目の色がさらに濃く赤く染まっている。

　そして、その瞳ひとみはメルを──そして、そのすぐ近くに固まった俺と来栖も当然捉とらえているだろう。

「来栖、立てるか!?　このままここにいてもただの的だぞ！」

　俺は来栖の腕を取る──だが、

「ごめんね、苅かり羽ばくん」

　そう言って、来栖は笑っていた。どこまでもやるせない笑顔で──。

　そんな顔──、するなよ……！

　気付けば、ヴァイトニルは俺たちの眼前５メートルまで迫せまってきていた。

　魔ま獣じゆうが脚に少し力を入れれば、一瞬で詰められてしまう距きよ離り。

　──そして、その予測はすぐに現実となる。

　魔獣が唸うなりながら、大地を蹴けった。

　一気にこちらに向かって、その巨体が──、

「くっそおおおおお！」

　俺は来栖の手を握にぎりしめた。他にどうしたらいいか分からず、ただ、力強く──。




「私苅羽くんのこと、信じたかったのに──」




　来栖が呟つぶやいた。

　その瞬間──、

　風が舞った。

　そして──、

　聖剣が光に満ちた。

　今までの黒い炎ではなく、白く、透すき通るような光に包まれている。

「これは──!?」

　ヴァイトニルが来ない。

　そう思った刹せつ那な、俺はヴァイトニルがもがき苦しんでいるのを目にした。

　来栖の握る剣から放たれる光──それを浴びて、魔獣は悲痛に満ちた唸りを上げながら、地面でのた打ち回っている。

「苅かり羽ばくんの言うとおり、私、噓うそ吐ついてた」

「来くる栖す──？」

「信じたかったのに、信じられなかった。だって、やっぱり怖かったもん──」

　聖剣の光が、来栖の身体からだを照らす。

「みんな私のこと〝普通〟じゃないって──そう言って、どんどんいなくなっていっちゃったから、凄すごく怖かった。金曜日、初めて苅羽くんときちんと話した時も、どうせこの人も、私を見放しちゃうのかなって──そう思った」

「じゃあ今は」

「今？」

「そう、今。……今でもお前は俺のこと、見放すとか、そんな風に思ってるのか？」

「……今は、今はね──」

　来栖が言う前に、俺は一言だけ──、

　ありったけの想おもいを、この一言に込めた。

「信用してくれ、俺を」

　もう出てこない。

　これ以上何か言っても、噓臭くさくなるだけだと思った。

　来栖の表情は──、

　笑って──？

「もう、ほっぺた痒かゆくないから」

　来栖の目に、光が宿っていた。




「信しん頼らいしてるよ、苅羽くんのこと」




　その瞬しゆん間かん──、

　来栖の身体が、聖剣と共に優しい光を帯びた。

「何だ!?」

　銀色の刃が、白く光っている。とても明るいが、さっきまでの突き刺すような光ではない。

　また、来栖の全身を包み込んだ光は、赤く腫はれていた足首を癒いやした。

「足──痛くない？」

　不思議そうに呟つぶやく来栖。立ちあがり、トントンとつま先を地面に叩たたいている。

「来栖、これ、何がどうなって──」

　言いかけて、俺はいつぞやのニムさんの言葉を思い出す。




『資料で見た限り、魔ま王おうを倒たおした時には光の魔力が剣から放たれた──ってなってるから、どうも持ち主によって効果が違うみたいなんだよね、シュトラールは』




『いや、でもカリバの言うとおりだと思うよ。その人の持つ属性っていうのは人格や精神状態によって左右されるから──』




「信しん頼らいして──くれたんだな、本当に」

　俺は、握にぎっていた来くる栖すの手を、もう一度握り直した。

　どこまでも優しい温度が、俺の手の平から全身に流れ込む気がした。

「苅かり羽ばくん、私、終わらせるね」

　来栖はそう言って、目の前のヴァイトニルを見据え、その足を踏ふみ出した。

　聖なる光によって体を痛めつけた闇やみの魔ま獣じゆう──。今までにない痛みを受けたその獣けものの瞳ひとみは、混乱の色を帯びている。

「ガアアアアアアアアアア！」

　──咆ほう哮こう。でもそれはもう、虚勢にしか見えない。

　来栖が剣を構えた。

　手に力を込めると、シュトラールの刃が強く光り、その長さを二倍、三倍へと伸ばしていった。

　──行け、来栖。




「はああああああああ！」




　来栖は一直線に剣を振り抜いた。

　ヴァイトニルの左肩から袈け裟さにかけて、シュトラールの刃はその肉を淀よどみなく切り裂さく。

「ガアアアアアアアアアアア！」

　魔獣の断だん末まつ魔ま。そしてその瞬しゆん間かん、魔獣の巨きよ軀くが光に包まれると、それは一気に霧む散さんした。

　魔獣の肉体は消え失うせ、後に残ったのは来栖とシュトラール。

　しかし、

「あっ──」

　来栖の声。

　彼女の持っていた聖剣は、魔獣がそうなったのと同じように、光となって宙に霧散していた。

　それは蛍ほたる火びのように優しく、淡く──、

　来栖に似合っていたんじゃないかと、そう思う。
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　　　エピローグ




「それ、昨日借りた本じゃねーの」

「違う違う、昨日借りたのは『魔ま法ほうの考察』。これは『魔法とは何か』」

　日曜の午前。市立図書館から本を借りて、俺と来くる栖すはホテルへと向かっていた。

　──ヴァイトニルを倒たおしたのが三日前。

　たったそれだけしか経たっていないのに、何だか一ヶ月前くらいのことのように思える。

「それにしても、変なことにならなくて良かったね」

「何が？」

「聖剣とか、ニムたちのこととか」

　あの日、魔ま獣じゆうを倒した後、俺たちは小学生たちから逃げるのに必死だった。

　魔獣の雄お叫たけび、聖剣の光──そんなのがあったもんだから、近くのバス停にいた小学生たちが、俺たちのいる茂みまで、何だ何だと秘密解明にやって来たのだ。

　俺はニムさんを、来栖はメルを抱えながら、息を殺して体を潜ひそめ──彼らが乗るバスが来るまで、かくれんぼに興じなければならなかった。

　まあ、それだけで済んで良かったと言えば良かった。

　誰だれに何がバレた訳でもない。

　偶ぐう然ぜんではあったが、魔獣の身体からだが消えたのも好都合だった。おかげで死体の隠かくし場所なんていうミステリーの犯人役みたいな心配事をしなくて済んだのだから。

　魔獣と同じくシュトラールも消えてしまったが、あれもまあしょうがない。もともと壊こわれかけの物だったし、魔獣を倒せただけでも御おんの字だ。

　そんな訳で、今のところは、俺たちにこれといって面めん倒どう事ごとが降りかかっている訳ではなかった。──まあ、異世界から来た人間は、そう思ってはいないだろうが。







　市内のホテルの一室。そこにいるのはもちろんニムさんとメルの二人。

「お疲れー」

　そう言って俺と来栖を部屋に通すニムさん。

「はいこれ」

　来栖がニムさんに渡したのは、さっき借りた本。

　ニムさんはパラパラとページをめくり、「望み薄うすだねえ」と苦く笑った。

　俺たちが探しているのは魔ま法ほう陣じん。ニムさんたちがこちらの世界に来る時に使った魔法陣と似たような物が無いかどうか──それを確かめていた。

　今の二人には、元の世界に帰る手段が無い。二人とも転送魔法について詳しくないため、どんな魔ま法ほう陣じんを使えばいいのか分からないからだ。加えて、ファルがやっていたらしい種々の微調整も判然としていない。

　ただ、たとえ一方的な繫つながりではあれ、今までこちらの世界とあちらの世界で人が出入りしてきた歴史があるなら、転送魔法の手掛かりもこちらの世界に残っているのではないか。

　そう考えた俺たちは、こうして図書館でそれらしい本を見つけては借りたり、インターネットで「魔法陣　異世界」という痛いワードを検索して母親に履り歴れきを見られてああもう死にたいというようなことをして、二人に情報を提供しているのだ。

「何にせよ、早く帰らなくちゃいけませんね」

「ええ？　いーじゃんもう。結局シュトラールは間に合わなかった訳だし、のんびりやれば良いんだよ」

　二人並んでベッドに座るメルとニムさん。

「嫌いやですよ、あたしは早く帰りたいのです。親も兄弟も家で待ってるんですからねっ」

　メルの反応を見て、俺は来くる栖すに耳打ちする。

「あれが普通の反応だぞ。異世界に行った人の、普通の反応」

「分かってるよっ。私だってちょっとは反省してるもん」

「本当に分かってんのかね……」

「少なくとも、苅かり羽ばくんに黙だまって異世界には行かないよ。これホント」

　少しばかり嬉うれしいセリフを、耳打ちで返される。

　あー、くそ、反則だろ……。顔が熱い。

「いーですか先輩、この翻ほん訳やく機きだって、いつ魔力が切れるか分からないのですよ？」

　メルが左手を振って、バンドを見せる。

「そうなったら日本語覚えればいいんだって」

「誰だれが覚えるのですか、誰が」

「メルが」

「ハイ言うと思ったのです！　あたし絶対覚えないのです！　日本語覚える暇ひまがあったら魔法陣探しますよ。まったくもー」

　メルがニムさんから本をひったくる。

「大体、今だって先輩何もしてないじゃないですか。本を探してくれるのはクルスさんたちですし……。ありがとうなのです、お二人には感謝してもし足りないくらいなのですよ、本当に」

　頭を下げるメル。

「ううん、気にしないで」

　首を振りながら、来栖はメルの向かいのベッドに座った。俺も隣となりに腰掛ける。

「そーそー、来栖が協力してるのだって、多分異世界に行きたいとか、新しい聖剣が欲しいとか、そんな理由だぞ」

「何で分かったの!?　エスパーなの!?」

　エスパーの敷しき居い低いな。世界七十億人総エスパーじゃねーか。

「カリバはどうして手伝ってくれんの？」

「え？」

「カリバはクルスみたいに興味がある訳じゃないんでしょ。何で協力してくれるのかなーって思って」

「俺は──」

　思わず横を見る。

　どう考えたって、こいつに影えい響きようされてるからだよな。来くる栖すがやるから俺も──って、え、何それ、主体性ゼロ。

「ん？　何？」

「何でも──！」

　来栖と目が合い、慌あわてて顔を逸そらしてしまった。くそ、何照れてんだ俺。

　こんな俺に対して、来栖はポケーッとした顔で首を傾かしげるだけ。何か今日はペースが乱されるな。

「……もう一度ファ──あのオッサンに会って、ぶっ飛ばそうかな、と」

　苦し紛まぎれにそう言ってみる。

「んふ～、カリバは正直だね～」

　ニムさんはイヤらしい笑みを浮かべながら、俺に当てつけるように自分の右みぎ頰ほおを搔かいてみせた。それを見て、俺は今、自分がほっぺを搔いていることに気付く。

「──っ！」

「癖くせって似るよねえ」

　何だこの人！　意外に食えねえ！

　幸い、メルも来栖もポカンとした顔をするだけで、真意に気付いた様子は無い。

　くそ、本当に今日はペースが乱されてばかりだ。

「ま、それは良いとして、何か良い方法無いかねえ。それっぽい魔ま法ほう陣じん探そうったって、こんなのいくら時間あっても足りないよ」

　バフッとベッドに背中をあずけるニムさん。

「何か無いの？　魔法陣以外にさあ。異世界に通じる穴とか沼とか洞どう窟くつとかさー」

「そんな都合よくある訳ないじゃないですか。今は地道に探すほかにありませんよ」

　異世界に通じる──？

「──あ」

　頭の片かた隅すみに、一つだけ思い当たる節がある。

「うちの学校の七不思議なんだけども」

「七不思議？　何それ？」

　ニムさんが食いついた。

「怪談話みたいなもんです。学校にまつわる不思議な話。それが七つあるから七不思議」

「何で七つなの？　素数だから？」

「知らないッスよ。それに素数そんな万能じゃないですからね」

　脇わき道みちに逸それそうだったので、ぶった切って話を進める。

「もしかしたら関係あるかもしれない話が一つあって」

「分かった！」

　お、来くる栖す。さすがにこういうのは勘かんが良いな。

「ずばり『放課後にさまよう人体模型』でしょ！」

「それ、お前のせいで最近できた七不思議な」

「えっ」

　無自覚か。

「それじゃなく、『生徒を吸い込む鏡』だよ」

　四階廊下の突き当たりにある一枚の姿見。放課後一人でその場所に行き、自分の姿を映すと、鏡に吸い込まれて二度と戻ってこれなくなるという話だ。

「何年か前からある話っぽくて、確か行方不明者が出たとか何とかで加わった七不思議だって聞いたけど」

　もちろん、それが真実かどうか定かではない。そもそも七不思議なんて、本当かどうかと論じるようなレベルの話じゃない。

「ま、根も葉もない作り話って可能性が99パーセントです。や、すいません、やっぱり忘れて──」

　話を撤てつ回かいしようとしたが、意外とニムさんとメルは真ま面じ目めな顔をしていた。

「魔ま力りよくが関与した可能性はあるかもね……」

「そうですね。もしもその鏡が本来異世界の物だとすれば……」

「いやいやいやいや、待った待った。自分で言って何だけども、ほとんど見込み無い！　変に期待させてゴメンナサイ！　まず無いッスから！」

　慌あわてて否定したが、二人は俺の言葉を受け入れない。

「いや、私たちの世界でも『神かみ隠かくし』的なことはあるんだよ。ある日突然、人がいなくなってしまうっていう」

「そこに結論付けられる可能性の一つが、不ふ慮りよの転送です。異常に魔力の高まった場所に足を踏ふみ入れてしまい、不安定な状態の裂さけ目に飲み込まれてしまう──滅めつ多たにあることではありませんが、理論上は起き得ることらしいです」

　そんなまさか。

「異常に魔ま力りよくが高まるったって、普通の学校ッスよ？　……来くる栖すはどう思う？」

「あれだよね、火の無い所にガス管は来ないってやつ」

　何その都市計画的な諺ことわざ。

「火の無い所に煙は立たない、な」

「うん、知ってた」

　と言いつつ、ほっぺを搔かいてくれるから分かり易やすい。顔赤いぞ。

「よしカリバ、明日学校行ってみよっか」

「え、マジッすか……」

　参ったな、と俺は頭を搔く。

　まあでも、当てが無いよりかはあった方が良い。

　そんなことを思いながら、俺は部屋にあったテレビを眺ながめる。

　そこでは、とある日本の遺跡から、剣が発掘されたというニュースをやっていた。

　それはいかにも西洋的な剣で、古代日本で使われていたとは到とう底てい思えないというもの。

　──嫌いやな予感がした。

「「あっ」」

　ニムさんとメル、二人がテレビの映像を見て、声を上げる。

「「あれ聖剣」」

　また聖剣？

「またどっかから異世界人来たりなんてことは無いだろうな……」

　俺がそう言うと、二人は顔を見合わせてから、ゆっくりとこちらを見た。

　──無表情とかやめて、マジで怖い。

「苅かり羽ばくん、私、今度あの聖剣欲しい」

　来栖さんは来栖さんで何言ってるのかな？　アホなのかな？

　困こん惑わくする俺をよそに、三人の声が重なった。

「「「行ってみる？　あそこ」」」




　俺は黙だまって、右みぎ頰ほおを搔いていた。





終わり









　　あとがき




　初めまして、くさかべかさくと申します。お目め汚よごしですが、自己紹介にお付き合い下さい。

　私は第19回、20回の電でん撃げき大賞に応募していましたが、どちらも四次選考で落選しました。

　落選しても拾い上げデビューがありますよと公式ＨＰで謳うたってはいるものの、第19回落選時に何の連絡も来なかった私としては、もはや拾い上げなど都市伝説。

　第20回の落選を知った時も、「投稿作は死んだんだ。いくら呼んでも帰ってはこないんだ。もう拾い上げの時間は終わって、君も人生と向き合う時なんだ」と、チャーリー・ブラウンに諭さとされたような気分で静かに過ごしておりました。

　その後、第21回に向けて「乗り物酔よい体質の男子高校生が、長ちよう距きよ離りバスで憧あこがれの女子クラスメイトと隣となりになったため、どうにか嘔おう吐としないようにあの手この手で頑張る話」という明らかに需じゆ要ようを見失っている短編を書いていた秋の夜──電話が鳴りました。

　電話の主は電撃文庫の編集者さん。なんと、私を拾い上げて下さるというではありませんか。しかもこの編集者さん、一年前の第19回投稿作のことも覚えていて下さって、私はもう感無量です。「誰だれかが覚えてくれている限り、投稿作だって死んだりしないさ」と脳内でスヌーピーが励ましてくれているようでした。

　さらに編集者さんは、電話の向こうでこう仰おつしやいました。

『くさかべさん複数投稿してましたけど、四次選考に残ったやつ以外でも、私は気に入ったのがあったんですよ。ほら、あれですあれ、えーと、うん、まあ、タイトル忘れましたけど』

　この上げて落とすスタイル。「投稿作は死んだんだ」とチャーリーの声がしました。

　その後、出版に当たっての今後の動き方へと話題が移り──編集者さんから提示されたのが、投稿作を改稿するか、新作を立ち上げるかの二択。「投稿作が息を吹き返す可能性もあるのか……」などと思っていたのですが、いつの間にか新作立ち上げルートに突入していました。

　_＞_＞_＞_＞_＞_＞_＞_＞_＞_

人　　　投稿作は死んだんだ　　　Ｙ

　^＜^＜^＜^＜^＜^＜^＜^＜^＜^

　それからの数ヶ月間は、編集者さんと一いつ緒しよに新作を作り上げ、絆きずなを深めていく日々。

『原稿早くて助かります！　全部書き直しましょう！』『一章は良いですよ！　それ以外全部書き直しましょう！』『凄すごい良くなりましたね！　書き直しましょう！』という上げて落とす打ち合わせの記き憶おくは、今でも色いろ褪あせない大切な宝物です（白目）。

　担当編集の吉よし岡おかさん、小お野の寺でらさん、このご恩は忘れません。イラストご担当のＡｎｍｉさん、こんな新人のデビュー作を引き受けて下さり、ありがとうございます。和わヶが原はら先生、この度たびの帯は家宝にします。職場の皆様、この度のご理解ご協力には頭が上がりません。

　そして読者様。投稿作の何倍も時間と愛を込めた本作、今後もお付き合い頂ければ幸いです。
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くさかべかさく

電話の際の編集者さんは腰が低く、対する私も恐縮しっ放しで、結果、互いに恐縮し合い「いえいえとんでもないです」的な応酬が続くのですが、その後に生じる変な沈黙に耐えきれず、二人同時に「ぶふ」って吹き出しちゃう新婚みたいな空気が意外と悪くない。
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イラスト／Anmiあんみ

著者さんの原稿にふさわしいイラストを描きたいです……！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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